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司
会
：
定
刻
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
第
六
回
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
主
催
講
習
会
、「『
東
海

大
学
七
十
五
年
史
』
の
編
纂
を
終
え
て
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
お
忙
し

い
と
こ
ろ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は
講
師
の

ご
紹
介
を
含
め
て
、
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
の
野
沢
佳
美
室
長
よ
り
一
言
ご
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

野
沢
：
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
長
の
野
沢
と
申
し
ま
す
。
今
日
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
日
の
講
演
を
お
受
け
い
た
だ

き
ま
し
た
椿
田
様
に
は
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
立
正
大
学
は
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
に
創
立
一
五
〇
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま

す
。
現
在
、
編
纂
室
が
開
室
さ
れ
て
六
年
目
、『
立
正
大
学
百
五
十
年
史
』
を
編
纂
す
る
た

め
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
創
立
一
二
〇
年
、
一
四
〇
年
と
い
う
節
目

の
時
に
記
念
誌
を
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、
委
員
会
が
作
ら
れ
た
も
の
の
、
史
料

を
あ
ち
こ
ち
に
移
転
し
て
そ
の
う
ち
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
か
ら
六
年
前
に
大
学
史
料
編
纂
室
を
立

ち
上
げ
、
恒
常
的
な
史
料
収
集
の
実
施
、
史
料
の
保
存
、
整
備
、
情
報
公
開
、
そ
し
て
『
百

五
十
年
史
』
の
編
纂
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
に
と
っ
て
『
百
五
十
年
史
』
と
い
う
の
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
い
か
に
事
を
進

め
れ
ば
良
い
の
か
、
ま
さ
に
手
探
り
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
必
ず
し
も
順
調
と
は
言
え
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
と
3
年
弱
で
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
『
百
五
十
年
史
』
を
刊
行
す

る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
講
習
会
を

開
い
て
お
り
ま
す
。
本
講
習
会
は
、
我
々
編
纂
室
の
ス
タ
ッ
フ
の
学
習
の
機
会
で
あ
る
と
と

も
に
、
関
係
者
の
方
々
と
の
情
報
交
換
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
初
代
の
室
長
の
時
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
国
士
舘
史
資
料
室
の
熊
本
好
宏
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、『
国
士
館
百
年
史
』

の
編
纂
に
ま
つ
わ
る
ご
苦
労
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
今
回
は
東
海
大
学
様
が
『
七
十
五
年

史
』
を
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
椿
田
様
を
お
招
き
し
、
私
ど
も
が
経
験
し
て
い
な
い
年

史
の
編
纂
、
編
集
に
つ
い
て
ご
苦
労
話
も
含
め
て
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
今
後
の
活
動
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

椿
田
様
の
ご
経
歴
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
に
静
岡
県
で
お
生

ま
れ
に
な
り
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
に
東
海
大
学
文
学
部
史
学
科
の
日
本
史
課
程

に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
度
に
同
文
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修

了
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
専
攻
は
日
本
近
世
史
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
後
、
各
地
の
自
治
体
史

の
編
纂
業
務
に
携
わ
り
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
に
東
海
大
学
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
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に
入
職
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。『
東
海
大
学
七
十
五
年
史
』

で
は
、
編
纂
の
中
心
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
た
と
承
っ
て
お
り
ま
す
。
椿
田

様
、
今
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
東
海

大
学
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の

椿
田
と
申
し
ま
す
。
ご
紹
介
に

も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は

も
と
も
と
日
本
史
を
勉
強
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
日
本
近
世
史

を
専
攻
し
、
江
戸
時
代
の
古
文

書
を
扱
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大

学
院
を
出
ま
し
て
か
ら
は
自
治
体
史
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
有
体
に

言
う
と
、
蔵
の
中
か
ら
古
文
書
を
探
し
出
し
、
そ
れ
を
整
理
し
編
纂
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
縁
が
あ
り
ま
し
て
現
在
の
職
に
就
い
て
お
り
ま
す
。

も
と
も
と
日
本
近
世
史
を
始
め
た
と
い
う
の
も
大
学
に
入
っ
た
四
月
に
、
い

き
な
り
勉
強
会
で
古
文
書
を
読
む
特
訓
を
受
け
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
調
査
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
契
機
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

か
た
ち
で
歴
史
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
今
は
大
学
史
に
関
わ
る
部
署
で
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に

私
ど
も
東
海
大
学
は
、
建
学
七
十
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
〇

一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
に
『
東
海
大
学
七
十
五
年
史
』（
以
下
、『
七
十
五

年
史
』）
の
図
録
を
、
翌
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
に
同
じ
く
通
史
篇
と

部
局
篇
を
刊
行
し
ま
し
た
。
今
日
は
「『
東
海
大
学
七
十
五
年
史
』
の
編
纂
を

終
え
て
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、『
七
十
五
年
史
』
刊
行
に
至
る
ま
で
の
過
程
を

中
心
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
本
学
の
簡
単
な
説
明
を
致
し
ま
す
。
建
学
七
十
五
周
年
と
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
厳
密
に
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
の
建
学
記
念
日
で
あ
る
十

一
月
一
日
が
そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
。
本
学
の
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
戦
時

下
の
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
十
二
月
に
法
人
認
可
と
な
り
、
そ
の
翌
年

に
、
静
岡
県
清
水
市
（
現
在
の
静
岡
市
清
水
区
）
に
開
校
さ
れ
た
航
空
科
学
専

門
学
校
が
本
学
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

本
学
の
『
七
十
五
年
史
』
に
至
る
ま
で
に
発
刊
し
た
成
果
は
五
点
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
点
目
が
『
回
顧
と
前
進　

東
海
大
学
建
学
の
記
』（
一
九
六
三
年
刊
）

で
、
創
立
二
十
周
年
の
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
次
に
『
前
進
す
る
東
海
大

学
』（
一
九
六
七
年
刊
）
が
二
十
五
周
年
を
、
そ
し
て
『
三
十
年
の
歩
み
』（
一

九
七
二
年
刊
）
が
三
十
周
年
を
記
念
し
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
三
十
年
の

歩
み
』
の
刊
行
時
に
資
料
室
が
で
き
ま
し
て
、
こ
れ
が
言
わ
ば
学
園
史
資
料
セ

ン
タ
ー
の
源
流
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
『
東
海
大
学
建
学
史
』（
一
九
八

二
年
刊
）
が
四
十
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
、
五
十
周
年
を
記
念
し
て
『
東
海

大
学
五
十
年
史
』（
通
史
篇
、
部
局
篇
、
図
録
）
が
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
五
本
の
年
史
が
あ
り
ま
す
が
、
資
料
に
基
づ
い
た
本
格
的
な
通

史
は
『
東
海
大
学
五
十
年
史
』
が
初
め
て
で
す
。
そ
れ
以
前
の
も
の
は
、
あ
る

意
味
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
、
読
み
物
的
な
も
の
で
あ
り
、
学
園
全
体
の
動
き
を
網
羅

し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
ご
覧
い
た
だ
く
と
分
か
る
の

で
す
が
、『
五
十
年
史
』
と
『
七
十
五
年
史
』
は
全
く
同
じ
装
丁
で
す
。『
七
十

五
年
史
』
は
『
五
十
年
史
』
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
と
な
っ
て
お
り
、
通
史
篇
と

部
局
篇
そ
し
て
図
録
篇
と
構
成
も
同
じ
で
す
。

私
が
所
属
す
る
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
四

月
に
学
校
法
人
直
属
機
関
と
し
て
代
々
木
校
舎
内
に
設
置
さ
れ
、
翌
年
、
神
奈

川
県
平
塚
市
に
あ
る
湘
南
校
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。
施
設
と
し
て
は
事
務
室
の

ほ
か
、
収
蔵
庫
、
整
理
さ
れ
た
資
料
を
収
め
た
保
管
庫
が
あ
り
ま
す
。
本
セ
ン

タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
は
、「
学
校
法
人
東
海
大
学
組
織
及
び
業
務
分
掌
規
程
」

に
「
法
人
年
鑑
、
年
史
の
編
纂
及
び
作
成
に
関
す
る
こ
と
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
、『
七
十
五
年
史
』
編
纂
事
業
の
組
織
体
制

続
い
て
『
七
十
五
年
史
』
編
纂
事
業
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。『
七
十
五
年
史
』
の
編
纂
体
制
が
実
際
に
動
き
出
し
た
の
は

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
で
す
。
同
年
一
月
六
日
に
学
校
法
人
東
海
大
学

建
学
75
周
年
記
念
事
業
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
が
親
会
に
な

り
記
念
事
業
の
全
体
を
統
括
す
る
と
と
も
に
、
二
つ
の
専
門
部
会
を
組
織
し
、

学
園
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
募
金
、
記
念
式
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
の
専
門
部
会
と
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
四
月
一
日
に
発
足

し
た
、
学
校
法
人
東
海
大
学
建
学
七
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
委
員
会
と
学
校

法
人
東
海
大
学
建
学
七
十
五
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
で
す
。
こ
の
う
ち
の
記

念
誌
編
纂
委
員
会
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
度
の

う
ち
に
記
念
誌
の
基
本
方
針
と
骨
子
の
策
定
が
行
わ
れ
、
実
際
に
編
集
作
業
を

担
当
す
る
学
校
法
人
東
海
大
学
建
学
七
十
五
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
の
設
置

が
決
ま
り
ま
し
た
。
記
念
誌
の
編
纂
委
員
会
が
あ
り
、
そ
の
下
に
編
集
委
員
会

と
い
う
構
図
で
す
。

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
五
月
の
記
念
誌
編
纂
委
員
会
で
は
、
学
園
史

資
料
セ
ン
タ
ー
が
記
念
誌
作
成
に
当
た
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
四
月
一
日
付
け
で
編
集
委
員
会
が
発
足

致
し
ま
し
た
。
学
内
の
教
員
を
中
心
に
し
た
編
集
委
員
会
が
発
足
し
、『
七
十

五
年
史
』
編
纂
の
実
質
的
な
作
業
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

続
い
て
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
六
月
十
日
、
親
会
で
あ
る
記
念
事
業

委
員
会
で
、
記
念
誌
の
名
称
が
『
東
海
大
学
七
十
五
年
史
』
と
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
編
集
委
員
会
の
名
称
も
東
海
大
学
七
十
五
年
史
編

集
委
員
会
と
正
式
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
前
は
建
学
七
十
五
年
記
念
誌
編
集

委
員
会
と
仮
称
で
し
た
。
こ
の
東
海
大
学
七
十
五
年
史
編
集
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
は
、
学
園
の
教
育
機
関
に
所
属
す
る
教
員
十
四
名
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
編
集
委
員
の
ほ
か
執
筆
委
員
と
い
う
の
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
話

は
後
ほ
ど
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
話
を
戻
し
て
、
編
集
委
員
十
四
名
に
は
、

前
回
の
『
五
十
年
史
』
の
編
集
委
員
で
あ
っ
た
二
名
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
前

回
の
年
史
を
経
験
さ
れ
た
先
生
が
お
二
人
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
編
纂
の
作
業

を
し
て
い
く
中
で
大
変
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
務
局
も
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
担
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
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お
、
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
常
勤
ス
タ
ッ
フ
五
名
、
非
常
勤
の
ア
ル
バ
イ

ト
八
名
の
現
在
十
三
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
総
括
者
と
し
て
、
私
が
主

任
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
六
月
に
第
一
回
編
集
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
編
集
委
員
の
方
々
、
そ
し
て
総
長
と
副
総
長
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
、
辞
令
の
交
付
を
正
式
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
総
長
か
ら
「
東
海
大
学

の
歴
史
は
〝
先
駆
け
の
歴
史
〟
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
記
念
誌
で
表
現
し
て
ほ

し
い
。
本
学
園
は
教
育
研
究
機
関
が
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
、
ま
た
日
本
全

国
か
ら
海
外
ま
で
、
縦
に
も
横
に
も
広
が
っ
た
大
き
な
組
織
、
膨
大
な
資
料
を

集
め
る
だ
け
で
も
大
変
な
作
業
に
な
る
と
思
う
が
努
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
副
総
長
か
ら
も
「
関
係
者
の
自

己
満
足
や
本
棚
の
肥
や
し
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
一
般
の
人
に
も
日
ご
ろ
手
に

取
っ
て
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
見
や
す
く
、
読
み
易
い
記
念
誌
で
あ
る
と

し
、
将
来
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
も
考
慮
し
な
が
ら
、
次
の
百
周
年
記
念
誌

の
編
纂
に
も
繋
が
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
「
次
の
百
周
年
記
念

誌
」
と
い
う
言
葉
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

編
集
委
員
会
の
開
催
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
研
究
会
も
開
催
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
具
体
的
な
内
容
は
、
①
『
東
海
大
学
五
十
年
史
』
等
学
園
関
連
書
籍

の
輪
読
、
②
各
執
筆
委
員
か
ら
の
研
究
報
告
、
進
捗
状
況
の
報
告
、
③
学
園
史

資
料
の
収
集
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
、
④
学
園
関
係
者
の
講
演
お
よ
び
研
修

（
学
園
教
育
機
関
の
視
察
等
）
の
四
点
で
す
。
こ
の
研
究
会
は
、
結
果
的
に
は

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
の
第
一
回
か
ら
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
の

刊
行
が
終
了
す
る
ま
で
通
算
三
十
三
回
開
か
れ
ま
し
た
。
年
に
五
、
六
回
、
二

カ
月
に
一
回
、
一
堂
に
会
し
て
委
員
会
を
開
い
て
お
り
ま
し
た
。

本
学
に
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
キ
ャ
ン
パ
ス
が
7
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
研
修
と
い
う
こ
と
で
現
地
に
赴
き
、
関
係
者
に
お
話
を
う
か
が
う
機
会

も
設
け
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
二
月
に
は
、
編

集
委
員
全
員
に
よ
る
熊
本
の
研
修
旅
行
（
一
泊
二
日
）
を
企
画
し
ま
し
た
。
熊

本
は
本
学
の
創
立
者
で
あ
る
松
前
重
義
生
誕
の
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
校
舎
も

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
創
立
者
の
息
吹
や
空
気
を
実
際
に
体
感

し
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
研
修
で
す
。
こ
の
と
き
は
松
前
重
義
記
念
館
に
て
、
生

誕
の
地
で
あ
る
嘉
島
町
の
町
長
（
付
属
高
校
出
身
）
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
二
カ
月
後
に
熊
本
地
震
が
起
き
ま
し
て
、
松
前
重
義
記

念
館
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
嘉
島
町
も
大
変
な
被
害
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
と
、
熊
本
訪
問
時
に
は
熊
本
大
学
の
五
高
記
念
館
も
視
察
し
ま
し
た
。

熊
本
大
学
工
学
部
の
前
身
校
が
本
学
創
立
者
の
出
身
校
だ
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
委
員
の
方
々
を
お
連
れ
し
て
ご
案
内
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
研
究
会
で
実
施
し
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
元
学
長
な
ど
学
内
で
要
職
を
務
め
た
方
々
を
招
い
て
、
講
演
会
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

先
ほ
ど
編
集
委
員
会
の
説
明
で
触
れ
た
執
筆
委
員
会
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お

き
ま
す
。
執
筆
委
員
は
厳
密
に
は
編
集
委
員
十
四
名
の
中
の
六
名
の
メ
ン
バ
ー

で
す
。
通
史
篇
の
原
稿
執
筆
に
向
け
て
、
執
筆
委
員
に
よ
る
意
見
交
換
の
場
を

設
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
執
筆
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
て
、
編
集
委
員
長
と
副

委
員
長
も
同
席
し
ま
し
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三
月
二
十
八
日
の

第
一
回
目
以
降
、
編
集
委
員
会
と
同
じ
よ
う
に
二
カ
月
に
一
回
、
交
互
に
開
催

し
ま
し
た
（
執
筆
委
員
会
は
結
局
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
か
ら
二
〇
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一
八
（
平
成
三
十
）
年
ま
で
通
算
二
十
八
回
開
催
）。
で
す
の
で
、
執
筆
委
員

の
方
に
は
ほ
ぼ
毎
月
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
執
筆
委
員

六
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
業
時
間
と
い
う
こ
と
で
原
則
と
し
て
週
に
一
、
二

限
の
一
コ
マ
（
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
ま
で
は
一
コ
マ
九
〇
分
間
、

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
か
ら
は
一
コ
マ
一
〇
〇
分
）
を
取
っ
て
い
た
だ

き
、
学
園
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
の
隣
の
編
纂
室
に
て
、
執
筆
作
業
や
資

料
調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

二
、
編
集
作
業
の
展
開

具
体
的
な
編
纂
作
業
に
お
い
て
、
ま
ず
大
事
な
こ
と
は
編
集
方
針
で
す
。

『
七
十
五
年
史
』
を
作
成
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
実
際
に
ど
ん

な
も
の
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
決
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
編
集
委
員
会
の
中
で
議
論
を
重
ね
ま
し
て
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年

六
月
十
日
、
大
き
く
三
つ
の
柱
で
定
め
た
『
七
十
五
年
史
』
の
編
集
方
針
が
記

念
誌
編
纂
委
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
本
目
の
柱
が
正
式
名
称
に
つ
い
て
で
す
。『
五
十
年
史
』
に
倣
う
と
い
う

こ
と
で
、
年
史
の
名
称
を
『
東
海
大
学
七
十
五
年
史
』
と
し
、
通
史
篇
と
部
局

篇
で
構
成
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

二
本
目
の
柱
が
編
纂
方
針
な
ら
び
に
執
筆
編
集
方
針
の
策
定
で
す
。
ま
ず
編

纂
方
針
案
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
七
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
①
『
五
十
年
史
』

の
内
容
を
再
検
証
し
な
が
ら
そ
の
後
の
二
十
五
年
を
中
心
に
執
筆
す
る
こ
と
、

②
図
録
と
通
史
篇
、
部
局
篇
の
三
冊
を
刊
行
す
る
こ
と
、
③
通
史
篇
は
五
〇
〇

ペ
ー
ジ
、
部
局
篇
は
八
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
図
録
は
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
程
度
と
し
、
構

成
は
建
学
か
ら
五
十
年
を
二
〇
％
、
そ
の
後
の
二
五
年
を
七
〇
％
、
未
来
へ
の

展
望
を
一
〇
％
と
す
る
こ
と
、
④
詳
細
年
表
や
学
部
学
科
の
変
遷
表
な
ど
の
資

料
集
も
別
途
作
成
す
る
こ
と
、
⑤
デ
ザ
イ
ン
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
読
み

や
す
く
す
る
こ
と
、
⑥
Ｉ
Ｔ
技
術
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

版
の
作
成
、
⑦
編
纂
資
料
を
未
来
へ
継
承
で
き
る
体
制
や
組
織
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
、
で
す
。

次
に
執
筆
編
集
の
方
針
案
で
す
が
、
通
史
篇
と
部
局
篇
そ
れ
ぞ
れ
別
に
作
成

し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
通
史
篇
の
執
筆
編
集
方
針
案
は
大
枠
と
し
て
は
『
五
十

年
史
』
の
編
集
方
針
案
を
継
承
し
つ
つ
、
以
下
の
四
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
①

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
先
駆
け
の
道
を
歩
ん
で
き
た
学
園
の
足
跡
を
た
ど

り
、
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
の
方
向
づ
け
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
、
②

『
五
十
年
史
』
を
再
確
認
し
、
そ
の
後
の
二
十
五
年
の
事
象
を
中
心
に
執
筆
、

③
学
生
・
生
徒
や
教
職
員
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な
叙
述
、
④
社
会
全
体
の
動
向

を
考
慮
し
つ
つ
、
資
料
記
録
を
駆
使
し
科
学
的
か
つ
体
系
的
に
執
筆
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

続
い
て
部
局
篇
の
編
集
方
針
は
以
下
の
六
点
で
す
。
①
部
局
ご
と
に
幹
事

（
担
当
者
）
を
選
出
、
②
『
五
十
年
史
』
部
局
篇
の
記
述
を
受
け
、
そ
の
後
の

二
十
五
年
を
中
心
に
叙
述
、
③
各
部
局
の
年
表
を
本
文
の
後
に
掲
載
、
④
事
務

局
が
作
成
す
る
下
原
稿
と
『
五
十
年
史
』
を
参
考
に
執
筆
す
る
、
⑤
合
併
・
改

編
さ
れ
た
部
局
は
現
部
局
が
執
筆
、
⑥
閉
鎖
さ
れ
た
部
局
は
事
務
局
が
執
筆
を

担
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
私
ど
も
が
部
局
と
呼
ん
で
い
る
の
は
学

部
学
科
、
付
置
研
究
所
、
付
属
諸
校
、
付
属
研
究
・
教
育
機
関
の
全
て
で
す
。

そ
し
て
、
編
集
委
員
長
の
橋
本
委
員
長
、
沓
澤
副
委
員
長
が
秋
学
期
に
各
部
局

に
直
接
説
明
す
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
方
針
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
本
目
の
柱
が
『
東
海
大
学
七
十
五
年
史
編
纂
だ
よ
り
』（
Ａ
4
、
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全
八
ペ
ー
ジ
、
五
、〇
〇
〇
部
）
の
刊
行
で
す
。
基
本
的
に
は
学
外
に
お
配
り

し
た
の
で
す
が
、
本
当
の
目
的
は
学
内
に
周
知
す
る
、
今
こ
う
い
う
編
纂
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
共
有
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
味
合
い
を
込
め

て
作
成
し
た
次
第
で
す
。
こ
の
『
編
纂
だ
よ
り
』
は
実
は
『
五
十
年
史
』
の
時

も
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
か
た
ち
で
す
。
最
終
的
に
第
六
号
ま
で

発
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
図
録
に
つ
い
て
で
す
。
二
〇
一
七

（
平
成
二
十
九
）
年
十
一
月
四
日
に
開
催
予
定
の
建
学
七
十
五
周
年
記
念
祝
賀

会
に
お
い
て
参
列
者
に
記
念
品
と
共
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
建
学
五
十
周
年
（
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
）
以
降
の
二
十
五
年
間

を
中
心
に
、
学
園
の
主
役
で
あ
る
「
学
生
、
生
徒
ら
の
生
き
生
き
と
し
た
顔
が

伝
わ
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、「
現
代
文
明
論
」「
海
外
研
修
航
海
」「
学

園
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
、
学
園
が
先
駆
け
て
展
開
し
て
き
た
特
徴
的
な

教
育
・
研
究
活
動
の
歴
史
に
つ
い
て
写
真
を
中
心
に
紹
介
し
よ
う
と
い
う
方
針

で
し
た
。

続
い
て
通
史
篇
で
す
が
、
文
字
通
り
通
史
で
す
の
で
学
園
の
創
立
者
で
あ
る

松
前
重
義
に
つ
い
て
記
す
序
章
を
含
め
て
、
学
園
の
建
学
か
ら
現
在
（
二
〇
一

七
（
平
成
二
十
九
）
年
十
一
月
四
日
）
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
、
全
体
の
流
れ

を
叙
述
す
る
と
い
う
方
針
で
す
。

部
局
篇
に
関
し
て
は
、
大
学
の
学
部
や
短
期
大
学
、
付
属
諸
学
校
な
ど
の
教

育
機
関
の
ほ
か
、
各
種
の
付
置
研
究
機
関
、
教
育
支
援
施
設
等
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
開
設
か
ら
現
在
（
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
十
月
三
十
一
日
）

ま
で
の
歴
史
を
記
し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

実
際
の
編
集
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、『
五
十
年
史
』
を
踏
襲
す
る
と
い
う
大

枠
は
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
実
際
に
作
業
を
進
め
て
い
く
時
に
事
務
局
で
ま
ず

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、『
五
十
年
史
』
の
時
の
資
料
を
洗
い
直
す
こ
と
で
し
た
。

『
五
十
年
史
』
の
編
纂
資
料
を
幸
い
残
し
て
い
た
の
で
す
。
資
料
提
供
依
頼
や

会
合
通
知
と
い
っ
た
各
部
署
へ
の
通
達
文
書
や
『
五
十
年
史
』
の
執
筆
方
針
な

ど
が
当
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
紐
解
き
、『
五
十

年
史
』
を
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
併
せ
て
、『
七
十
五
年
史
』
編
纂
の
た
め
の
資
料
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
法
人
本
部
（
理
事
長
室
、
初
等
中
等
教
育
部
、
広
報
課
ほ
か
）
や
大
学
運

営
本
部
（
学
長
室
、
高
等
教
育
室
ほ
か
）、
大
学
広
報
部
な
ど
の
部
署
に
編
集

委
員
長
名
の
文
書
を
通
じ
て
、
編
纂
事
業
へ
の
協
力
お
よ
び
資
料
提
供
を
依
頼

し
、
文
書
や
写
真
等
の
複
製
収
集
お
よ
び
一
部
リ
ス
ト
化
を
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
建
学
七
十
五
周
年
の
記
念
展
示
会
「
東
海
大
学
七
十
五
年　

写

真
か
ら
見
る
七
十
五
年
の
歩
み
」
を
当
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

建
学
七
十
五
周
年
記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
実
施
し
、
記
念
祝

賀
会
の
当
日
に
は
会
場
内
で
展
示
を
設
営
し
ま
し
た
。
展
示
内
容
は
『
図
録　

東
海
大
学
七
十
五
年
』
の
内
容
を
再
構
成
し
た
も
の
で
、
図
録
本
の
制
作
と
同

じ
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。

三
、『
東
海
大
学
七
十
五
年
史
』
の
刊
行

『
七
十
五
年
史
』
刊
行
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
図
録
に
つ
い
て
で
す
。
図
録
は
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
度
か
ら
事

務
局
で
構
成
案
を
作
成
し
、
編
集
委
員
会
で
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。
二
〇
一

六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
大
ま
か
な
体
裁
や
資
料
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。
判
型
は
Ａ
4
判
、
製
本
は
並
製
本
（
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
）
に
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決
定
、
同
年
五
月
に
台
割
り
を
作
成
、
ペ
ー
ジ
数
も
同
年
九
月
に
決
ま
り
ま
し

た
。『
五
十
年
史
』
の
時
に
も
図
録
を
作
っ
て
い
た
の
で
、
も
ち
ろ
ん
参
考
に

し
た
の
で
す
が
、
今
回
は
軽
量
で
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
ペ
ー
ジ
数
は
減
ら
し
、『
五
十
年
史
』
の
後
の
二
十
五
年
を
中
心
と
し
た

構
成
に
し
ま
し
た
。
付
録
と
し
て
東
海
大
学
の
源
流
に
関
す
る
総
長
の
講
話
を

冊
子
に
し
て
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
と
り
ま
し
た

本
学
の
吹
奏
楽
部
に
建
学
の
歌
、
校
歌
を
演
奏
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
音
源

と
し
た
Ｃ
Ｄ
も
付
け
ま
し
た
。
校
正
作
業
に
つ
い
て
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
十

九
）
年
一
月
に
テ
キ
ス
ト
原
稿
を
、
同
年
五
月
に
資
料
、
写
真
等
を
入
稿
し

て
、
校
正
を
三
校
ま
で
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
十
月
六
日
に
校
了
、

最
終
的
な
使
用
写
真
数
は
三
三
八
点
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
に
一
足

先
に
図
録
が
完
成
し
ま
し
た
（
製
本
版
四
、〇
〇
〇
部
、
デ
ジ
タ
ル
版
八
、〇
〇

〇
部
）。

次
に
通
史
篇
に
つ
い
て
で
す
。
ま
ず
構
成
と
章
立
て
、
執
筆
担
当
を
決
め
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
六
月
頃
か
ら

六
名
の
執
筆
委
員
の
担
当
割
り
を
始
め
ま
し
た
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）

年
七
月
に
通
史
篇
の
執
筆
要
綱
案
を
策
定
、
以
後
数
度
の
改
定
を
加
え
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
則
り
、
執
筆
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
二
〇
一
七
（
平
成
二
十

九
）
年
十
月
三
十
一
日
を
最
終
的
な
提
出
期
限
と
定
め
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一

年
前
に
は
原
稿
を
提
出
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
提
出
い
た
だ
い

た
原
稿
は
逐
次
事
務
局
で
内
容
や
表
記
統
一
を
確
認
し
、
二
〇
一
八
（
平
成
三

十
）
年
四
月
よ
り
整
っ
た
原
稿
か
ら
逐
次
入
稿
し
ま
し
た
。
同
年
八
月
、
全
て

の
原
稿
の
入
稿
が
終
わ
り
ま
し
た
。

校
正
に
つ
い
て
は
、
入
稿
前
は
事
務
局
員
と
と
も
に
各
編
集
委
員
に
も
校
閲

を
依
頼
し
ま
し
た
。
入
稿
後
の
ゲ
ラ
の
段
階
で
も
編
集
委
員
に
回
し
、
法
人
本

部
や
大
学
本
部
に
も
校
閲
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
事
務
局
が
そ
れ
ら
を
集
約
し

ま
し
た
が
、
製
本
と
さ
れ
る
前
に
原
稿
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
入
れ
た
次
第

で
す
。
こ
れ
は
部
局
篇
も
同
じ
で
す
。
校
正
は
三
校
ま
で
行
い
ま
し
て
、
二
〇

一
八
（
平
成
三
十
）
年
十
二
月
二
十
八
日
に
校
了
致
し
ま
し
た
。

最
後
に
部
局
篇
に
つ
い
て
で
す
。
部
局
篇
は
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年

度
か
ら
事
務
局
で
原
稿
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
、
編
集
委
員
会
の
場
で
書
式
や
記

述
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
併
せ
て
立
項
す
る
部
局
名
の
抽
出
作
業
と

割
り
当
て
ペ
ー
ジ
数
の
調
整
を
進
め
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
六
月
十

八
日
付
け
の
編
集
委
員
会
委
員
長
名
に
よ
る
文
書
で
、
各
部
局
に
幹
事
の
選
出

を
依
頼
し
ま
し
た
。
各
部
局
に
お
け
る
定
期
・
不
定
期
の
刊
行
物
の
有
無
と
提

供
も
求
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
幹
事
と
言
っ
て
も
、
特
に
辞
令
は
出
な
い

の
で
す
が
、
各
部
局
に
一
名
連
絡
担
当
を
設
置
す
る
よ
う
お
声
が
け
を
し
た
わ

け
で
す
。
教
職
員
誰
で
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
、
異
動
が
あ
っ
た
場

合
に
は
必
ず
後
任
を
決
め
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
も
し
ま
し
た
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
七
月
十
九
日
に
は
、
学
園
の
十
カ
所
を
テ
レ

ビ
会
議
で
繋
ぎ
ま
し
て
、
幹
事
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
い
て
部
局
篇
の
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。
幹
事
の
方
々
に
は
編
集
方
針
お
よ
び
部
局
篇
の
執
筆
要
綱
を

配
布
す
る
と
と
も
に
、
執
筆
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
一
堂
に
会
し
た
説
明
会
は
一
回
だ
け
で
し
た
が
、
十
カ
所
を
い
っ
ぺ

ん
に
繋
げ
た
と
い
う
の
は
滅
多
に
な
い
そ
う
で
、
施
設
担
当
の
方
も
大
変
ご
苦

労
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

部
局
篇
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
幹
事
の
方
に
執
筆
を
し
て
も
ら
う
予

定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
結
果
的
に
一
部
の
部
局
を
除
き
、
事
務
局
が
草
稿
を
作
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成
し
、
各
幹
事
に
校
閲
を
お
願
い
す
る
と
い
う
方
針
に
転
換
し
ま
し
た
。
あ
ら

か
じ
め
想
定
し
た
ペ
ー
ジ
数
の
枠
内
で
草
稿
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
か
な
り
の
時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
初
等
中
等
教
育
機
関
で
あ

る
付
属
高
校
以
下
の
付
属
諸
学
校
十
九
部
局
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
場
の
幹
事

の
方
に
一
か
ら
書
い
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
原
稿
の
内
容
の
統
一
性

を
調
整
す
る
た
め
、
付
属
自
由
ケ
丘
幼
稚
園
の
園
長
と
付
属
相
模
高
等
学
校
の

教
諭
・
教
頭
補
佐
の
二
名
の
方
を
新
た
に
編
集
委
員
に
任
命
し
、
校
正
作
業
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
四
月
一
日
時
点
の
組
織
体
制
を

基
準
と
し
て
立
項
す
る
部
局
を
確
定
し
ま
し
た
。
加
え
て
、『
五
十
年
史
』
刊

行
以
降
に
廃
止
も
し
く
は
閉
鎖
さ
れ
た
一
部
の
部
局
も
記
録
と
し
て
残
す
べ
き

と
判
断
し
、
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
調
整
を
経
て
、
最
終
的
に
八
十
八
部
局
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
実
は
こ
の
時
に
大
変
だ
っ
た
の
は
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
の
幹
部
説
明
会
の
時
と
、
編
集
が
進
む
二
〇
一
六
（
平
成
二
十

八
）
年
度
か
ら
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
に
か
け
ま
し
て
、
組
織
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
新
た
に
ま
た
幹
事
を
任
命
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
辺
の
連
絡
と
調
整
が
か
な
り
大
変
で
し
た
。
途
中
で
幹

事
が
知
ら
な
い
間
に
異
動
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
お
一
人
亡
く

な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
な
お
、
組
織
改
編
の
あ
っ
た
部
局
に
つ

い
て
は
、
適
宜
原
稿
の
リ
ラ
イ
ト
を
施
す
こ
と
で
対
処
し
ま
し
た
。

部
局
篇
で
は
記
述
内
容
の
年
代
的
下
限
を
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
十

月
三
十
一
日
に
設
定
し
ま
し
た
。
次
の
日
が
七
十
五
周
年
の
建
学
記
念
日
に
あ

た
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
内
容
の
記
述
を
幹
事
の
方
々
に
は
徹
底
し
ま

し
た
。
下
限
以
降
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
書
き
加
え
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
幹
事

の
方
も
い
た
の
で
す
が
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
、
記
述
の
下
限
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
二
月
九
日
以
降
、
逐
次
入
稿
し
ま
し
て
、
同
年

七
月
六
日
に
は
八
十
八
部
局
全
て
の
入
稿
が
完
了
致
し
ま
し
た
。
校
正
に
つ
い

て
で
す
が
、
入
稿
前
は
事
務
局
員
の
ほ
か
、
各
担
当
幹
事
に
メ
ー
ル
で
お
願
い

し
、
各
編
集
委
員
に
も
校
閲
を
依
頼
し
ま
し
た
。
入
稿
後
の
ゲ
ラ
は
、
通
史
篇

と
同
じ
各
編
集
委
員
お
よ
び
法
人
本
部
（
理
事
）、
大
学
運
営
本
部
な
ど
複
数

個
所
に
校
閲
を
お
願
い
し
て
、
そ
れ
を
事
務
局
が
集
約
し
ま
し
た
。
通
史
篇
も

そ
う
で
し
た
が
五
、
六
カ
所
に
ゲ
ラ
を
送
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
集
約
す
る
作

業
に
か
な
り
の
手
間
が
掛
か
り
ま
し
た
。
校
正
は
三
校
ま
で
行
い
ま
し
て
、
二

〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
九
月
十
二
日
の
出
張
校
正
を
も
っ
て
部
局
篇
は
校
了

と
な
り
ま
し
た
。

通
史
篇
、
部
局
篇
の
刊
行
後
、
編
集
委
員
会
が
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

て
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
十
二
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
三
回

目
の
編
集
委
員
会
を
も
っ
て
最
後
の
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
十
二
月
三

十
一
日
付
け
で
委
員
に
任
期
満
了
を
通
達
し
、
編
集
委
員
会
も
解
散
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
二
月
九
日
に
製
本
版
の
通
史
篇
、

部
局
篇
が
併
せ
て
納
品
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
二
月
二
十
六
日
に
は
全
て
の
配
布

予
定
先
へ
の
配
布
も
完
了
し
、
事
務
局
的
に
は
最
後
の
仕
事
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
奥
付
は
当
初
予
定
し
て
い
た
刊
行
日
で
あ
る
二
〇
一
八
（
平
成
三

十
）
年
十
一
月
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
年
が
明
け
て
か
ら
の
刊

行
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
仕
様
に
つ
い
て
で
す
。
通
史
篇
（
総
ペ
ー
ジ
数
一
、〇
〇
六
）、
部
局
篇
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（
総
ペ
ー
ジ
数
一
、三
五
四
）
は
各
六
五
〇
部
作
り
ま
し
て
、
学
園
内
外
の
各
機

関
、
公
共
の
図
書
館
や
文
書
館
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。
元
々
、
編
集
方
針
で

決
ま
っ
て
い
た
通
り
、
デ
ジ
タ
ル
版
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
も
作
り
ま
し
た
（
八
、〇
〇
〇

部
）。
電
子
ブ
ッ
ク
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
作
成
し
、
こ
れ
も
学
園
内
各
機
関
に
配

布
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

最
後
に
回
顧
と
展
望
と
い
う
こ
と
で
六
点
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
四
月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
で

す
。
阿
蘇
校
舎
に
通
う
三
名
の
学
生
が
就
寝
中
に
ア
パ
ー
ト
で
亡
く
な
り
、
阿

蘇
校
舎
自
体
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
と
て
も
教
育
活
動
が
で
き
な
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
編
集
期
間
中
の
出
来
事
で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
態
を

『
七
十
五
年
史
』
の
中
で
ど
う
書
く
の
か
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
現
地
で
は
復
興
の
動
き
も
進
み
、
そ
の
動
き
も
記
録
に
残
す
た

め
実
際
に
調
査
に
赴
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。『
七
十
五
年
史
』
は
や
は
り
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
な
歴
史
書
に
な
り
ま
す
の
で
、
被
害
の
状
況
や
復
興
を
か
な
り
慎

重
に
書
い
た
次
第
で
す
。
阿
蘇
校
舎
は
農
学
部
の
み
で
広
い
農
場
が
あ
り
、
地

元
住
民
と
非
常
に
強
い
繋
が
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
学
生
さ
ん
や
現
地
の

方
々
も
学
校
の
復
旧
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
学
園
の
方
針
や

国
・
県
の
考
え
方
も
絡
み
、
復
興
の
在
り
方
の
結
論
は
な
か
な
か
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
を
い
か
に
原
稿
に
反
映
さ
せ
る
か
を
、
編
集
委
員
会
で
は
か
な
り

検
討
し
た
次
第
で
す
。
こ
う
し
た
編
纂
期
間
中
に
起
き
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
か
つ

デ
リ
ケ
ー
ト
な
出
来
事
を
い
か
に
取
り
扱
う
か
は
大
き
な
問
題
で
す
。

二
点
目
は
移
転
作
業
に
つ
い
て
で
す
。
編
纂
期
間
中
、
学
園
史
資
料
セ
ン

タ
ー
が
三
回
移
転
し
ま
し
た
。
移
転
と
い
っ
て
も
事
務
局
だ
け
で
は
な
く
、
数

万
点
、
箱
数
に
し
た
ら
五
〜
六
、〇
〇
〇
箱
の
資
料
を
全
部
移
転
し
ま
し
た
。

移
転
の
影
響
は
、
資
料
の
出
納
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
に
現
れ
ま
し
た
。
移

転
に
よ
っ
て
、
一
旦
箱
に
入
れ
て
平
積
み
山
積
み
し
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う

時
に
資
料
が
す
ぐ
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
通
常
で
し
た
ら
十
分

く
ら
い
で
出
せ
る
も
の
が
、
一
日
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
偶
然
だ
っ

た
の
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
移
転
作
業
が
編
纂
期
間
中
に
三
度
も
起
こ
っ
た
の

で
本
当
に
大
変
で
し
た
。
せ
っ
か
く
整
理
し
て
、
こ
の
資
料
は
こ
こ
に
あ
る
よ

と
頭
に
マ
ッ
プ
が
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
三
回
の
移
転
に
よ
っ
て
訳
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
点
目
は
、
通
史
篇
と
部
局
篇
の
同
時
刊
行
に
つ
い
て
で
す
。
通
史
篇
と
部

局
篇
は
書
き
方
の
体
裁
が
違
っ
て
い
て
も
事
実
関
係
を
共
有
し
、
整
合
性
を
付

け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、
何
年
に
何
が
で
き
た
と
か
、
何
年
に
こ
う

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
を
、
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

実
際
に
は
両
方
の
作
業
の
進
行
が
合
わ
ず
、
事
務
局
の
中
で
も
意
見
調
整
が
で

き
な
か
っ
た
部
分
も
多
々
あ
り
、
整
合
作
業
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
果
的
に
は
完
成
し
ま
し
た
が
、
ミ
ス
が
出
て
し
ま
っ
た
の
も
事
実

で
す
。
刊
行
後
、
反
省
の
意
味
も
込
め
て
間
違
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、

付
箋
で
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
み
っ
と
も
な
い
の
で
す

が
、
こ
れ
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
、
今
度
の
百
年
史
の
時
に
困
る
わ
け
で
す
。

百
年
史
を
担
当
さ
れ
た
方
々
が
、
こ
れ
を
上
手
く
反
省
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

四
点
目
は
「
資
料
篇
」
の
役
割
と
意
義
で
す
。
年
史
編
纂
に
「
資
（
史
）
料

篇
」
を
盛
り
込
む
か
否
か
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
前
回
同
様
に
資
料
篇
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を
作
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
資
料
篇
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
収
載
す
る
た
め
の
資

料
の
選
別
精
査
、
読
み
込
み
と
い
っ
た
作
業
が
必
要
で
す
が
、
収
載
さ
れ
る
資

料
は
、
厳
選
さ
れ
た
良
質
か
つ
一
級
の
基
礎
資
料
に
な
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、

そ
う
し
た
資
料
を
読
み
込
ん
だ
過
程
で
醸
成
さ
れ
た
知
識
や
ス
キ
ル
が
、
通
史

篇
執
筆
の
役
に
立
つ
た
め
、
資
料
集
の
編
纂
を
通
史
篇
の
前
に
入
れ
る
必
要
性

に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
東
海

大
学
資
料
叢
書
と
い
う
か
た
ち
で
、
実
際
の
資
料
を
翻
刻
し
た
も
の
を
掲
載
し

て
お
り
、
直
近
で
第
七
輯
を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
後
に
通
史
篇
を
書
く

時
に
は
生
き
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

五
点
目
の
編
纂
終
了
後
の
後
始
末
で
す
。
年
史
刊
行
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
完
了
に

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
編
纂
過
程
で
発
生
し
た
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が

出
て
き
ま
し
た
。
収
集
し
た
資
料
や
写
真
は
も
ち
ろ
ん
、
草
稿
か
ら
ゲ
ラ
に
至

る
全
て
の
原
稿
類
、
委
員
会
開
催
に
関
わ
る
各
種
通
知
や
配
布
物
、
事
務
的
な

文
書
か
ら
メ
モ
書
き
に
至
る
ま
で
の
記
録
、
メ
ー
ル
等
の
日
々
の
業
務
記
録
や

取
材
し
た
時
の
写
真
記
録
な
ど
は
必
ず
整
理
を
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
そ
れ
ら
を
「
七
十
五
年
史
編
纂
資
料
」
の
括
り
で
、
通
常
の

資
料
整
理
作
業
と
同
様
に
資
料
番
号
を
付
け
、
目
録
化
し
て
お
く
こ
と
で
、
次

の
年
史
編
纂
事
業
に
継
承
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
百
年
史

の
た
め
に
も
、
七
十
五
年
史
で
集
め
た
資
料
も
全
部
取
っ
て
お
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
作
業
自
体
が
編
纂
事
業
の
総
括
に
な
り
ま
す
し
、
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
是
非
や
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

六
点
目
が
『
百
年
史
』
編
纂
へ
の
胎
動
で
す
。
本
学
園
は
二
〇
一
七
（
平
成

二
十
九
）
年
十
一
月
一
日
、
七
十
五
周
年
目
の
建
学
記
念
日
に
『
学
園
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
』
を
策
定
、
一
〇
〇
年
へ
向
け
た
指
針
と
し
て
、「
二
〇
一
七
年
、

学
校
法
人
東
海
大
学
は
建
学
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
、
日
本
で
、
世
界
で
、
先

駆
け
と
な
る
新
た
な
挑
戦
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
」
と
明
言
し
ま
し
た
。
七
十

五
年
の
歴
史
を
基
盤
と
し
て
二
〇
四
二
年
の
建
学
一
〇
〇
周
年
を
見
据
え
た
総

合
戦
略
が
立
て
ら
れ
、
来
る
べ
き
『
東
海
大
学
百
年
史
』
の
編
纂
の
た
め
の
体

制
と
基
盤
づ
く
り
が
資
料
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、『
七
十
五
年
史
』
の
間
違
い
を
真
摯
に
見
つ
め
直
す
こ
と
、
編
纂

業
務
で
集
め
た
資
料
の
整
理
保
管
、
目
録
化
を
編
纂
事
業
後
も
弛
ま
ず
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
学
園
内
に
あ
る
短
期
大
学
二
校
の
募
集
停
止
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
数
年
後
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
が
、『
百
年
史
』
に
は
こ
の

無
く
な
る
短
大
の
歴
史
を
含
め
た
、
資
料
整
理
を
こ
れ
か
ら
も
弛
ま
ず
続
け
て

い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
最
後
に
ぜ
ひ
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
央
学
院
大

学
教
授
の
白
水
智
さ
ん
の
著
書
『
古
文
書
は
い
か
に
歴
史
を
描
く
の
か
―

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
つ
な
ぐ
過
去
と
未
来
―
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一

五
年
刊
）
の
中
に
、「
史
料
整
理
は
雑
務
な
の
か
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
資

料
整
理
の
評
価
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
整
理
は
、
一
つ
一
つ
の
資
料
を
手
に
と
っ
て
目
録
を
作
っ
て
い
く
、
そ

れ
を
何
十
件
、
何
百
件
と
積
み
重
ね
て
い
く
地
味
な
作
業
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
作
業
を
研
究
者
自
体
が
雑
務
だ
と
思
っ
て
い
る
。
私
も
長
年
、
自
治
体

史
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
の
で
す
が
、
資
料
目

録
を
作
る
こ
と
を
適
度
に
評
価
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

点
二
点
の
面
白
い
資
料
に
注
目
し
て
、
ト
ピ
ッ
ク
で
ご
紹
介
す
る
の
も
も
ち
ろ
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ん
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
日
々
の
資
料
整
理
と
い
う
の
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
講
演
を
お
引
き
受
け
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
の
編
纂
室
に

二
度
お
訪
ね
し
た
の
で
す
が
、
本
当
に
資
料
整
理
を
ひ
た
む
き
に
や
っ
て
い
る

な
と
い
う
空
気
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
顧
み
ら
れ
な
い
作
業
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
良
い
資
料
も
見
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
っ
た
作
業
を
地
道
に
重
ね
る
こ
と
で
、『
立
正
大
学
百
五
十
年
史
』
も

き
っ
と
良
い
成
果
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
年
史
を
作

る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
の

営
み
も
ぜ
ひ
視
野
に
入
れ
た
か
た
ち
で
、
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
資
料
整
理
を

重
要
視
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
駆
け
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
私
の
今
回
の
報
告
を
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会
：
椿
田
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
詳
し
い
内
容
で
、
写
真
も
多
用
し
て
い

た
だ
き
、
ま
る
で
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
編
纂
の
流
れ
を
理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
質
疑
応

答
の
お
時
間
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
質
問
の
お
あ
り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

質
問
者
：
立
正
大
学
の
石
山
（
秀
和
）
と
申
し
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
三
点
質
問
が
あ
り
ま
す
。
一
点
目
は
、
今
回
の
『
七
十
五
年
史
』
は
『
五
十
年
史
』
を

ふ
ま
え
て
、
そ
の
後
の
二
十
五
年
を
中
心
に
掲
載
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
の
前

の
五
十
年
分
は
丸
々
リ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
二
点
目
は
、
椿
田
さ
ん
を
含
め
て

五
名
の
編
纂
員
が
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
根
拠
は
何
で
し
ょ
う
か
。
三
点
目
は
執
筆

委
員
に
つ
い
て
で
す
。
執
筆
委
員
に
は
日
本
史
を
専
門
と
し
な
い
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
や
っ
て
人
選
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

椿
田
：
一
点
目
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、『
七
十
五
年
史
』
を
作
る
時
に
、『
五
十
年
史
』
が

あ
る
の
だ
か
ら
二
十
五
年
だ
け
書
け
ば
良
い
と
い
う
意
見
も
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
終
的
に
は
や
は
り
全
部
の
時
代
を
含
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。『
五
十
年
史
』
の

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
間
違
い
も
多
く
、
典
拠
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
場
合
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
編
集
委
員
会
を
重
ね
て
い
く
中
で
、『
五
十
年
史
』
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
そ
の
前
の
五
十
年
も
書
き
換
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
確
か
に
こ
こ
二
十
五
年
の

記
述
が
多
め
で
す
が
、
七
十
五
年
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。二

点
目
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
で
す
が
、
そ
も
そ
も
編
纂
を
機
に
雇
用
さ
れ
た
訳
で
は
な

く
、
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
に
私
が
入
職
し
た
時
に
は
、
五
名
と
い
う
陣
容
に
な
っ
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
の
ス
タ
ッ
フ
五
名
は
全
員
、
本
学
の
卒
業
生
で
す
。
私
の
専

攻
は
日
本
史
で
す
が
、
日
本
史
の
ス
タ
ッ
フ
が
三
名
、
残
り
二
名
は
広
報
学
科
の
卒
業
生
で

す
。三

点
目
の
執
筆
委
員
の
人
選
で
す
が
、
こ
れ
も
私
は
よ
く
分
か
ら
な
い
で
す
。
ご
覧
い
た

だ
い
た
執
筆
委
員
の
六
名
は
、
皆
さ
ん
若
く
、
四
十
代
が
中
心
で
す
。
創
立
者
を
知
ら
な
い

世
代
で
す
。
大
島
（
宏
）
先
生
と
い
う
方
は
立
教
学
院
で
大
学
史
に
携
わ
っ
た
経
験
を
お
持

ち
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
先
生
方
の
大
半
は
年
史
執
筆
が
初
め
て
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
私

個
人
の
憶
測
で
す
が
、
次
の
一
〇
〇
周
年
も
見
据
え
て
選
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
際
に
一
〇
〇
周
年
と
い
っ
て
も
、
編
纂
事
業
は
そ
の
十
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
動
き
出
す

わ
け
で
、
そ
の
頃
に
年
齢
的
に
在
籍
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
先
生
を
対
象
と
し
て
人
選
さ
れ
た
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の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
編
集
委
員
の
二
名
の
先

生
が
『
五
十
年
史
』
を
経
験
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
執
筆
や
編
纂
で
得
た
ス
キ
ル
が
、
今

回
の
編
集
委
員
会
で
も
有
意
義
に
働
い
た
わ
け
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
将
来
性
を
意
識
さ

れ
て
の
人
選
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

質
問
者
：
今
日
は
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
京
基
督
教
大
学
の
阿
部

（
伊
作
）
と
申
し
ま
す
。
質
問
が
二
つ
ほ
ど
あ
り
ま
し
て
、
一
つ
は
こ
の
年
史
を
出
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
の
資
料
収
集
で
何
か
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
学
校
法
人
東
海
大
学
の
文
書
規
程
の
管
理
に
つ
い
て
、
資
料
セ
ン

タ
ー
の
ほ
う
に
文
書
が
集
ま
っ
て
く
る
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
お
話

い
た
だ
け
る
分
で
結
構
で
す
の
で
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

椿
田
：
ま
ず
学
園
内
の
資
料
収
集
は
年
史
編
纂
の
時
が
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
通
常
な
ん

で
も
な
い
時
に
資
料
を
出
し
て
と
言
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
対
応
し
て
く
れ
な
い
で
す
が
、
年
史

編
纂
が
学
園
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
私
ど
も
に
と
っ
て
は
動
き
易
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
各
組
織
の
方
々
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
何
度
も
お
伺
い

を
し
て
、
今
回
の
編
纂
事
業
の
協
力
の
う
え
お
見
せ
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
が

大
変
で
し
た
。

ま
た
、
法
人
本
部
な
ど
に
資
料
を
見
た
い
と
お
願
い
し
た
時
に
借
り
出
し
が
で
き
な
い
の

で
、
現
地
で
確
認
、
写
真
撮
影
に
て
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
作
業
は
大
変
で

し
た
が
、
一
つ
一
つ
写
真
を
撮
り
、
つ
い
で
に
そ
の
リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
で
、
先
方
が
喜
ん

で
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
必
要
な
資
料
を
残
す
、
う
か
つ
に
捨
て
な
い
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
文
書
資
料
管
理
の
予
防
線
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。

二
つ
目
の
ご
質
問
は
学
内
の
資
料
を
規
程
に
基
づ
い
て
集
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
私
ど
も
の
資
料
セ
ン
タ
ー
の
規
程
で
は
、
法
人
の
資
料
を
集
め
て
良
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
規
程
に
あ
る
の
で
、
働
き
か
け
れ
ば
収
集
は
可
能
で
す
が
、
実
際
に
は
現
場
で
の

管
理
の
仕
方
と
私
ど
も
の
作
業
工
程
が
噛
み
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
と
し

て
は
規
程
を
盾
に
し
て
、
う
ち
に
は
こ
う
い
う
規
程
が
あ
っ
て
文
書
を
集
め
て
良
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

国
公
立
の
よ
う
に
公
文
書
の
リ
ス
ト
と
共
に
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
な

く
、
本
学
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
独
自
で
資
料
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
応
は
保
存
規
程
に

則
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
出
し
て
欲
し
い
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
部
分

は
あ
り
ま
す
。
も
ど
か
し
い
で
す
が
、
実
際
に
そ
の
規
程
通
り
に
則
っ
て
資
料
全
部
が
提
出

さ
れ
て
も
、
と
て
も
対
応
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
こ
に
は
ジ
レ
ン
マ
が
常
に
あ
り
ま

す
。

質
問
者
：
早
稲
田
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
北
浦
（
康
孝
）
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
が
『
百
年
史
』
を
念
頭
に
活
動
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
刊
行
後
に
誤
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
の
は
非

常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
年
史
の
中
心
は
『
五
十
年
史
』
の
後
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
設
置
基
準
大

綱
化
の
ち
ょ
う
ど
後
の
時
期
で
す
よ
ね
。
熊
本
の
阿
蘇
校
舎
の
被
災
の
話
も
そ
う
で
す
が
、

同
時
代
史
と
し
て
歴
史
的
評
価
が
定
ま
っ
て
い
な
い
難
し
さ
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
大
綱
化
以
降
で
大
学
の
諸
々
の
組
織
や
部
局
が
そ
れ
ま
で
の
何
倍
も
の
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
構
成
や
章
立
て
に
お
い
て
ご
苦
労
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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椿
田
：
確
か
に
仰
ら
れ
た
よ
う
に
、
中
心
に
な
る
べ
き
二
十
五
年
分
の
歴
史
の
中
で
ど
う
し

て
も
外
せ
な
い
ト
ピ
ッ
ク
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
む
し
ろ
こ
の
二
十
五
年
間
分
の
方

が
大
変
だ
ろ
う
と
い
う
話
は
常
々
し
て
お
り
ま
し
た
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
の
大
学
設

置
基
準
大
綱
化
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
で
も
も
ち
ろ
ん
検
討
し
、
特
に
自

己
点
検
や
第
三
者
評
価
を
ど
う
盛
り
込
む
か
と
い
っ
た
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
本
学
は
大
学
の
統
合
を
し
て
い
ま
す
。
九
州
東
海

大
学
と
北
海
道
東
海
大
学
を
東
海
大
学
一
つ
に
統
合
す
る
大
き
な
改
革
で
し
た
が
、
こ
れ
を

ど
う
記
録
と
し
て
残
す
の
か
、
検
討
し
ま
し
た
。
資
料
を
元
に
し
て
書
く
こ
と
を
大
原
則
に

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
公
式
見
解
と
し
て
大
学
が
出
し
て
い
る
報
告
書
な
ど
を
資
料
に
執

筆
し
ま
し
た
。
三
大
学
統
合
を
め
ぐ
っ
て
は
侃
々
諤
々
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
の
検
討
資
料

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
書
け
な
い
部
分
も
多
く
、
結
果
し
か
書
か
な
い
と
い
う
割
り

切
り
方
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
し
た
。
ま
た
、『
百
年
史
』
を
念
頭
に
置
く
の
で
、
内
容
と

し
て
十
分
か
に
つ
い
て
は
後
の
評
価
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
表
に
出
し
て
良
い
資
料

か
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
と
各
委
員
と
で
常
に
点
検
し
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
事
情
も
ふ
ま

え
つ
つ
、
妥
協
し
た
書
き
方
を
し
た
と
こ
ろ
も
正
直
あ
り
ま
し
た
。

章
立
て
も
い
く
つ
か
候
補
が
あ
り
ま
し
た
。
編
集
方
針
が
決
ま
っ
た
時
に
大
枠
の
章
立
て

を
作
り
ま
し
た
が
、
検
討
を
重
ね
る
ご
と
に
コ
ロ
コ
ロ
と
変
わ
り
、
最
終
的
に
は
今
の
か
た

ち
に
な
り
ま
し
た
。
執
筆
担
当
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
す
る
中

で
、
タ
イ
ト
ル
や
内
容
、
書
き
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
史
編
纂
と
い
う
作
業

の
性
格
上
致
し
か
た
な
い
こ
と
で
す
が
、
資
料
の
読
み
込
み
が
進
ん
で
く
る
と
、
こ
う
書
い

た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
の
も
当
然
出
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
委
員
会
で
調
整
す
る
の
が
大

変
で
し
た
。

司
会
：
質
問
も
尽
き
な
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
お
時
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後

に
椿
田
様
に
も
う
一
度
盛
大
な
拍
手
を
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
以
上
を
も
ち

ま
し
て
第
六
回
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
主
催
講
習
会
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第 6回立正大学史料編纂室主催講習会

令和元年 7月 5日

『東海大学七十五年史』の編纂を終えて

～編纂、刊行、そしてこれから～

学校法人東海大学学園史資料センター 椿田卓士

ⅠⅠ．．ははじじめめにに

・平成 30（2017）年 11月 1日の建学記念日…建学 75周年目

※昭和 17（1942）年 12 月 8 日、法人認可。翌年静岡県清水市（当時）に「航空科学専門学校」を開校

→東海大学の原点

・これまでの年史編纂

①『回顧と前進 東海大学建学の記』（1963年刊、創立 20周年）

②『前進する東海大学』（1967年刊、創立 25周年）

③『三十年の歩み』（1972年刊、創立 30周年）

※刊行後の 1973年に設置された「資料室」が当センターの前身

④『東海大学建学史』（1982年刊、創立 40周年）

⑤⑤『『東東海海大大学学五五十十年年史史』』（（通通史史篇篇、、部部局局篇篇、、図図録録））（（1993 年年刊刊、、創創立立 50 周周年年））

・学園史資料センターの概要

→平成 15（2003）年 4 月法人直轄機関として設置。建学から今日までの学園史資料の収集

・整理・公開に携わる。常勤スタッフ 5 名、非常勤アルバイト 8 名（2019 年度現在）。場

所は東海大学湘南校舎 5号館。

ⅡⅡ．．七七十十五五年年史史編編纂纂事事業業のの組組織織体体制制（【資料1参照】）

○○編編纂纂体体制制のの整整備備

平成 23（2011）年 1月 6日 「学校法人東海大学建学 75周年記念事業委員会」が発足。

平成 24（2012）年 4月 1日 「学校法人東海大学建学 75周年記念事業募金委員会」と

「学校法人東海大学建学 75 周年記念誌編纂委員会」が発足。
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平成 24（2012）年 5 月 記念誌編纂委員会において、記念誌作成を学園史資料センタ

ーが担うことが正式に決定。

平成 25（2013）年 4月 1日 編集委員会が正式に発足。

平成 26（2014）年 6 月 10 日 記念事業委員会において、記念誌の名称を『『東東海海大大学学七七十十五五

年年史史』』とすることが正式に決定。

○○編編集集委委員員会会

・「東海大学七十五年史編集委員会」…学園の教育機関に所属する教員 14 名で構成。ほかに

学園の教職員から選ばれた 5名が顧問として委員会の活動を支援した。

※編集委員 14名の内、2名は『東海大学五十年史』編纂時も編集委員。

平成 25（2013）年 6月 19日 第 1回編集委員会開催

→総長挨拶「東海大学の歴史は“先駆けの歴史”。その特徴を記念誌で表現してほしい。本

学園は教育・研究機関が幼稚園から大学院まで、また日本全国から海外まで、縦にも横に

も広がった大きな組織。膨大な資料を集めるだけでも大変な作業になると思うが、努力を

お願いしたい」（『東海大学七十五年史編纂だより』第 1号）

→副総長挨拶「関係者の自己満足や、本棚の肥やしで終わることなく、一般の人にも日ごろ

手にとって使ってもらえるような、見やすく、読みやすい記念誌であってほしい。将来の

デジタル技術の進歩も考慮しながら、次の 100 周年記念誌の編纂にもつながるものにして

ほしい」（『同前』同号）

・研究会…編集委員会とあわせて逐次開催。

①『東海大学五十年史』等、学園関連書籍の輪読

②各執筆委員からの研究報告、進捗状況の報告

③学園史資料の収集状況についての報告

④学園関係者の講演および研修（学園教育機関の視察等）

※編集委員会の開催数は、2013～ 2018年の間で通算 33回。

○○執執筆筆委委員員会会

平成 26（2014）年 3月 28日 第 1回執筆委員会開催

→編集委員の中から、「通史篇」の本文執筆を担当する 6 名の執筆委員を中心とする会合を

初めて開催（便宜上「執筆委員会」と呼称。編集委員長・同副委員長も出席）。

・委員会の開催… 2014 年度以降は原則、編集委員会を 2 カ月に 1 回、執筆委員会を 2 カ月

に 1回、交互に開催（執筆委員の 6名は毎月顔を合わせる）。

・作業時間…執筆委員は原則として週に 1時限を設定

※執筆委員会の開催数は、2013～ 2018年の間で通算 28回。

ⅢⅢ．．編編纂纂作作業業のの展展開開

○○『『東東海海大大学学七七十十五五年年史史』』編編集集方方針針のの策策定定

→平成 26（2014）年 6 月 10 日、記念誌編纂委員会において『東海大学七十五年史』の編集

方針が提示された（【資料 2参照】）。

1．記念誌＝年史の正式名称について

2．編纂方針ならびに編集・執筆方針の策定について

3.『東海大学七十五年史編纂だより』の刊行
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１１））図図録録

・平成 29（2017）年 11月 4日開催予定の建学 75周年記念式典において、参列者に記念品と

ともに配布する。

・建学 50 周年（1992 年）以降の 25 年間を中心に、学園の主役である「学生、生徒らの生

き生きとした顔が伝わる」ことをコンセプトとし、「現代文明論」「海外研修航海」「学園

オリンピック」といった学園が他に先駆けて展開してきた特徴的な教育・研究活動の歴史

を、写真を多用して紹介する。

２２））通通史史編編

・学園の創立者である松前重義について記す序章を含め、学園の建学から現在（2017 年 11
月 4日）までの歴史について、全体の流れを叙述する。

３３））部部局局編編

・大学の学部や短期大学部、付属諸学校などの教育機関の他、各種の付置研究機関や教育支

援施設等について、それぞれの開設から現在（2017 年 10 月 31 日）までの歴史を個別に

記す。

○○『『五五十十年年史史』』（（11999933年年刊刊行行））編編纂纂資資料料のの再再チチェェッックク

・前例として、『五十年史』の内容検証とともに、事務局（旧「50 年史編纂室」）資料や当

時の編集委員会資料・作業行程表・執筆要項といった過去の編纂関連資料を確認した。

○○七七十十五五年年史史編編纂纂ののたためめのの資資料料調調査査おおよよびび収収集集

・法人本部（理事長室、初等中等教育部、広報課他）、大学運営本部（学長室・高等教育室

他）、大学広報部など→編纂事業への協力および資料提供を依頼する文書を通じて、文書

や写真等の複製収集および一部リスト化を実施した。

○○周周年年事事業業にに関関わわるる展展示示業業務務

・建学 75 周年記念企画展として、「東海大学 75 年 写真から見る 75 年の歩み」を当センタ

ー主催にて開催（場所：東海大学湘南キャンパス 4号館 1階通路 2017年 10月 31日～ 11
月 3日）。

・同内容の展示を、建学 75周年記念祝賀会（場所：東海大学校友会館 2017年 11月 4日）

の会場においても開催。

※上記展示内容は、『図録 東海大学 75年』に収載した写真資料を再構成したもの。

ⅣⅣ．．『『東東海海大大学学七七十十五五年年史史』』のの刊刊行行

１１））『『図図録録 東東海海大大学学7755年年』』

・平成 27（2015）年度より事務局が構成案を作成。編集委員会の場で数度にわたり内容を

検討した。

・平成 28（2016）年度に入って、大まかな体裁や仕様について検討。判型は A4 判、製本は

並製本（ソフトカバー）に決定。同年 5月には台割りを作成、頁数決定は同年 9月。

・構成案については、事前に大学内の各部署にヒアリングを実施し、意見事項を調整した。

・平成 29（2017）年 1月、テキスト原稿を入稿。同年 5月に素材写真等を入稿。

・校正は三校まで実施。平成 29（2017）年 10 月 6 日校了。最終的な使用写真数は 338 点。

２２））『『通通史史篇篇』』

・構成および章立て案と執筆担当の策定（2013年 6月～）、執筆担当割の決定（2014年 6月）
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を経つつ、各執筆委員（6名）による原稿執筆が進められた。

・平成 27（2015）年 7月に通史篇の執筆要項案を策定、以後数度の改訂が加えられた。

・平成 29（2017）年 10 月 31 日を最終的な原稿提出期限とした。提出後は事務局にて内容

や表記統一等原稿確認を施し、平成 30（2018）年 4 月より整った原稿から逐次入稿。同

年 8月、すべての原稿入稿を完了した。

・校正は、入稿前は事務局員の他、各編集委員に校閲を依頼。入稿後のゲラは各編集委員お

よび法人本部（理事）・大学運営本部等複数箇所に校閲を依頼し、事務局がそれらを集約

した。

・校正は三校まで実施。平成 30（2018）年 12月 28日の出張校正をもって校了した。

３３））『『部部局局篇篇』』

・平成 26（2014）年度より事務局にて原稿サンプルを作成し、編集委員会の場で書式や記

述内容について検討。あわせて、立項する部局名の抽出作業と割当頁数の調整を進めた。

・平成 27（2015）年 6 月 18 日付の編集委員会委員長名による文書をもって、各部局に対し

て「幹事」（1 名）の選出を依頼。あわせて、各部局における定期・不定期の刊行物の有

無と提供を依頼した。

※「幹事」…編集作業の窓口的役割。各部局より教員・職員を問わず選出。選出は各部局に一任した。

編纂期間中に異動があった場合は後任者の選出を依頼。

・平成 27（2015）年 7 月 29 日、湘南の他札幌・高輪・代々木・伊勢原・清水・静岡・福岡

・熊本・阿蘇の各校舎 10 カ所をテレビ会議システムで繋ぎ、出席「幹事」を一堂に集め

て部局篇についての説明会を開催。編集方針および部局篇の執筆要項を配布した。

・原稿については、当初の予定を変更し、一部の部局（初等中等教育機関）を除いて、事務

局にてあらかじめ草稿を準備し、各幹事に配布して校閲を依頼する方向で進めた。

※初等中等教育機関である付属高校以下の付属諸学校（19 部局）の原稿は、草稿段階から各学校に執筆

・校正を依頼した。

※平成 28（2016）年 11 月 1 日付で、編集委員 2 名（付属自由ケ丘幼稚園園長、付属相模高等学校教諭

・教頭補佐）を新たに加えた。

・最終的には、平成 29（2017）年 4月 1日時点の部局を基準として、立項する部局を確定。

加えて、『五十年史』刊行以降廃止もしくは閉鎖された一部の部局も立項した（計 88部局）。

※平成 28（2016）年度・同 29（2017）年度にかけて組織変更のあった一部の部局については、適宜原稿

のリライトを施すことで対処した。

・記述内容の年代的下限は、最終的に平成 29（2017）年 10月 31日までとした。

・平成 30（2018）年 2 月 9 日に第一次入稿、同年 7 月 6 日に 88 部局すべての原稿を入稿。

・校正は、入稿前は事務局員の他、各担当幹事・各編集委員に校閲を依頼。入稿後のゲラは

各編集委員および法人本部（理事）・大学運営本部等複数箇所に校閲を依頼し、事務局が

それらを集約した。

・校正は三校まで実施。平成 30（2018）年 9月 12日の出張校正をもって校了した。

○○委委員員会会のの解解散散

・平成 30（2018）年 12 月 12 日の第 33 回編集委員会において、この会合をもって最終の委

員会とし、あわせて同年 12月 31日付で各委員の任期が満了することが報告された。

○○納納品品、、配配布布

・平成 31（2019）年 2月 9日、通史篇・部局篇納品（各 650部）。同年同月 26日、すべての
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配布予定先への配布終了。

○○最最終終仕仕様様

ⅤⅤ．．おおわわりりにに

○○回回顧顧とと展展望望

①熊本地震の発生（2016年4月）

平成 28（2016）年 4 月に発生した熊本地震により、阿蘇校舎の学生 3 名が亡くなった他、

同校舎も甚大な被害をうけた。

→発生間もない災害記録のため、『七十五年史』における取り扱い方を慎重に検討。

②移転作業

編纂期間中である平成 27（2015）年 10 月（同窓会館→ 5 号館）、平成 29（2017）年 7 月（5
号館→ G 棟）、平成 30（2018）年 3 月（G 棟→ 5 号館［現在地］）の三度にわたって当セン

ターの移転が実施された。

→同一キャンパス内とはいえ、保管資料を含めた全体移転であったため、移転前後は編纂作

業はもとより通常業務における資料の出納に著しい支障が生じた。

③『通史篇』と『部局篇』の同時刊行

両篇における事実関係等の記述内容は、整合性と統一性がとれていることが絶対条件。

→両篇の作業進捗行程のズレとあわせて、事務局担当者間における相互の連携および意見調

整の不徹底もあって、整合作業が不十分のまま刊行。結果的に事実の食い違いが多く確認

された。

④「資料編」の役割と意義

年史編纂において、いわゆる「資（史）料編」を盛り込むか否か。

→資料編の編纂においては、収載するための資料の選別精査、読み込みといった作業が必須。

『東海⼤学七⼗五年史』 2018年11⽉1⽇発⾏（2019年1⽉末完成）

通史篇
A5判

（函⼊り）
⼝絵カラー18⾴、本⽂モノクロ965⾴
（総⾴数1,006⾴＋折込3）

650部

部局篇
A5判

（函⼊り）
本⽂モノクロ1,335⾴（総⾴数1,354⾴＋
折込3）

650部

デジタル版 DVD-ROM

通史篇・部局篇を電⼦ブックとPDFの２
形式で収録。書籍版でモノクロだった写
真もカラー掲載。本⽂等から⽂字列検索
が可能。

500部 主に学園内各機関に配布。

『図録 東海⼤学75年』 2017年11⽉1⽇発⾏

図録 A4判 本⽂カラー75⾴（総⾴数78⾴＋折込2） 4,000部
記念祝賀会出席者に配布。学
園内外の各機関、公共図書館
等にも配布。

デジタル版 DVD-ROM

『図録 東海⼤学75年』と「東海⼤学建
学の思想とその源泉」を電⼦ブックと
PDFの2形式で収録。吹奏楽研究会の演
奏を収録したCDとの2枚組。

8,000部
建学75周年記念事業募⾦の寄
付者に配布。

２冊セットで学園内外の各機
関、公共の図書館や⽂書館等
に配布。
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収載される資料は、厳選された良質かつ一級の基礎資料である。その編纂過程で醸成され

た知識やスキルは、おのずから後の通史編執筆にも大きく反映されていく。

⑤⑤編編纂纂終終了了後後のの後後始始末末

年史は刊行すればそれで終わり、ではない。編纂過程で発生したあらゆるモノ（収集した写

真や資料はもちろんのこと、草稿からゲラに至るすべての原稿類、委員会開催に関わる各種

通知や配布物、事務的な文書からメモ書きに至るまでの記録、メール等日々の業務記録、写

真記録等…）を整理すること！

→それらも「七十五年史編纂資料」の括りで、通常の資料整理作業と同様に資料№を付し、

目録化しておくことで、次の年史編纂事業のために継承できるようにする。編纂事業を一

過性のものではなく、むしろ資料を遺す好機と捉えるべき。その作業自体が、編纂事業の

総括になると同時に、次代へ引き継ぐための資産となる筈。

⑥⑥「「110000年年史史」」編編纂纂へへのの胎胎動動

・「2017 年、学校法人東海大学は建学 100 周年に向けて、日本で、世界で、先駆けとなる新

たな挑戦へのスタートを切ります。」（『学園マスタープラン』2017.11.1）
→基盤となる資料を如何に集めて蓄積し、次代に継承していくかが、当センターにおける今

後の 25 年間の大きな課題。そのためのもっとも基礎的かつ必要な作業である「資料の目

録化」を、編纂終了後も弛まず継続していくことが重要である。

以 上
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【資料 1】『七十五年史』編纂体制（2014年）

※刊行終了時（2018年 11月 1日）の編集委員は 15名、顧問は 7名。
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【資料 2】『七十五年史』編集方針

〔編集方針〕

１．記念誌＝年史の正式名称について

編集委員会案：『東海大学七十五年史』通史編・部局編

理 由：『東海大学五十年史』に倣う

２．編纂方針ならびに編集・執筆方針の策定について

１）編纂方針案

１．『五十年史』の内容を再確認しながら、その後の25年を中心に執筆

２．図録（2017年11月1日刊）と通史編・部局編（2018年11月1日刊）の３冊刊行

３．通史編は500ページ、部局編は800ページ、図録は200ページ程度

※構成比率 ①建学～50年＝20％②その後の25年＝70％③未来への展望＝10％

４．詳細年表や学部学科の変遷表などの資料集は別途、順次刊行

５．通史編は全編カラーとし、デザイン、レイアウトを工夫し読みやすくする

６．IT技術やインターネットを活用したデジタル版も制作

７．編纂資料を未来へ継承できる体制や組織作りを推進

２）執筆・編集方針案

Ⅰ．通史編執筆・編集方針案

※『五十年史』の編集方針案を継承しつつ、新たに策定

一、建学の精神に基づき、先駆けの道を歩んできた学園の足跡をたどり、100周年に向けての方向

づけを確かなものとする

二、『五十年史』を再確認し、その後の25年の事象を中心に叙述

三、学生・生徒や教職員の顔が見えるような叙述

四、社会全体の動向を考慮しつつ、資料・記録を駆使し、科学的かつ体系的に叙述

Ⅱ．部局編執筆・編集方針案

１．各部局ごとに幹事＝執筆者を選出

２．『五十年史』部局編の記述を受け、その後の25年を中心に執筆

３．各部局の年表を本文の後に掲載

４．事務局が作成する下原稿と『五十年史』を参考に執筆する

５．合併、改編された部局は現部局が執筆

６．閉鎖された部局は事務局が執筆

※部局＝学部学科、付置研究所、付属諸校、付属研究・教育機関

※編集委員会の橋本委員長、沓澤副委員長が秋学期に各部局に直接説明する

３.『東海大学七十五年史編纂だより』の刊行

サイズ：A4 全８頁 部数：2000 配布先：学園内外の教育機関

（2014.6.10.「記念誌編纂委員会」配布資料より抜粋）





―25―

【
概
要
】

実
施
日
：
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
七
月
一
一
日

　
　
　
　
（
補
足
調
査
：
同
年
一
一
月
五
日
、
於
：
髙
村
名
誉
教
授
宅
）

場　

所
：
立
正
大
学
役
員
応
接
室

聞
き
手
・
編
集
：
本
岡
拓
哉
（
大
学
史
料
編
纂
課
）

【
髙
村
弘
毅
名
誉
教
授　

略
歴
】

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年　

青
森
県
五
戸
町
生
ま
れ

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年　

立
正
大
学
文
学
部
地
理
学
科
入
学

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年　

立
正
大
学
文
学
部
地
理
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修

士
課
程
入
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
正
大
学
文
学
部
地
理
学
科
副
手

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年　

�

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修

士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博

士
課
程
入
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

立
正
大
学
文
学
部
地
理
学
科
助
手
（
自
然
系
）

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年　

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
課
程
研
究
指
導
修
了
満
期
退
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

立
正
大
学
文
学
部
専
任
講
師
、
立
正
大
学
短
期

大
学
部
専
任
講
師

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年　

�

立
正
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授
（
自
然
系
）

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年　

立
正
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年　

立
正
大
学
文
学
部
教
授

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年　

立
正
大
学
学
生
部
長

髙
村
弘
毅
名
誉
教
授  

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
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一
九
八
九
（
平
成　

元
）
年　

立
正
大
学
文
学
部
長

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年　

立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
教
授

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年　

立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
学
部
長

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年　

第
二
九
・
三
〇
代
立
正
大
学
学
長

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年　

立
正
大
学
校
友
会
会
長

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年　

立
正
大
学
名
誉
教
授

現
在
に
至
る

立
正
大
学
へ
の
入
学

　
　

先
生
と
立
正
大
学
と
の
関
わ
り
合
い
は
も
う
六
〇
年
以
上
で
す
ね
。
二

〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
か
ら
二
期
六
年
に
わ
た
り
、
本
学
の
学
長
も
お
務

め
に
な
ら
れ
、
髙
村
先
生
の
ご
経
歴
と
立
正
大
学
の
歴
史
は
か
な
り
の
時
間

が
一
致
す
る
わ
け
で
す
ね
。
本
日
は
特
に
立
正
大
学
と
先
生
の
関
わ
り
、
海

外
調
査
に
つ
い
て
、
そ
し
て
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
行
わ
れ
た
、
立
正

大
学
と
中
国
の
新
疆
大
学
と
の
共
同
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏
査
隊
に
関
し
て
お
話

を
お
聞
き
か
せ
願
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
髙
村
先

生
が
立
正
大
学
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
立
正
大

学
文
学
部
地
理
学
科
へ
の
進
学
の
理
由
や
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

髙
村　
私
は
青
森
県
立
三
本
木
高
校
の
出
身
で
す
。
三
本
木
高
校
で
は
、
東
京

理
科
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
小
友
先
生
か
ら
生
物
と
地
学
を
教
わ
り
、
日
本
大
学

を
出
ら
れ
た
新
戸
部
芳
先
生
か
ら
地
理
を
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
両
先
生
の
教

え
方
が
本
当
に
良
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
と
、
地
理
の
授
業
で
は
、
当
時
、
社

会
的
に
も
有
名
な
田
中
啓
爾
先
生
の
教
科
書
を
使
っ
て
勉
強
し
て
お
り
、
そ
れ

を
私
は
非
常
に
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
地
理
の
成
績
が
か

な
り
良
か
っ
た
。
東
奥
日
報
社
主
催
で
高
等
学
校
対
象
の
一
斉
テ
ス
ト
を
年
に

二
回
ぐ
ら
い
や
っ
て
い
た
と
記
憶
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
上
位
の
成
績
で
し
た
。

良
い
成
績
を
と
れ
ば
名
前
が
廊
下
に
貼
ら
れ
る
ん
で
す
よ
。
あ
と
、『
傾
向
と

対
策
』
で
有
名
な
旺
文
社
主
催
の
一
斉
テ
ス
ト
で
も
二
～
三
番
目
ぐ
ら
い
の
成

績
の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
学
進
学
に
あ
た
り
、
田
中
啓
爾
先
生
か
ら
地
理
学
を
学
び
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
大
学
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
先
生
か
ら
選
ん
だ
の
で
す
。

当
時
、
そ
ん
な
受
験
生
は
ま
ず
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
に
立
正
大
学

は
当
時
か
ら
地
理
学
と
歴
史
学
に
お
い
て
、
東
京
教
育
大
学
（
現
在
の
筑
波
大

学
）
や
東
京
学
芸
大
学
、
広
島
大
学
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
有
名
だ
っ
た
わ
け
で

す
し
、
地
理
の
新
戸
部
先
生
も
「
あ
な
た
は
田
中
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
立
正

大
学
に
行
か
れ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
強
力
に
推
挙
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

あ
と
、
こ
れ
は
入
学
が
決
ま
っ
た
後
に
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

三
本
木
高
校
で
地
学
を
教
わ
っ
た
小
友
先
生
の
叔
父
に
あ
た
る
方
が
立
正
の
職

員
に
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
そ
の
後
、
庶
務
部
長
を
務
め
た
武
越
慈
寛
さ
ん
で

し
た
。
た
ま
た
ま
そ
う
い
う
人
間
関
係
も
あ
り
ま
し
た
。

　

武
越
さ
ん
は
当
時
、
古
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
旧
一
号
館
地
下
室

で
管
理
人
と
し
て
も
ご
家
族
と
一
緒
に
居
住
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
友
先
生
か

ら
「
立
正
に
私
の
叔
父
さ
ん
が
い
る
か
ら
挨
拶
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
四
月
の
入
学
後
す
ぐ
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
人

の
つ
な
が
り
っ
て
い
う
の
は
お
も
し
ろ
い
も
ん
で
ね
、
武
越
さ
ん
の
立
正
大
学
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の
学
生
時
代
の
後
輩
で
あ
っ
た
佐
々
木
さ
ん
と
い
う
方
が
明
電
舎
で
係
長
を

や
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
貧
乏
人
だ
っ
た
し
、
田
中
先
生
を
訪
ね
て
大
学
に

入
っ
た
変
わ
り
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
方
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

わ
け
で
す
。
そ
の
縁
が
あ
っ
て
、
私
は
入
学
後
、
昼
に
明
電
舎
の
仕
事
を
す
る

こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
立
正
大
学
に
地
理
学
科
は
夜
（
Ⅱ
部
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
一
、
二
年
生
（
一
九
五
六
、
五
七
年
度
）
は
夜
間
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
明
電
舎
は
大
学
に
近
い
大
崎
駅
前
、
今
の
高
層
ビ
ル
群
（T

hinkPark

）

に
あ
り
、
通
う
の
に
好
都
合
だ
っ
た
の
で
す
。
仕
事
は
主
に
巨
大
な
回
転
機

（
モ
ー
タ
ー
）
や
変
圧
器
の
錆
び
落
と
し
と
ペ
ン
キ
塗
り
で
し
た
。
体
中
錆
び

ま
み
れ
、
ペ
ン
キ
で
泥
ん
こ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
仕
事
終
わ
り
に
風
呂
に
入

る
ん
で
す
。
当
時
の
風
呂
も
ひ
ど
く
て
ね
。
電
気
風
呂
だ
っ
た
の
で
、
下
手
に

そ
ば
に
行
く
と
ピ
リ
ピ
リ
く
る
ん
で
す
。

　
　

先
生
の
最
初
の
職
歴
に
書
か
れ
て
い
る
明
電
舎
臨
時
社
員
の
時
の
お
話

で
す
ね
。

髙
村　
そ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
仕
事
は
朝
の
八
時
半
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
の

前
に
は
牛
乳
配
達
や
新
聞
配
達
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
た
。
そ
れ
が
終
わ
っ

た
ら
、
明
電
舎
で
働
き
、
夜
は
立
正
で
学
び
、
中
野
区
鷺
宮
一
ノ
一
の
下
宿
に

帰
る
と
き
は
も
う
真
夜
中
で
す
よ
。

　
　

ご
飯
を
食
べ
る
暇
も
な
い
で
す
ね
。

髙
村　
ご
飯
な
ん
て
の
ん
び
り
で
き
な
い
で
す
よ
。
ほ
と
ん
ど
自
炊
だ
し
ね
。

お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
き
て
、
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
私
生
活
は
そ
う
い
う
状
況

だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
お
金
が
な
い
か
ら
と
に
か
く
ア
ル
バ
イ
ト
を
一
生
懸
命

や
っ
て
、
結
局
六
〇
万
円
を
貯
め
ま
し
た
。
そ
の
お
金
の
お
か
げ
で
、
試
験
管

や
ph
を
測
定
す
る
た
め
の
比
色
管
な
ど
卒
業
研
究
の
た
め
の
機
材
も
購
入
で
き

ま
し
た
け
ど
ね
。
ま
た
、
そ
の
お
金
は
の
ち
の
大
学
の
負
債
期
に
銀
行
の
担
保

に
も
な
り
ま
し
た
。

　
　

そ
し
て
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
、
地
理
学
科
に
Ⅰ
部
が
増
設
さ
れ
、

髙
村
先
生
は
翌
年
、
三
年
時
に
Ⅰ
部
に
転
籍
さ
れ
、
夜
間
か
ら
昼
間
に
学
ば

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
田
中
啓
爾
先
生
を
は
じ
め
立
正
大
学
地
理
学
科
の
教
育

は
い
か
が
で
し
た
か
。

髙
村　
田
中
先
生
は
「
地
理
学
研
究
法
」
の
講
義
の
中
で
、『
地
理
学
の
本
質

と
原
理
』（
古
今
書
院
、
一
九
四
九
年
発
刊
）
や
『
塩
お
よ
び
魚
の
移
入
路
―
鉄

道
開
通
前
の
内
陸
交
通
―
』（
古
今
書
院
、
一
九
五
七
年
発
刊
）
な
ど
の
ご
著
書

を
踏
ま
え
て
、
授
業
を
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
、「
立
正
地
理
一
二
人
の

侍
」
と
呼
ば
れ
た
、
山
口
貞
雄
さ
ん
（
当
時
、
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
、
の
ち

同
教
授
）
や
稲
永
幸
男
さ
ん
（
当
時
、
日
本
電
信
電
話
公
社
経
営
調
査
室
、
の

ち
立
正
大
学
教
授
）、
服
部
銈
二
郎
さ
ん
（
当
時
、
都
立
高
校
教
師
、
の
ち
立

正
大
学
教
授
）
を
は
じ
め
旧
制
立
正
大
学
の
地
理
学
科
の
教
え
子
の
方
々
の
研

究
や
、
彼
ら
と
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
『
地
理
的
総
合
研
究
―
川
崎
市
と

東
京
江
東
地
区
―
』（
古
今
書
院
、
一
九
五
八
年
発
刊
）
の
内
容
も
よ
く
話
さ
れ
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て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
文
化
扇
状
地
に
関
し
て
、
そ
し
て
地
理
的
現
象

の
発
達
段
階
を
示
す
「
初
象
、
顕
象
、
残
象
」
と
い
っ
た
田
中
先
生
独
自
の
概

念
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
神
奈
川
県
西
部
の
秦
野
盆
地
（
タ
バ

コ
・
花
卉
栽
培
）
な
ど
、
巡
検
（
野
外
実
習
）
に
も
何
度
か
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
地
理
的
な
見
方
を
教
わ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
田
中
啓
爾
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
、
東
京
教
育
大
学
に
お
ら
れ

た
尾
留
川
正
平
先
生
や
青
野
壽
郎
先
生
、
石
川
（
三
野
）
与
吉
先
生
（
そ
れ
ぞ

れ
後
に
立
正
大
学
教
授
）、
気
候
学
の
関
口
武
先
生
な
ど
、
兼
任
教
授
と
し
て

講
義
に
来
ら
れ
て
い
た
先
生
方
か
ら
学
べ
た
こ
と
は
大
い
に
満
足
で
し
た
。
な

に
せ
東
京
教
育
大
学
の
学
生
と
同
じ
よ
う
に
教
わ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
こ

れ
は
Ⅱ
部
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

ち
な
み
に
Ⅰ
部
が
で
き
る
ま
で
は
地
理
学
科
に
研
究
室
と
い
う
の
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
本
格
的
に
で
き
る
の
は
、
一
九
五
五
（
昭
和

三
〇
）
年
に
開
設
さ
れ
た
修
士
課
程
が
本
格
的
に
動
き
出
し
て
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
当
時
、
田
中
先
生
、
山
口
鎌
次
先
生
、
冨
士
徳
治
郎
先
生
、
福
宿
光
一

先
生
、
そ
れ
か
ら
桝
田
一
二
先
生
や
大
村
肇
先
生
、
岡
本
兼
佳
先
生
、
そ
う
い

う
方
々
が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。
研
究
室
を
急
い
で
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鉄
筋

の
旧
一
号
館
三
階
の
二
つ
の
部
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
机
を
三
つ
横
に
並
べ
る
よ
う
に

し
て
、
そ
れ
を
先
生
方
が
共
有
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

　
　

髙
村
先
生
は
そ
の
後
、
大
学
院
に
進
学
す
る
わ
け
で
す
が
、
研
究
者
に

な
ろ
う
と
思
う
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
し
ょ
う
か
。

髙
村　
大
学
に
入
る
と
き
に
は
高
校
の
教
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
昼
に
地
理
学
科
が
開
か
れ
、
修
士
課
程
も
設
置
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

専
任
の
先
生
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、
新
し
い
先
生
が
来
ら
れ
、
研
究
に
熱
が

入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
中
、
修
士
課
程
、
そ
し
て
博
士
課
程
に
入
っ

た
わ
け
で
す
。
私
は
地
理
学
科
の
博
士
課
程
（
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
開

設
）
の
第
一
号
で
し
た
。

　

当
時
、
文
学
研
究
科
博
士
課
程
に
は
日
比
宣
正
さ
ん
（
元
仏
教
学
部
教
授
）

と
入
学
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
立
正
大
学
の
奨
学
金
を
二
人
で
も
ら
う
こ
と
な

り
ま
し
た
。
で
も
貧
乏
で
し
た
か
ら
ね
、
文
部
省
の
奨
学
金
や
県
の
奨
学
金
を

こ
と
あ
る
ご
と
に
申
請
し
た
し
、
と
に
か
く
取
得
可
能
な
助
成
金
は
全
部
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

研
究
の
ル
ー
ツ

　
　

さ
て
、
髙
村
先
生
の
ご
研
究
は
自
然
地
理
学
、
と
り
わ
け
地
下
水
学
、

写真1：秦野巡検での田中啓爾先生、左端帽
子着用が学部3年時の髙村名誉教授（1958年）

出典：高村弘毅『私の履歴書』2010 年
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水
文
学
が
専
門
で
あ
り
ま
す
が
、
田
中
啓
爾
先
生
を
師
事
す
る
中
、
ど
う
し

て
人
文
地
理
学
、
地
誌
学
の
研
究
に
行
か
れ
な
か
っ
た
か
が
気
に
な
り
ま

す
。

髙
村　
当
時
は
、
田
中
先
生
が
自
然
地
理
学
も
教
え
て
お
り
、
様
々
な
知
識
も

お
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
。
た
し
か
に
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
地

形
輪
廻
で
有
名
な
ア
メ
リ
カ
の
自
然
地
理
学
者
デ
ー
ビ
ス
（W

illiam
 M

orris 
D

avis

）
の
こ
と
も
よ
く
話
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
先
に
述
べ
た
「
初
象
、
顕

象
、
残
象
」
も
デ
ー
ビ
ス
を
踏
ま
え
て
の
概
念
で
す
し
ね
。

　

あ
と
、
高
校
生
の
と
き
か
ら
、
私
は
三
本
木
高
校
の
新
戸
部
先
生
の
研
究
を

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
新
戸
部
先
生
は
日
本
地
理
学
会
で
発
表
す
る
な
ど
、
研

究
に
お
い
て
も
精
力
的
な
先
生
だ
っ
た
の
で
す
。
新
戸
部
先
生
は
地
形
や
地
下

水
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
関
係
も
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

ち
な
み
に
私
の
学
部
の
卒
業
論
文
は
八
甲
田
山
の
湿
原
の
地
形
の
話
で
書
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
修
士
課
程
は
、
茨
城
の
鹿
島
半
島
の
砂
丘
地
形
の
飛
び
砂

を
研
究
し
ま
し
た
が
、
飛
び
砂
の
粒
の
大
き
さ
が
風
の
強
さ
に
よ
っ
て
制
約
さ

れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
始
め
た
の
が
土
壌
水
分
の
研
究
で
し
た
。
そ
し
て
、

ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
地
下
水
の
研
究
に
入
り
込

ん
で
い
っ
た
わ
け
で
す
。
医
者
が
細
胞
を
研
究
す
る
様
な
も
の
で
す
。

　

自
然
地
理
学
へ
の
関
心
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
学
部
・
大
学
院
時
代
の
指

導
教
員
で
あ
っ
た
恩
師
山
口
鎌
次
先
生
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
。
山
口
先
生
は

火
山
地
質
学
の
専
門
家
で
し
た
。
大
学
院
は
一
対
一
で
指
導
を
受
け
た
の
で
、

大
変
鍛
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ッ
ト
ン
（Charles A

ndrew
 Cotton

）

に
よ
るV

olcanoes : A
s Landscape Form

s

（W
iley, 

一
九
五
二
年
発
刊
）

を
二
人
で
輪
読
し
た
の
で
す
。
非
常
に
ま
じ
め
な
先
生
で
し
た
の
で
、
こ
ち
ら

も
休
め
ず
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
ノ
ー
ト

も
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
よ
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
先
生
は
調
査
で
国
内
外
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
出
か
け
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
い
だ
て
ん
』
の
主
人
公
、
金
栗

四
三
氏
と
東
京
高
等
師
範
学
校
に
て
競
争
し
た
と
言
わ
れ
る
田
中
啓
爾
先
生

と
同
じ
く
健
脚
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
昔
は
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

髙
村　
い
や
、
特
に
何
も
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昔
か
ら
山
登
り
が

好
き
で
し
た
。
学
生
の
時
に
は
、
友
達
と
二
人
で
、
二
尺
四
寸
の
ザ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
い
ろ
ん
な
山
を
回
り
ま
し
た
。
福
島
県
の
茶
臼
山
か
ら
入
っ
て
、
岩
手

県
の
八
幡
平
、
岩
木
山
、
ま
っ
す
ぐ
北
上
し
て
玉
川
温
泉
を
通
過
し
て
、
十
和

田
湖
に
出
て
八
甲
田
山
を
登
っ
て
、
連
絡
船
に
乗
っ
て
北
海
道
へ
渡
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
駒
ケ
岳
、
さ
ら
に
十
勝
の
方
へ
行
っ
て
、
大
雪
山
、
旭
岳
に
。

そ
し
て
、
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
、
帰
り
は
青
森
県
か
ら
日
本
海
側
の
鳥
海
山
を

登
っ
て
、
出
羽
三
山
を
回
り
、
そ
し
て
長
野
県
の
中
房
温
泉
で
東
京
か
ら
来
た

学
友
五
、
六
人
と
合
流
し
て
、
北
ア
ル
プ
ス
表
銀
座
を
縦
走
し
ま
し
た
。
一
カ

月
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
か
ね
。

　
　

そ
の
経
験
が
研
究
や
調
査
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

髙
村　
卒
業
論
文
の
時
も
一
カ
月
間
、
八
甲
田
山
に
籠
り
ま
し
た
。
テ
ン
ト
を
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買
う
こ
と
が
で
き
ず
、
兄
か
ら
タ
バ
コ
栽
培
の
た
め
の
細
長
い
温
床
ビ
ニ
ー
ル

を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
カ
ラ
マ
ツ
の
枝
に
か
け
て
、
そ
こ
に
一
カ
月
間
泊
ま
っ

て
調
査
し
、
八
甲
田
山
の
論
文
を
書
き
ま
し
た
。

　
　

映
画
『
八
甲
田
山
』（
新
田
次
郎
原
作
、
森
谷
司
郎
監
督
、
一
九
七
七
年

上
映
）
で
出
て
く
る
あ
の
極
寒
の
地
で
す
ね
。
そ
こ
で
一
カ
月
間
、
す
ご
く

な
い
で
す
か
。

髙
村　
た
し
か
伊
勢
湾
台
風
（
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
九
月
下
旬
）
の
あ

た
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
、
と
に
か
く
寒
く
て
ね
。
今
で
は
熊
で
大
騒
ぎ
し
て

い
る
け
ど
、
そ
れ
は
あ
ま
り
心
配
な
か
っ
た
で
す
ね
。
タ
ヌ
キ
に
は
遭
遇
し
た

け
れ
ど
。
と
に
か
く
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
火
山
斜
面
の
竹
や
ぶ
に
雪
が
積
も

り
、
頂
上
に
登
っ
て
い
く
の
は
本
当
に
大
変
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
住
ま
ば

日ひ
の
も
と本　

遊
ば
ば
十
和
田　

歩
き
ゃ
奥
入
瀬
三
里
半
」
で
有
名
な
詩
人
、
大
町
桂

月
の
墓
が
近
く
に
あ
る
蔦
温
泉
に
も
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
蔦
温
泉
っ
て
い
う

と
温
泉
に
泊
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
な
ん
て
こ
と
は
な
い
、
薪
を
積
ん
で

い
る
小
屋
を
借
り
ま
し
て
ね
、
そ
こ
に
寝
袋
を
用
意
し
て
一
カ
月
間
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
に
し
て
分
析
の
た
め
寝
泊
ま
り
を
し
ま
し
た
。
米
を
買
っ
て
、
途
中

ま
で
馬
で
運
ん
で
、
そ
こ
か
ら
歩
荷
で
頂
上
の
方
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
運
ん
で

い
っ
た
。
一
人
で
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
よ
く
行
っ
た
も
の
だ
と
今
で
は
考
え
ま
す

よ
。

　
　

先
生
の
野
外
調
査
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
の
で

す
ね
。

髙
村　
そ
う
で
す
ね
。 

学
部
生
で
の
こ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
ね
。

　
　

あ
と
、
髙
村
先
生
は
様
々
な
機
材
や
技
術
を
用
い
て
研
究
を
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
知
識
や
方
法
は
ど
こ
で
培
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

写真２：卒業研究における八甲田山での調査風景（1959年）
出典：髙村名誉教授所蔵写真
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髙
村　
そ
れ
は
や
は
り
明
電
舎
で
働
い
て
い
た
時
で
し
ょ
う
ね
。
特
に
水
銀
の

真
空
蒸
留
室
で
の
経
験
で
す
ね
。
そ
れ
と
明
電
舎
を
辞
め
た
後
に
、
現
在
の
東

急
本
社
（
渋
谷
区
南
平
台
町
）
の
場
所
に
あ
っ
た
小
さ
い
電
気
屋
さ
ん
で
も
ア

ル
バ
イ
ト
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
社
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
進
駐
軍
が
使
い
古

し
た
冷
蔵
庫
や
モ
ー
タ
ー
な
ど
を
解
体
し
、
組
み
直
し
て
販
売
し
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
素
人
だ
け
ど
自
分
で
学
ん
で
、
電
気
関
係
の
い
ろ
ん
な
知
識
や

技
術
が
身
に
付
い
た
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
が
学
生
時
代
に
は
立
正
の
地
理
学
教
室
で
自
然
地
理
学
を
や

る
人
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
機
材
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
測
量
に
つ
い
て
は
中
央
大
学
の
機
材
を
借
り
て
い
ま
し
た
し
、
東
京

教
育
大
学
に
お
ら
れ
た
石
川
与
吉
先
生
の
研
究
を
手
伝
っ
た
代
わ
り
に
、
砂
を

細
か
く
選
別
す
る
篩ふ
る
いや
磁
気
を
用
い
た
セ
パ
レ
ー
タ
ー
な
ど
機
材
を
借
り
て
研

究
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
私
が
助
手
に
な
っ
て
以
降
、
立
正
の
地
理

学
科
に
も
委
託
研
究
に
よ
り
少
し
ず
つ
機
材
が
揃
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
九
六

九
（
昭
和
四
四
）
年
に
は
文
部
省
の
助
成
に
て
ス
イ
ス
の
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
社
の
研
究

用
一
級
図
化
機
「
Ａ
－
7
オ
ー
ト
グ
ラ
フ
」
を
導
入
し
、
そ
の
後
、
学
部
生
用

に
「
Ｂ
－
8
型
二
級
図
化
機
」
も
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
機
材
を
通
し
て

五
〇
年
近
く
前
か
ら
産
学
官
連
携
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
経
験

が
そ
の
後
、
地
球
環
境
科
学
部
を
作
る
動
機
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

副
手
、
助
手
、
寮
監
時
代

　
　

と
こ
ろ
で
、
修
士
の
頃
に
は
副
手
、
そ
の
後
は
助
手
に
な
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

髙
村　
学
生
の
面
倒
を
見
る
の
が
一
番
で
、
あ
と
は
地
理
学
教
室
や
立
正
地
理

学
会
関
連
の
仕
事
で
す
。
冬
は
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
に
石
炭
を
入
れ
る
の
と
、
そ

こ
で
餅
を
焼
い
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
学

生
の
立
場
で
も
あ
り
ま
し
た
し
ね
。
あ
と
、
ド
ク
タ
ー
（
博
士
課
程
）
の
時
は

第
一
品
川
学
寮
の
寮
監
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
第
一
品
川
学
寮
の
先
代
の
寮
監

が
北
尾
義
昭
さ
ん
（
元
事
務
局
長
、
常
任
理
事
）
で
、
第
二
品
川
学
寮
の
寮
監

が
中
尾
堯
さ
ん
（
元
文
学
部
教
授
）、
そ
の
前
任
が
丸
子
亘
さ
ん
（
元
文
学
部

教
授
）
で
し
た
。

　
　

寮
監
の
お
仕
事
は
大
変
だ
っ
た
の
で
す
か
。

髙
村　
や
っ
ぱ
り
学
生
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
大
変
で
し
た
。
学
生
の
身
元
引
受

に
も
品
川
警
察
署
に
二
回
ほ
ど
行
き
ま
し
た
よ
。
ま
だ
若
か
っ
た
の
で
、
学
生

の
揺
ら
ぐ
気
持
ち
も
わ
か
っ
て
は
い
ま
し
た
。

　

今
考
え
て
み
る
と
、
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
を
あ
ん
な
寮
に
必

死
に
詰
め
込
む
の
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す
よ
。
品
川
学
寮
は
な
に
せ
旧
赤
線
地

帯
、
昔
の
「
茶
屋
遊
び
」
の
跡
だ
か
ら
。
部
屋
と
部
屋
の
間
に
は
障
子
一
枚
、

ふ
す
ま
一
つ
だ
か
ら
。
そ
こ
に
昔
の
女
の
人
た
ち
の
お
色
直
し
の
鏡
台
が
ま
だ

あ
っ
て
、
お
し
ろ
い
の
匂
い
も
ぷ
ん
ぷ
ん
し
て
い
た
。

　
　

名
残
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

髙
村　
も
う
、
色
や
匂
い
ま
で
あ
り
ま
し
た
よ
。
下
に
行
く
と
折
檻
部
屋
み
た

い
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
そ
こ
は
ね
、
片
方
が
海
蝕
崖
で
、
も
う
一
方
が
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江
戸
・
東
京
へ
と
至
る
東
海
道
沿
い
。
崖
の
方
は
ま
だ
埋
め
立
て
て
な
か
っ
た

で
す
か
ら
ね
。
北
品
川
の
道
路
か
ら
入
れ
ば
一
階
だ
け
ど
、
裏
の
崖
側
の
方
は

地
階
で
、
海
の
見
え
る
低
さ
だ
っ
た
。
そ
こ
に
ハ
シ
ゴ
で
入
る
よ
う
な
恰
好
に

な
っ
て
い
て
、
私
た
ち
寮
監
の
目
は
全
然
届
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
夜
中
に
寮

生
た
ち
は
よ
く
抜
け
出
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

　

寮
生
と
寮
監
の
関
係
に
つ
い
て
一
つ
逸
話
も
あ
り
ま
す
よ
。
と
あ
る
寮
の
寮

監
の
方
が
夜
遅
く
帰
寮
す
る
と
、
寮
長
に
鍵
を
か
け
ら
れ
て
、
中
に
入
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
戸
を
ド
ン
ド
ン
と
叩
い
て
も

誰
も
鍵
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
仕
様
が
な
い
か
ら
そ
の
方
、
誰
も
見
て
な
い
だ

ろ
う
と
、
食
堂
の
近
く
に
あ
る
電
柱
を
コ
ア
ラ
の
よ
う
に
登
っ
て
窓
か
ら
部
屋

に
入
ろ
う
と
し
た
そ
う
な
。
す
る
と
、
後
ろ
か
ら
足
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
く
者
が

い
る
。「
お
前
は
何
や
っ
て
い
る
の
だ
」
と
。「
私
は
こ
こ
の
寮
監
で
す
」
と
返

す
と
、「
寮
監
が
な
ん
で
こ
ん
な
電
柱
に
登
っ
て
い
る
の
だ
」
と
。
そ
し
て

「
寮
監
だ
っ
た
ら
寮
生
は
み
ん
な
あ
ん
た
を
知
っ
て
い
る
っ
て
い
う
こ
と
な

の
？
」
と
警
官
が
言
う

か
ら
、「
も
ち
ろ
ん
」

と
彼
が
威
張
っ
て
言
っ

た
の
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

そ
し
た
ら
寮
長
を
呼
ん

で
、
警
官
が
「
こ
の
人

は
今
電
柱
を
登
っ
て
い

た
ん
だ
が
、
あ
ん
た
た

ち
の
寮
監
か
」
と
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
寮
長
は

「
私
は
知
り
ま
せ
ん
」

と
、
他
の
寮
生
も
「
知

ら
な
い
ね
」
と
答
え
た

ら
し
い
。
ま
さ
に
夏
目

漱
石
の『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

写真４：第一品川学寮同窓会「八ツ山会」からの感謝状
（髙村名誉教授所蔵）

写真３：第一品川学寮の寮生たち　2列目中央が髙村名誉教授（1961年）
出典：高村弘毅『私の履歴書』2010年
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に
出
て
く
る
バ
ッ
タ
の
話
で
す
ね
。
今
で
は
も
う
笑
い
話
で
す
よ
。

　

ち
な
み
に
元
寮
生
た
ち
と
は
今
で
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
八
ツ
山
会
と
い
う

第
一
品
川
学
寮
の
同
窓
会
が
あ
り
、
卒
業
後
は
高
校
や
中
学
校
の
校
長
、
郵
便

局
の
局
長
な
ど
を
務
め
た
元
寮
生
た
ち
が
集
ま
り
、
私
も
よ
く
参
加
し
ま
す
。

東
海
道
が
五
反
田
方
面
と
北
品
川
方
面
に
分
か
れ
る
場
所
に
八
ツ
山
と
い
う
橋

が
あ
る
の
で
す
が
、
会
の
名
称
は
そ
こ
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
『
や

つ
や
ま
』
と
い
う
会
誌
も
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
寮
生
と
の
関
係
は
い
ま
も
生

き
て
い
る
の
で
す
。

海
外
で
の
共
同
調
査

　
　

続
い
て
、
海
外
調
査
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
て

の
海
外
調
査
は
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
、
久
保
常
晴
文
学
部
教
授
を
団

長
と
す
る
ネ
パ
ー
ル
の
テ
ィ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
遺
跡
の
共
同
発
掘
調
査
で
す
ね
。

髙
村　
そ
う
で
す
。
初
め
て
行
っ
た
と
き
、
カ
ル
カ
ッ
タ
（
現
在
、
コ
ル
カ
タ
）

に
先
遣
隊
が
迎
え
に
来
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
い
い
と
言
わ
れ
て
意
気
揚
々
と

出
発
し
ま
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
で
行
っ
た
ん
で
す
。
若
い
数
名
の
考
古
学
の

大
学
院
生
を
連
れ
て
ね
。
そ
し
た
ら
誰
も
来
て
な
い
の
で
す
。
こ
の
と
き
に
は

も
う
困
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
世
に
も
名
高
い
カ
ル
カ
ッ
タ
、
そ
こ
に
何
も
知

ら
な
い
男
が
ポ
ツ
ン
と
、
い
や
ぁ
、
本
当
に
死
ぬ
思
い
を
し
た
ね
。
こ
こ
か
ら

ジ
ー
プ
や
調
査
機
材
・
食
料
な
ど
を
陸
揚
げ
す
る
際
の
関
税
処
理
の
大
仕
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

前
年
に
専
任
講
師
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
で
す
ね
。

髙
村　
は
い
。
予
定
し
て
い
た
先
生
が
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
果
的
に
私
が

年
上
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
税
関
と
す
っ
た
も
ん
だ
、

か
な
り
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
も
う
や
り
合
っ
て
い
る
な
か
で

写
真
を
撮
っ
た
撮
ら
な
い
と
な
り
、
私
は
全
部
フ
ィ
ル
ム
を
捨
て
、
向
こ
う
も

び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
て
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
。
そ
れ
で
、
よ
う
や
く

一
ヶ
月
ほ
ど
か
か
っ
て
、
真
夜
中
に
ネ
パ
ー
ル
領
事
館
を
脱
出
で
き
ま
し
た
。

当
時
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
紛
争
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
先
生
は
な
ぜ
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
の
で
す
か
。

髙
村　
先
に
仏
教
学
部
の
先
生
が
メ
イ
ン
で
始
め
、
そ
れ
か
ら
考
古
学
が
入
り
、

そ
し
て
地
理
も
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
人
文
地
理
学
の
大
村
肇
先
生
と
私
が
メ

ン
バ
ー
に
入
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
地
理
学
科
の
青
野
寿
郎
先
生
は
猛
反
発
で

し
ね
。「
あ
な
た
た
ち
は
小
間
使
い
に
さ
れ
る
だ
け
で
、
研
究
に
は
な
ら
な
い

よ
」
と
、
当
時
言
っ
て
い
た
。
で
も
、
私
は
、
史
学
科
の
坂
誥
さ
ん
（
坂
誥
秀

一
元
文
学
部
教
授
、
第
二
七
代
学
長
）
と
付
き
合
い
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
副
団

長
と
し
て
現
地
調
査
を
主
導
さ
れ
て
い
た
中
村
瑞
隆
先
生
（
元
仏
教
学
部
教

授
、
第
二
二
代
学
長
）
と
は
同
郷
の
よ
し
み
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
高
校
時
代
に

も
共
同
調
査
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
行
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

語
学
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
す
か
。

髙
村　
渡
航
に
あ
た
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
な
り
の
勉
強
は
し
ま
し
た
か
ら
ね
。

だ
け
ど
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
い
る
人
々
の
英
語
は
独
特
で
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
。
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税
関
で
は
、
お
金
は
い
く
ら
だ
と
か
、
こ
の
物
品
は
ど
う
だ
こ
う
だ
と
説
明
し

た
り
し
て
大
変
で
し
た
。
お
金
は
大
村
先
生
が
持
っ
て
行
く
と
聞
い
て
い
た
の

だ
け
ど
、
な
か
な
か
来
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
よ
う
や
く
来
ら
れ
る
と
い

う
の
で
待
っ
て
い
た
ら
、
大
村
先
生
、
イ
ン
ド
で
車
の
免
許
を
と
っ
て
い
た
ら

し
い
。
大
村
先
生
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
大
物
な
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
で
、
陸
揚
げ

の
際
、
最
初
に
サ
イ
ン
し
た
の
は
小
生
だ
っ
た
の
で
、
結
局
、
イ
ン
ド
か
ら
ネ

パ
ー
ル
に
入
る
ま
で
の
全
行
程
、
運
送
隊
長
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

こ
の
発
掘
調
査
は
、
釈
尊
が
出
家
す
る
ま
で

の
青
年
期
を
過
ご
し
た
カ
ピ
ラ
城
の
位
置
特
定
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
こ
の
初
め
て
の
海
外
共
同
調
査
に
お
い
て
、

髙
村
先
生
ご
自
身
の
成
果
は
何
だ
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

髙
村　

そ
れ
は
測
量
で
す
ね
。
実
際
に
測
量
し
て
、

製
図
を
し
て
、
大
学
に
提
供
し
ま
し
た
。
次
に
参
加

し
た
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
一
一
月
か
ら
三
カ

月
に
わ
た
る
第
三
次
調
査
で
も
や
は
り
測
量
を
実
施

し
ま
し
た
。
測
量
の
杭
は
シ
ロ
ア
リ
に
弱
い
の
で
、

こ
こ
で
の
測
量
に
は
特
殊
な
樹
心
の
あ
る
杭
、
四
角

の
杭
を
作
り
ま
し
た
。
け
っ
こ
う
高
額
だ
っ
た
の
で

す
が
、
当
時
、
地
理
学
の
院
生
だ
っ
た
寺
田
稔
さ
ん

（
元
北
海
学
園
大
学
教
授
）
と
あ
の
灼
熱
の
太
陽
光

で
測
量
し
て
、
ト
ラ
バ
ー
を
組
ん
で
、
き
れ
い
に
製
図
し
、
地
図
を
作
成
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
す
ご
い
成
果
だ
と
思
う
。
こ
の
地
図
を
そ
の
後
も
各
所
で
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
経
験
は
先
生
の
海
外
研
究
の
ル
ー
ツ
で
す
ね
。

髙
村　
研
究
者
と
し
て
も
、
個
人
と
し
て
も
、
大
き
な
困
難
を
ク
リ
ア
し
た
と

い
う
の
は
い
い
経
験
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
余
談
で
す
が
、
中
村
瑞
隆
先
生
の
命

写真５：第一次ティラウラコット遺跡調査での測量風景（1967年）
出典：髙村名誉教授所蔵写真

写真６：第三次ティラウラコット遺跡調査（1971～72年）調査、
中村瑞隆元学長と　出典：髙村名誉教授所蔵写真
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図１：ティラウラコット遺跡実測図
出典：立正大学『ネパール王国チラウラコット遺跡―第一次調査の記録―《1967・10～68・2》』1968年
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を
受
け
て
、
ネ
パ
ー
ル
国
と
の
調
印
の
サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
に
、
山
中
湖
畔
の

東
洋
経
済
新
報
社
の
別
荘
で
療
養
中
の
石
橋
湛
山
学
長
に
会
い
に
行
き
ま
し

た
。
そ
れ
も
い
い
経
験
で
す
。

　
　

そ
の
後
、
先
生
は
個
人
と
し
て
も
様
々
な
海
外
調
査
を
進
め
て
い
く
わ

け
で
す
ね
。
海
外
調
査
に
お
い
て
初
め
て
ご
自
身
で
計
画
し
た
の
は
ど
こ
で

し
ょ
う
か
。

髙
村　
ア
フ
リ
カ
か
な
。一
九
七
八（
昭
和
五
三
）年
、サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
オ
ラ

ン
ダ
のInternationl Institute for A

erial Survey and Earth Sciences

に
い
る
と
き
に
、
日
揮
（
現
在
の
日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）
の
長

谷
川
氏
か
ら
「
天
然
ガ
ス
開
発
前
に
水
が
必
要
だ
か
ら
調
査
に
来
て
く
れ
」
と

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
事
業
団
）
名
の
電
報
が
入
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
一
カ
月
く
ら
い
い
た
の
か
な
。
サ
ハ
ラ
沙
漠
の
ど
真
ん
中
で

調
査
を
し
て
、
水
の
方
は
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
大
規
模
な
プ
ラ
ン
ト
が
着
工

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
約
三
、〇
〇
〇
億
円
の
仕
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
の
後
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
に
は
韓
国
に
調
査
に
行
か
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
世
界
銀
行
と
韓
国
政
府
の
お
仕
事
だ
そ
う
で
す
ね
。

髙
村　
韓
国
政
府
が
ソ
ウ
ル
首
都
圏
の
人
口
の
拡
大
に
対
応
す
る
水
資
源
を
確

保
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
世
界
銀
行
に
援
助
金
を
申
請
し
た
の
で
し
ょ
う

ね
。
そ
し
て
、
世
界
銀
行
の
投
資
で
も
っ
て
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
日
本
テ
ク
ノ
株
式
会
社
の
調
査
に
参
加

し
ま
し
た
。
あ
と
韓
国
に
つ
い
て
は
、
地
理
学
科
の
高
野
史
男
先
生
の
科
研
費

で
、
澤
田
裕
之
さ
ん
（
元
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）、
大
塚
昌
利
さ
ん
（
元
地

球
環
境
科
学
部
教
授
）、
鈴
木
厚
志
さ
ん
（
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）
と
の
済

州
島
の
共
同
調
査
に
も
参
加
し
、
そ
の
成
果
は
高
野
史
男
編
著
『
韓
国
済
州

島
：
日
韓
を
む
す
ぶ
東
シ
ナ
海
の
要
石
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
六
年
）
と
し
て

も
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
八
〇
年
代
中
頃
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
連
で
ザ
ン
ビ
ア
や
カ
タ
ー
ル
に
も
調

査
隊
長
と
し
て
行
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
テ
レ
ビ
朝
日
が
資
金
を
出
し
て
く
れ

て
、
ザ
ン
ビ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
井
戸
を
掘
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
近
藤
晴

次
井
戸
技
士
や
諸
岡
青
人
記
録
映
画
監
督
ら
と
と
も
に
、
上
総
掘
り
井
戸
の
技

術
提
供
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

　
　

お
話
し
い
た
だ
い
た
ほ
か
に
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な
海
外
調
査

に
行
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど

こ
か
ら
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

髙
村　
科
研
費
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
外
部
資
金
に
つ
い
て
は
、
研
究
に
対
す
る

期
待
や
評
価
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
科
学
研
究
費
の
報

告
書
や
日
本
地
理
学
会
、
日
本
地
下
水
学
会
な
ど
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
メ
ル

ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｈ
（
国
際
水
文
地
質
学
会
）
の
国
際
会
議
の
招
待

講
演
（
タ
イ
ト
ル
：Lost Pore Space and A

pparent Groundw
ater Level 

in D
ependence on U

nderground Structures in U
rban A

rea

）
も
行

い
ま
し
た
。
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あ
と
は
私
の
研
究
生
活
五
〇
年
間
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
常
に
感
謝
の

気
持
ち
で
す
ね
。
大
学
の
研
究
者
の
自
分
が
や
れ
る
こ
と
は
、
研
究
業
績
で
社

会
に
「
立
正
」
の
名
前
を
売
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私

の
信
念
で
す
。

一
九
八
九
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏
査
隊

　
　

さ
て
、
立
正
大
学
の
一
大
事
業
と
し
て
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に

実
施
さ
れ
た
「
日
中
友
好
親
善
一
九
八
九　

立
正
大
・
新
疆
大
合
同
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
踏
査
隊
―
西
域
南
・
北
道
、
木
孜
塔
格
峰
（
六
、九
七
三
米
）、
タ
ク

ラ
マ
カ
ン
砂
漠
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
二
カ
月
間
（
一

九
八
九
年
七
月
二
一
日
～
九
月
二
九
日
）、
両
大
学
の
教
職
員
、
学
生
、
医

師
、
撮
影
隊
総
勢
五
〇
名
以
上
が
参
加
、
髙
村
先
生
も
総
隊
長
・
学
術
隊
長

と
し
て
大
い
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

の
三
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
企
画
は
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

髙
村　
そ
う
で
す
ね
。
対
外
的
に
は
学
長
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

　
　

企
画
立
案
当
時
、
学
長
は
渡
邊
寶
陽
先
生
、
そ
の
後
、
大
澤
正
男
先
生

が
務
め
ら
れ
て
お
り
、
髙
村
先
生
は
学
生
部
長
、
課
外
活
動
振
興
委
員
会
委

員
長
と
い
う
立
場
で
し
た
ね
。
編
纂
室
所
蔵
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
部
長
を
務
め
る
事
務
職
員
の
宇
田
川
芳
伸
さ
ん
か
ら
髙
村

先
生
の
と
こ
ろ
に
話
が
い
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
は
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

髙
村　
も
ち
ろ
ん
宇
田
川
氏
の
努
力
が
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
が
、
私
も
「
ぜ
ひ
や
ろ
う
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の

カ
ナ
ー
ト
（
地
下
用
水
路
）
研
究
で
有
名
な
地
理
学
者
、
小
堀
巌
先
生
（
元
東

京
大
学
教
授
）
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
新
疆
大
学
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
も

私
は
持
っ
て
い
ま
し
た
し
ね
。

写真７：VHSテープ『日中友好親善1989　立正大・新疆
大合同シルクロード踏査隊記録』（立正大学ワンダーフォー
ゲル部制作）のパッケージ　出典：史料編纂室所蔵
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総
額
約
五
、〇
〇
〇
万
円
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
す
が
、
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
自
己
資
金
や
寄
付
、
大
学
の
支
援
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
外

務
省
と
文
部
省
、
読
売
新
聞
社
、
日
本
山
岳
会
や
日
蓮
宗
宗
務
院
な
ど
も
後

援
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

髙
村　
外
務
省
や
文
部
省
な
ど
は
形
式
的
な
も
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
よ
り
も

本
学
の
名
誉
顧
問
だ
っ
た
櫻
内
義
雄
さ
ん
（
元
衆
議
院
議
長
）
の
影
響
が
強

く
、
中
国
と
の
パ
イ
プ
も
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

実
際
に
動
き
出
し
て
、
読
売
新
聞
社
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
が
関
わ
る
中

で
、
立
正
大
学
の
宣
伝
効
果
も
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

髙
村　
当
時
、
立
正
大
学
を
一
生
懸
命
宣
伝
し
な
く
て
は
、
と
い
う
の
も
一
つ

の
目
的
だ
っ
た
の
で
す
よ
。

　
　

当
時
の
史
料
を
見
ま
す
と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
に
つ
い
て
、

髙
村
先
生
は
三
点
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
用
し
ま
す
と
、「
①
中
国
、
ソ

連
、
東
欧
の
開
放
政
策
に
呼
応
、
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
。
し
か
も
大

学
単
位
の
初
交
流
の
意
義
は
大
き
い
。
②
本
学
の
元
学
長
石
橋
湛
山
さ
ん
が

総
理
大
臣
の
と
き
、「
日
中
友
好
の
か
け
橋
と
な
ろ
う
」
と
国
交
回
復
を
念

願
さ
れ
た
。
そ
の
意
志
を
継
い
だ
真
の
友
好
の
具
体
的
な
形
と
し
て
、
最
も

適
し
た
も
の
と
信
じ
る
。
③
仏
教
伝
来
の
ル
ー
ト
で
あ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

東
か
ら
西
へ
そ
の
源
流
を
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
は
仏
教
大
学
と
し
て
の
伝
統

を
も
つ
本
学
に
し
か
や
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
」（『
日
蓮
宗

新
聞
』
一
九
八
九
年
七
月
一
〇
日
付
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
具
体
的
な
成
果
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高
村　
こ
の
日
蓮
宗
新
聞
の
記
事
に
も
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
ね
。「
今

回
は
、
水
文
化
史
的
調
査
研
究
も
行
っ
て
き
た
い
。
砂（
マ
マ
）漠
地
帯
に
お
け
る
地
下

水
利
用
か
ら
水
資
源
と
文
化
の
発
展
、
地
球
規
模
的
な
砂（
マ
マ
）漠
化
ま
で
―
そ
の
原

点
に
さ
か
の
ぼ
る
形
で
調
べ
る
の
も
意
義
深
い
」
と
あ
る
。
ま
さ
に
こ
れ
に
つ

き
ま
す
が
、
沙
漠
化
が
よ
り
進
展
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
な
っ
た
現
在
に

お
い
て
も
、
こ
の
研
究
調
査
の
意
義
は
当
を
得
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、

石
橋
湛
山
先
生
が
掲
げ
て
い
た
「
日
中
米
ソ
平
和
同
盟
」
構
想
の
実
現
も
頭
に

は
あ
り
ま
し
た
。

　
　

行
程
中
に
印
象
深
か
っ
た
点
を
教
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

髙
村　
そ
の
年
の
六
月
に
起
こ
っ
た
天
安
門
事
件
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
中
国

政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
警
察
や
銃
を
携
帯
し
た
兵
隊
の
警
備
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
強
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
に
道
中
何
日
も
お
風
呂
に
入
れ
な
い
の
も
き
つ

か
っ
た
し
、
あ
と
は
食
料
の
問
題
で
す
ね
。
隊
員
一
人
一
羽
ず
つ
鶏
を
持
っ
て

行
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
殺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
持
参

し
た
日
本
食
品
と
羊
肉
の
み
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
野
生
の
ヤ
ク
に
遭

遇
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
時
は
本
当
に
命
を
な
く
す
の
で
は
な
い
か
と
大
変
怖

か
っ
た
で
す
。

　
　

残
さ
れ
て
い
る
当
時
の
映
像
（『
日
中
友
好
親
善
一
九
八
九　

立
正
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大
・
新
疆
大
合
同
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏
査
隊
記
録
』、
立
正
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
制
作
）
か
ら
も
過
酷
な
状
況
が
想
像
で
き
ま
す
。
あ
と
、
研

究
の
意
義
と
と
も
に
、
こ
の
企
画
で
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
学
部

生
・
院
生
八
名
が
同
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
彼
ら
に
対
す
る
教
育
的
効
果
は

い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

髙
村　
私
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
沙
漠
や
お
そ
ら
く
普
通
は
入
れ
な

い
場
所
、
一
人
で
は
行
け
な
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
た
の
で
す
か
ら
ね
。
若

き
青
年
た
ち
の
成
長
に
も
繋
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
と
後
輩
の
学
生
た
ち

に
も
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
立
正
大
学
が
新
聞
に
載
っ
て
、
全
国
放
送

で
二
週
に
わ
た
り
放
映
さ
れ
た
こ
と
で
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
『
日
曜
特
集
・
新
世

界
紀
行
』
一
九
九
〇
年
二
月
四
日
、
一
一
日
放
映
）、
本
学
を
誇
り
に
思
う
気

持
ち
が
出
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
中
国
で
は
立
正
大
学
は
新
疆
大
学
と
と
も
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

新
聞
に
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
し
、
中
国
中
央
電
視
台

と
い
う
日
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
あ
た
る
テ
レ
ビ
局
で
、
大

気
中
か
ら
気
温
の
変
化
を
利
用
し
て
水
を
と
る
な

ど
、
私
た
ち
の
活
動
が
放
送
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
新
疆
大
学
な
ど
か
ら
七
人

が
立
正
大
学
に
留
学
し
、
私
の
研
究
室
に
き
て
、
学

位
記
も
五
人
取
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
い
ま
で
も
向

こ
う
行
く
と
、
立
正
大
学
は
け
っ
こ
う
名
前
が
知
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
個
人
と
し
て
も
、
こ
の
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
機
に
、
大
型
の
科
学
研
究
費

を
取
得
し
（「
タ
ク
リ
マ
カ
ン
沙
漠
南
縁
オ
ア
シ
ス

に
お
け
る
水
文
環
境
の
変
化
と
沙
漠
化
」
平
成
一
〇

～
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

Ａ
））、
本
格
的
に
タ
ク
リ
マ
カ
ン
沙
漠
の
沙
漠
化
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
何
度
も
当
該
地
区
に

調
査
に
出
か
け
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
修
士
論
文
で

写真９：シルクロード踏査での学生との食事風景
出典：髙村名誉教授所蔵写真

写真８：シルクロード踏査、現地の人々と
出典：髙村名誉教授所蔵写真
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鹿
島
半
島
の
飛
び
砂
を
扱
い
、
現
在
は
Ｐ
Ｍ
2
・
5
問
題
に
関
心
を
示
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
水
が
あ
れ
ば
砂
は
飛
ば
な
い
わ
け
で
す
。
私
は
水
文
学

が
専
門
で
あ
り
ま
す
が
、
砂
を
研
究
し
て
い
る
の
は
ま
さ
に
こ
こ
に
理
由
が
あ

る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
事
業
は
私
の
研
究
に
と
っ

て
も
十
分
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
正
大
学
へ
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
立
正
大
学
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

髙
村　
や
は
り
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
の
推
進
で
す
ね
。
あ
の
標

語
は
私
が
学
長
の
と
き
に
作
っ
た
言
葉
で
す
。
今
、
若
者
に
最
も
欠
け
て
い
る

も
の
は
や
は
り
モ
ラ
ル
で
す
。
た
だ
し
、
モ
ラ
ル
が
あ
れ
ば
足
り
る
か
と
い
え

ば
そ
う
で
は
な
く
、
大
学
で
す
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
こ

こ
で
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
は
、
秀
才
で
も
天
才
で
も
専
門
家
で
も
な
く
、
豊
か

な
教
養
と
高
度
の
モ
ラ
ル
を
備
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
入
学

し
て
く
る
学
生
さ
ん
も
成
績
だ
け
で
は
な
く
、
四
年
間
の
成
長
の
中
で
、
人
間

性
の
豊
か
さ
も
進
化
さ
せ
て
ほ
し
い
と
、
そ
し
て
異
才
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
学
長
時
代
に
は
も
う
一
つ
「
一
学
部
一
優
策
」
も
推
進
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
特
徴
を
を
見
出
し
、「
立
正
大

学
な
ら
で
は
」
と
い
う
も
の
を
創
り
出
し
、
と
に
か
く
大
学
が
そ
れ
を
売
り
込

め
ば
い
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
う
ち
の
経
済
学
部
は
ほ
か
の
大

学
の
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
負
け
な
い
ぞ
っ
て
い
う
よ
う
に
、
各
学
部
学
科
が

研
究
で
も
教
育
で
も
そ
れ
ぞ
れ
他
大
学
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
競
争
力
を
つ

け
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
私
の
予
て
か
ら
の
願
い
で
す
。

　

あ
と
、
学
長
の
時
に
は
史
料
編
纂
室
の
立
ち
上
げ
に
も
関
与
し
ま
し
た
。
伝

統
が
あ
る
大
学
だ
か
ら
こ
そ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
き
ち
ん
と
残
す
こ
と
が
大
事
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
史
料
を
保
管
す
る
場
所
を
確
保
し
、
検
索
で
き
る
よ
う
に

写真10：地球環境科学部での授業風景
出典：髙村名誉教授所蔵写真
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し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
も
私
の
持
論
で
し
た
。
一
五
〇
年
史

の
編
纂
の
た
め
に
も
、
史
料
編
纂
室
の
適
切
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、
管
理
シ

ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す

よ
。

　
　

大
変
心
強
い
お
言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
先
生
の
学
生

時
代
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
の
海
外
調
査
、
そ
し
て
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
踏
査
隊
を
中
心
に
貴
重
な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
球
環

境
科
学
部
設
立
の
お
話
や
学
長
時
代
の
成
果
な
ど
ま
だ
ま
だ
先
生
に
は
お
聞

き
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
お
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

高
村
弘
毅
『
私
の
履
歴
書
』、
二
〇
一
〇
年
。

高
村
弘
毅
『
橘
と
と
も
に
半
世
紀
』、
立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
内
髙

村
弘
毅
名
誉
教
授
叙
勲
祝
賀
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
。

立
正
大
学
地
理
学
教
室
創
立
60
周
年
記
念
会
沿
革
史
刊
行
小
委
員
会
『
立
正
地
理
の
六
十
年
―

立
正
大
学
地
理
学
教
室
・
立
正
地
理
学
会
―
』、
立
正
大
学
地
理
学
教
室
創
立
六
〇
周
年
記

念
会
、
一
九
八
五
年
。

立
正
大
学
地
理
学
教
室
創
立
九
〇
周
年
実
行
委
員
会
『
立
正
大
学
地
理
学
教
室
九
〇
周
年
記
念

誌
』、
立
正
大
学
地
理
学
教
室
創
立
九
〇
周
年
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
。

立
正
大
学
博
物
館
『
立
正
生
の
学
び
舎
―
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
半
世
紀
―
』、
立
正
大
学
博
物

館
、
二
〇
一
七
年
。
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髙
村
弘
毅
名
誉
教
授　
立
正
大
学
在
学
・
在
職
期
間
の
略
年
表

西
暦

和
暦

文
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事　

※
は
髙
村
名
誉
教
授
の
略
歴

熊
谷
キ
ャ
ン
パス
、
地
球
環
境
科
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事

一
九
二
四
大
正
13
大
学
令
に
よ
る
立
正
大
学
設
立
認
可
、
文
学
部
（
宗
教
学
科
、
哲
学
科
、
社

会
学
科
、
史
学
科
、
文
学
科
）
設
置

一
九
二
五
大
正
14
日
蓮
宗
大
学
を
立
正
大
学
専
門
部
と
改
称
認
可
、
宗
教
科
・
国
語
漢
文
科
・

歴
史
地
理
科
を
設
置

一
九
二
六
大
正
15
国
語
漢
文
科
と
歴
史
地
理
科
を
併
せ
て
高
等
師
範
科
と
改
称

一
九
四
七
昭
和
22
文
学
部
地
理
学
科
（
旧
制
）
増
設
認
可

一
九
四
九
昭
和
24
学
校
教
育
法
に
よ
り
新
制
大
学
と
し
て
認
可
。
文
学
部
第
Ⅰ
部
（
昼
間
部
）

に
哲
学
科
、
史
学
科
、
文
学
科
、
社
会
学
科
、
第
Ⅱ
部
（
夜
間
部
）
仏
教
学

部
に
宗
学
科
、
仏
教
学
科
、
文
学
部
に
史
学
科
、
文
学
科
、
社
会
学
科
、
地

理
学
科
を
設
置

一
九
五
〇
昭
和
25
文
学
部
英
文
学
科
（
第
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）
増
設
認
可

一
九
五
一
昭
和
26
専
門
部
廃
止

文
学
研
究
科
（
仏
教
学
専
攻
・
社
会
学
専
攻
・
国
文
学
専
攻
・
国
史
学
専

攻
）
修
士
課
程
設
置
認
可

一
九
五
三
昭
和
28
大
学
令
廃
止
に
よ
る
旧
制
文
学
部
地
理
学
科
廃
止

一
九
五
五
昭
和
30
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修
士
課
程
増
設
認
可

一
九
五
五
昭
和
31
※
立
正
大
学
文
学
部
（
Ⅱ
部
）
入
学

一
九
五
七
昭
和
32
文
学
部
第
Ⅰ
部
地
理
学
科
増
設
認
可

一
九
五
八
昭
和
33
※
文
学
部
（
Ⅰ
部
）
編
入

一
九
六
〇
昭
和
35
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
設
置

※
立
正
大
学
文
学
部
卒
業

※
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

※
文
学
部
地
理
学
科
副
手

一
九
六
二
昭
和
37
※
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

※
同
博
士
課
程
進
学

※
文
学
部
地
理
学
科
助
手

一
九
六
三
昭
和
38
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博
士
課
程
増
設
認
可

一
九
六
四
昭
和
39

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
工
事
開
始

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
測
量

一
九
六
五
昭
和
40
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
修
士
・
博
士
課
程
増
設
認
可

一
九
六
六
昭
和
41
※�

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博
士
課
程
研
究
指
導
修
了
満

期
退
学

※
立
正
大
学
短
期
大
学
部
専
任
講
師

一
九
六
七
昭
和
42
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
増
設
認
可

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
教
養
部
を
開
設

ネ
パ
ー
ル
仏
教
遺
跡
第
一
次
発
掘
調
査
開
始
（
以
降
、
一
九
七
七
（
昭
和
五

二
）
年
一
一
月
の
第
八
次
発
掘
調
査
ま
で
継
続
）

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
回
入
学
式
挙
行

一
九
六
八
昭
和
43
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
博
士
課
程
増
設
認
可

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
短
期
大
学
部
社
会
科
移
転

一
九
六
九
昭
和
44
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
増
設
認
可

短
期
大
学
部
全
科
移
転

一
九
七
三
昭
和
48
立
正
大
学
図
書
館
に
田
中
啓
爾
文
庫
（
地
理
学
関
係
図
書
約
一
万
冊
）
設
置

一
九
七
四
昭
和
49
※
立
正
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

一
九
七
六
昭
和
51
文
学
部
公
開
講
座
開
設

※
文
学
部
助
教
授

一
九
七
七
昭
和
52
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
増
設
認
可

一
九
七
八
昭
和
53
考
古
学
陳
列
室
を
熊
谷
校
舎
に
開
設

※� International Institute for Aerial Survey and Earth Science (ITC
), 

N
etherlands 

留
学

一
九
七
九
昭
和
54

熊
谷
図
書
館
竣
工
、
開
館

一
九
八
一
昭
和
56

法
学
部
設
置
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髙
村
弘
毅
名
誉
教
授　
立
正
大
学
在
学
・
在
職
期
間
の
略
年
表

西
暦

和
暦

文
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事　

※
は
髙
村
名
誉
教
授
の
略
歴

熊
谷
キ
ャ
ン
パス
、
地
球
環
境
科
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事

一
九
二
四
大
正
13
大
学
令
に
よ
る
立
正
大
学
設
立
認
可
、
文
学
部
（
宗
教
学
科
、
哲
学
科
、
社

会
学
科
、
史
学
科
、
文
学
科
）
設
置

一
九
二
五
大
正
14
日
蓮
宗
大
学
を
立
正
大
学
専
門
部
と
改
称
認
可
、
宗
教
科
・
国
語
漢
文
科
・

歴
史
地
理
科
を
設
置

一
九
二
六
大
正
15
国
語
漢
文
科
と
歴
史
地
理
科
を
併
せ
て
高
等
師
範
科
と
改
称

一
九
四
七
昭
和
22
文
学
部
地
理
学
科
（
旧
制
）
増
設
認
可

一
九
四
九
昭
和
24
学
校
教
育
法
に
よ
り
新
制
大
学
と
し
て
認
可
。
文
学
部
第
Ⅰ
部
（
昼
間
部
）

に
哲
学
科
、
史
学
科
、
文
学
科
、
社
会
学
科
、
第
Ⅱ
部
（
夜
間
部
）
仏
教
学

部
に
宗
学
科
、
仏
教
学
科
、
文
学
部
に
史
学
科
、
文
学
科
、
社
会
学
科
、
地

理
学
科
を
設
置

一
九
五
〇
昭
和
25
文
学
部
英
文
学
科
（
第
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）
増
設
認
可

一
九
五
一
昭
和
26
専
門
部
廃
止

文
学
研
究
科
（
仏
教
学
専
攻
・
社
会
学
専
攻
・
国
文
学
専
攻
・
国
史
学
専

攻
）
修
士
課
程
設
置
認
可

一
九
五
三
昭
和
28
大
学
令
廃
止
に
よ
る
旧
制
文
学
部
地
理
学
科
廃
止

一
九
五
五
昭
和
30
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修
士
課
程
増
設
認
可

一
九
五
五
昭
和
31
※
立
正
大
学
文
学
部
（
Ⅱ
部
）
入
学

一
九
五
七
昭
和
32
文
学
部
第
Ⅰ
部
地
理
学
科
増
設
認
可

一
九
五
八
昭
和
33
※
文
学
部
（
Ⅰ
部
）
編
入

一
九
六
〇
昭
和
35
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
設
置

※
立
正
大
学
文
学
部
卒
業

※
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

※
文
学
部
地
理
学
科
副
手

一
九
六
二
昭
和
37
※
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

※
同
博
士
課
程
進
学

※
文
学
部
地
理
学
科
助
手

一
九
六
三
昭
和
38
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博
士
課
程
増
設
認
可

一
九
六
四
昭
和
39

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
工
事
開
始

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
測
量

一
九
六
五
昭
和
40
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
修
士
・
博
士
課
程
増
設
認
可

一
九
六
六
昭
和
41
※�
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博
士
課
程
研
究
指
導
修
了
満

期
退
学

※
立
正
大
学
短
期
大
学
部
専
任
講
師

一
九
六
七
昭
和
42
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
増
設
認
可

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
教
養
部
を
開
設

ネ
パ
ー
ル
仏
教
遺
跡
第
一
次
発
掘
調
査
開
始
（
以
降
、
一
九
七
七
（
昭
和
五

二
）
年
一
一
月
の
第
八
次
発
掘
調
査
ま
で
継
続
）

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
回
入
学
式
挙
行

一
九
六
八
昭
和
43
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
博
士
課
程
増
設
認
可

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
短
期
大
学
部
社
会
科
移
転

一
九
六
九
昭
和
44
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
増
設
認
可

短
期
大
学
部
全
科
移
転

一
九
七
三
昭
和
48
立
正
大
学
図
書
館
に
田
中
啓
爾
文
庫
（
地
理
学
関
係
図
書
約
一
万
冊
）
設
置

一
九
七
四
昭
和
49
※
立
正
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

一
九
七
六
昭
和
51
文
学
部
公
開
講
座
開
設

※
文
学
部
助
教
授

一
九
七
七
昭
和
52
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
増
設
認
可

一
九
七
八
昭
和
53
考
古
学
陳
列
室
を
熊
谷
校
舎
に
開
設

※� International Institute for Aerial Survey and Earth Science (ITC
), 

N
etherlands 

留
学

一
九
七
九
昭
和
54

熊
谷
図
書
館
竣
工
、
開
館

一
九
八
一
昭
和
56

法
学
部
設
置
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西
暦

和
暦

文
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事　

※
は
髙
村
名
誉
教
授
の
略
歴

熊
谷
キ
ャ
ン
パス
、
地
球
環
境
科
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事

一
九
八
二
昭
和
57
※
文
学
部
教
授

一
九
八
三
昭
和
58
※
文
学
研
究
科
博
士
課
程
Ｄ
〇
合
教
授

一
九
八
四
昭
和
59
文
学
部
創
設
六
〇
周
年
を
迎
え
る

※
日
本
地
下
水
学
会
功
労
賞
受
賞

一
九
八
五
昭
和
60

新
福
利
厚
生
棟
（
ス
テ
ラ
）
竣
工

一
九
八
六
昭
和
61
英
米
学
科
を
英
米
文
学
科
と
名
称
変
更
、
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻

修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程
を
英
米
文
学
専
攻
と
名
称
変
更

※
学
生
部
長

一
九
八
九
平
成
元
日
中
友
好
一
九
八
九　

立
正
大
学
・
新
疆
大
学
合
同
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏
査
隊

※
文
学
部
長

※
立
正
大
学
学
園
評
議
員

※
全
学
協
議
会
協
議
員

一
九
九
二
平
成
4
開
校
一
二
〇
周
年
記
念
行
事

※
大
韓
民
国
地
下
水
学
会
理
事
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

一
九
九
三
平
成
5
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
増
設
認
可

一
九
九
四
平
成
6
文
学
部
（
史
学
科
・
国
文
学
科
・
英
米
文
学
科
・
社
会
学
科
・
地
理
学
科
）

昼
夜
開
講
制
・
夜
間
主
コ
ー
ス
設
置
認
可

文
学
部
創
設
七
〇
周
年

文
学
部
と
中
国
新
疆
大
学
と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
調
印

文
学
部
と
中
国
中
央
民
族
大
学
と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
調
印

文
学
部
哲
学
科
昼
夜
開
講
制
・
夜
間
主
コ
ー
ス
設
置
認
可

一
九
九
五
平
成
7

教
養
部
廃
止

一
九
九
六
平
成
8
※
地
球
環
境
科
学
部
設
置
準
備
委
員
長

社
会
福
祉
学
部
（
社
会
福
祉
学
科
、
人
間
福
祉
学
科
）
設
置

一
九
九
七
平
成
9

熊
谷
三
号
館
（
地
球
環
境
科
学
部
棟
）
竣
工

一
九
九
八
平
成
10
※
地
球
環
境
科
学
部
教
授

地
球
環
境
科
学
部（
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
・
地
理
学
科
）設
置

一
九
九
九
平
成
11

短
期
大
学
部
閉
学

二
〇
〇
〇
平
成
12
※
地
球
環
境
科
学
研
究
科
委
員
長

※
地
球
環
境
科
学
研
究
科
Ｄ
〇
合
教
授

立
正
大
学
環
境
科
学
研
究
所
設
置

二
〇
〇
一
平
成
13
文
学
部
「
昼
間
コ
ー
ス
」
を
「
昼
間
主
コ
ー
ス
」
に
名
称
変
更

地
球
環
境
科
学
研
究
科
設
置

※
地
球
環
境
科
学
部
長

※
全
学
協
議
会
委
員

田
中
啓
爾
文
庫
、
熊
谷
図
書
館
へ
の
移
動
作
業
（
二
〇
〇
二

年
度
ま
で
）

二
〇
〇
二
平
成
14
文
学
部
文
学
科
設
置
（
国
文
学
科
、
英
米
文
学
科
を
文
学
科
へ
統
合

立
正
大
学
第
Ⅱ
部
廃
止
）

立
正
大
学
博
物
館
開
館

二
〇
〇
四
平
成
16
文
学
部
八
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
・
記
念
講
演
会
開
催

※
中
国
新
疆
大
学
客
員
教
授

※
第
二
九
代
立
正
大
学
学
長

※
学
校
法
人
立
正
大
学
学
園
副
理
事
長

※
立
正
大
学
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱
取
締
役

二
〇
〇
五
平
成
17
学
園
開
校
一
三
〇
周
年
中
高
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

※
産
学
官
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
長

二
〇
〇
六
平
成
18
蘊
奥
賞
創
設

文
学
部
、
大
崎
校
舎
に
て
四
年
間
一
貫
と
な
る

文
学
部
、
昼
間
主
、
夜
間
主
コ
ー
ス
の
定
員
を
統
合
す
る

※
埼
玉
県
熊
谷
市
環
境
審
議
会
会
長

二
〇
〇
七
平
成
19
※
第
三
〇
代
立
正
大
学
学
長

※
日
本
国
際
地
図
学
会
功
労
賞
受
賞

※
青
森
県
文
化
賞
受
賞

※
熊
谷
市
市
政
功
労
賞
受
賞

熊
谷
校
舎
再
開
発
事
業
計
画
起
工
式
挙
行

二
〇
〇
八
平
成
20

地
球
環
境
科
学
部
、
創
立
一
〇
周
年
記
念
行
事
開
催
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西
暦

和
暦

文
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事　

※
は
髙
村
名
誉
教
授
の
略
歴

熊
谷
キ
ャ
ン
パス
、
地
球
環
境
科
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事

一
九
八
二
昭
和
57
※
文
学
部
教
授

一
九
八
三
昭
和
58
※
文
学
研
究
科
博
士
課
程
Ｄ
〇
合
教
授

一
九
八
四
昭
和
59
文
学
部
創
設
六
〇
周
年
を
迎
え
る

※
日
本
地
下
水
学
会
功
労
賞
受
賞

一
九
八
五
昭
和
60

新
福
利
厚
生
棟
（
ス
テ
ラ
）
竣
工

一
九
八
六
昭
和
61
英
米
学
科
を
英
米
文
学
科
と
名
称
変
更
、
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻

修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程
を
英
米
文
学
専
攻
と
名
称
変
更

※
学
生
部
長

一
九
八
九
平
成
元
日
中
友
好
一
九
八
九　

立
正
大
学
・
新
疆
大
学
合
同
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏
査
隊

※
文
学
部
長

※
立
正
大
学
学
園
評
議
員

※
全
学
協
議
会
協
議
員

一
九
九
二
平
成
4
開
校
一
二
〇
周
年
記
念
行
事

※
大
韓
民
国
地
下
水
学
会
理
事
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

一
九
九
三
平
成
5
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
増
設
認
可

一
九
九
四
平
成
6
文
学
部
（
史
学
科
・
国
文
学
科
・
英
米
文
学
科
・
社
会
学
科
・
地
理
学
科
）

昼
夜
開
講
制
・
夜
間
主
コ
ー
ス
設
置
認
可

文
学
部
創
設
七
〇
周
年

文
学
部
と
中
国
新
疆
大
学
と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
調
印

文
学
部
と
中
国
中
央
民
族
大
学
と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
調
印

文
学
部
哲
学
科
昼
夜
開
講
制
・
夜
間
主
コ
ー
ス
設
置
認
可

一
九
九
五
平
成
7

教
養
部
廃
止

一
九
九
六
平
成
8
※
地
球
環
境
科
学
部
設
置
準
備
委
員
長

社
会
福
祉
学
部
（
社
会
福
祉
学
科
、
人
間
福
祉
学
科
）
設
置

一
九
九
七
平
成
9

熊
谷
三
号
館
（
地
球
環
境
科
学
部
棟
）
竣
工

一
九
九
八
平
成
10
※
地
球
環
境
科
学
部
教
授

地
球
環
境
科
学
部（
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
・
地
理
学
科
）設
置

一
九
九
九
平
成
11

短
期
大
学
部
閉
学

二
〇
〇
〇
平
成
12
※
地
球
環
境
科
学
研
究
科
委
員
長

※
地
球
環
境
科
学
研
究
科
Ｄ
〇
合
教
授

立
正
大
学
環
境
科
学
研
究
所
設
置

二
〇
〇
一
平
成
13
文
学
部
「
昼
間
コ
ー
ス
」
を
「
昼
間
主
コ
ー
ス
」
に
名
称
変
更

地
球
環
境
科
学
研
究
科
設
置

※
地
球
環
境
科
学
部
長

※
全
学
協
議
会
委
員

田
中
啓
爾
文
庫
、
熊
谷
図
書
館
へ
の
移
動
作
業
（
二
〇
〇
二

年
度
ま
で
）

二
〇
〇
二
平
成
14
文
学
部
文
学
科
設
置
（
国
文
学
科
、
英
米
文
学
科
を
文
学
科
へ
統
合

立
正
大
学
第
Ⅱ
部
廃
止
）

立
正
大
学
博
物
館
開
館

二
〇
〇
四
平
成
16
文
学
部
八
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
・
記
念
講
演
会
開
催

※
中
国
新
疆
大
学
客
員
教
授

※
第
二
九
代
立
正
大
学
学
長

※
学
校
法
人
立
正
大
学
学
園
副
理
事
長

※
立
正
大
学
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱
取
締
役

二
〇
〇
五
平
成
17
学
園
開
校
一
三
〇
周
年
中
高
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

※
産
学
官
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
長

二
〇
〇
六
平
成
18
蘊
奥
賞
創
設

文
学
部
、
大
崎
校
舎
に
て
四
年
間
一
貫
と
な
る

文
学
部
、
昼
間
主
、
夜
間
主
コ
ー
ス
の
定
員
を
統
合
す
る

※
埼
玉
県
熊
谷
市
環
境
審
議
会
会
長

二
〇
〇
七
平
成
19
※
第
三
〇
代
立
正
大
学
学
長

※
日
本
国
際
地
図
学
会
功
労
賞
受
賞

※
青
森
県
文
化
賞
受
賞

※
熊
谷
市
市
政
功
労
賞
受
賞

熊
谷
校
舎
再
開
発
事
業
計
画
起
工
式
挙
行

二
〇
〇
八
平
成
20

地
球
環
境
科
学
部
、
創
立
一
〇
周
年
記
念
行
事
開
催
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西
暦

和
暦

文
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事　

※
は
髙
村
名
誉
教
授
の
略
歴

熊
谷
キ
ャ
ン
パス
、
地
球
環
境
科
学
部
に
関
す
る
主
な
出
来
事

二
〇
〇
九
平
成
21
新
疆
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

※
研
究
機
構
研
究
機
構
長

※
校
友
会
会
長

熊
谷
再
開
発
事
業
第
一
期
工
事
Ａ
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ュ
ー

ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ー
ブ
）
竣
工

二
〇
一
〇
平
成
22
※
退
職
、
立
正
大
学
名
誉
教
授

※
立
正
大
学
非
常
勤
講
師

※
日
本
地
下
水
学
会
特
別
功
労
賞

※
日
本
沙
漠
学
会
功
労
賞

熊
谷
再
開
発
事
業
第
一
期
工
事
Ｂ
（
ゲ
ー
ト
プ
ラ
ザ
・
水
景

地
・
外
構
工
事
ほ
か
）
竣
工

二
〇
一
一
平
成
23
※
日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
開
発
振
興
協
会
会
長

田
中
啓
爾
文
庫
、
熊
谷
図
書
館
に
移
管
完
了

二
〇
一
三
平
成
25
※
非
常
勤
講
師
満
了

※
富
士
学
会
功
労
賞

二
〇
一
四
平
成
26
文
学
部
創
設
九
〇
周
年
記
念
事
業

法
学
部
、
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

※
春
の
叙
勲　
瑞
宝
中
緩
章

※
熊
谷
市
市
政
功
労
賞
受
賞
（
二
回
目
）

二
〇
一
五
平
成
27

地
理
学
教
室
九
〇
周
年
記
念
事
業

二
〇
一
七
平
成
29

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
五
〇
周
年

二
〇
一
八
平
成
30

地
球
環
境
科
学
部
、
創
立
二
〇
周
年
記
念
行
事
開
催
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余 

録谷
山
ケ
丘
に
建
つ
新
校
舎

―
絵
は
が
き
か
ら
の
考
察
―

�

平
　
伊
佐
雄

　
『
立
正
大
学
史
紀
要
』
第
四
号
の
「
余
録
」
に
は
、

石
山
秀
和
氏
に
よ
る
「
立
正
大
学
の
新
校
舎
の
竣
工
―

絵
は
が
き
二
枚
か
ら
の
紹
介
―
」
と
題
し
た
一
九
二
四

（
大
正
十
三
）
年
完
成
の
大
学
新
校
舎
を
絵
は
が
き
か

ら
紹
介
す
る
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
新
校

舎
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の
火
災
で
多
く
の
建

物
を
失
っ
た
後
、
新
た
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
再
建

さ
れ
、
名
称
を
日
蓮
宗
大
学
か
ら
立
正
大
学
へ
と
変
更

し
、
大
学
令
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
昇
格
し
た
年
に
完

成
し
た
校
舎
で
も
あ
っ
た（

（
（

。
と
こ
ろ
が
、
石
山
氏
が

丁
寧
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
絵
は
が
き
は
新

校
舎
の
竣
工
直
後
に
撮
影
し
た
写
真
を
用
い
て
作
製
さ

れ
て
い
る
。
新
校
舎
の
周
囲
に
は
有
刺
鉄
線
の
柵
が
張

ら
れ
、
木
材
や
土
砂
も
積
ま
れ
た
ま
ま
、
校
舎
内
部
の

写
真
に
至
っ
て
は
、
ま
だ
電
灯
が
付
い
て
い
な
い
状
態

で
の
撮
影
で
あ
る
。
現
代
的
な
広
報
の
感
覚
か
ら
す
る

と
、
な
ん
だ
か
建
築
確
認
用
の
証
拠
写
真
を
絵
は
が
き

に
し
た
よ
う
に
も
見
え
、
少
し
違
和
感
を
憶
え
て
し
ま

う
。
故
に
こ
の
「
謎
の
絵
は
が
き
」
を
取
り
上
げ
た
と

こ
ろ
に
石
山
氏
の
考
察
の
面
白
さ
が
あ
る
。
ち
な
み

に
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
竣
工
の
当
校
舎
に
つ

い
て
少
し
だ
け
補
足
を
す
る
な
ら
、
一
九
二
四
（
大
正

十
三
）
年
五
月
十
七
日
に
昇
格
と
な
っ
た
本
学
は
、
そ

の
二
日
後
の
五
月
十
九
日
の
午
後
一
時
か
ら
講
堂
に
て

昇
格
認
可
報
告
式
を
挙
行
し（

（
（

、
翌
月
の
創
立
記
念
日

た
る
六
月
十
五
日
か
ら
は
、
四
日
間
を
か
け
て
昇
格
と

新
築
落
成
、
創
立
二
十
年
を
祝
う
壮
大
な
会
を
開
催
し

て
い
る（

（
（

。
特
に
十
五
日
の
祝
賀
の
式
典
で
は
、
参
列

者
に
は
記
念
品
と
大
学
校
舎
お
よ
び
大
学
八
景
の
絵
は

が
き
、
ま
た
『
希
望
と
回
顧
』
と
題
し
た
冊
子
等
を
呈

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（

（
（

。

　

一
方
、
新
校
舎
は
、
前
年
の
十
二
月
二
十
五
日
に
三

階
屋
上
ま
で
全
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
終
わ
り（

（
（

、

上
棟
式
は
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
一
月
二
十
一
日

に
執
り
行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
二
月
十
四
日
に
は
文
部
省

に
よ
る
視
察
を
受
け（

（
（

、
新
校
舎
の
落
成
は
、
一
九
二

四
（
大
正
十
三
）
年
六
月
十
日
と
記
録
に
は
あ
る（

（
（

。

私
は
、
石
山
氏
が
取
り
上
げ
た
絵
は
が
き
二
枚
は
、
六

月
十
五
日
の
祝
賀
会
に
お
い
て
記
念
品
と
し
て
配
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
の
だ
が
、
周
囲

が
整
理
さ
れ
た
直
後
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
は

が
き
も
存
在
す
る
た
め
、
確
証
を
得
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る（

（1
（

。

　

さ
て
、
昇
格
時
の
新
校
舎
に
深
入
り
し
前
置
き
が
長

く
な
っ
た
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
谷
山
ヶ
丘

（
谷
山
）―
現
在
の
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
―
に
創
建
さ

れ
た
日
蓮
宗
大
学
林
（
立
正
大
学
の
前
身
）
の
校
舎
の

写
真
を
用
い
た
絵
は
が
き
で
あ
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て

絵
は
が
き
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
谷
山
に
建
設
さ

れ
た
校
舎
に
つ
い
て
も
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

前
号
に
引
き
続
き
、
絵
は
が
き
紹
介
の
第
二
回
目
と

言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、「
日
蓮
宗
大
学
全
景
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が

つ
い
た
絵
は
が
き
か
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
ご
覧
頂

け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
絵
は
が
き
に
は
左
上
部

に
六
百
八
十
七
回
降
誕
会
記
念41-2-16

と
記
さ
れ
た

ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
一
九
〇
八

（
明
治
四
十
一
）
年
二
月
十
六
日
に
執
り
行
わ
れ
た
聖

祖
六
百
八
十
七
回
降
誕
会
の
記
念
絵
は
が
き
と
し
て
用

意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
写
真
自
体
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
十

七
）
年
四
月
に
専
門
学
校
令
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
開

学
し
た
日
蓮
宗
大
学
林
の
初
期
の
姿
を
撮
影
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
当
写
真
の
初
出
は
、
一
九
〇
四

（
明
治
三
十
七
）
年
十
二
月
発
行
の
『
大
﨑
学
報
』
第

壹
輯
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
九
〇
四
（
明
治
三
十

七
）
年
末
ま
で
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ

れ
る（

（1
（

。
こ
の
絵
は
が
き
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
写

真
こ
そ
日
蓮
宗
大
学
林
の
開
林
間
も
な
い
頃
の
も
の
を

利
用
し
て
は
い
る
も
の
の
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
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年
四
月
に
日
蓮
宗
大
学
へ
と
名
称
変
更
が
認
め
ら
れ
、

新
し
い
学
則
の
も
と
、
リ
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
年
に
作

製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
当
然
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
日
蓮
宗
大
学
と
な
っ
て

お
り
、
日
蓮
宗
大
学
林
が
日
蓮
宗
大
学
と
な
っ
た
こ
と

を
示
す
絵
は
が
き
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

立
正
大
学
史
料
編
纂
室
で
は
、
当
該
絵
は
が
き
を
三

枚
一
組
で
入
手
し
た
。
こ
の
セ
ッ
ト
は
、「
日
蓮
宗
大

学
全
景
」
の
他
、「
日
蓮
宗
大
学
前
面
」、「
日
蓮
宗
大

学
裏
面
運
動
場
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
た
三
枚
も

の
で
あ
る
。
全
て
の
絵
は
が
き
に
日
蓮
宗
大
学
と
の
記

載
が
あ
る
の
で
、
日
蓮
宗
大
学
へ
と
名
称
変
更
後
の
絵

は
が
き
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
三
枚
の
う
ち
「
日
蓮
宗
大
学
前
面
」
と
「
日
蓮
宗
大

学
裏
面
運
動
場
」
の
絵
は
が
き
は
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が

同
じ
色
で
同
じ
活
字
体
、
表
面
の
デ
ザ
イ
ン
も
同
じ
で

あ
り
、
こ
の
点
が
先
の
「
日
蓮
宗
大
学
全
景
」
の
絵
は

が
き
と
の
違
い
で
あ
る
。
従
っ
て
、
作
製
時
期
が
異
な

る
と
推
察
さ
れ
る
。「
日
蓮
宗
大
学
全
景
」
の
絵
は
が

き
は
、
既
作
製
品
で
あ
っ
た
絵
は
が
き
の
下
部
の
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
を
日
蓮
宗
大
学
に
修
正
し
、
降
誕
会
の
ス
タ

ン
プ
を
押
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
の
二
枚
に

は
、
降
誕
会
の
ス
タ
ン
プ
は
な
い
。
こ
の
三
枚
一
組
の

セ
ッ
ト
の
内
訳
が
元
々
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

も
、
現
時
点
で
は
確
認
が
出
来
な
い
。

　

日
蓮
宗
大
学
（
林
）
の
初
期
に
お
け
る
絵
は
が
き
の

作
製
に
つ
い
て
、
記
録
で
確
認
で
き
る
も
の
を
い
く
つ

か
挙
げ
る
と
、
ま
ず
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
二
月

の
第
六
百
八
十
六
回
聖
祖
降
誕
会
の
際
、
二
葉
一
組
の

絵
は
が
き
を
頒
布
し
た
こ
と（

（1
（

。
こ
の
時
の
絵
は
が
き

は
、「
中
等
科
四
年
の
發
起
に
て
本
學
全
景
及
び
聖
跡

豆
州
伊
東
絛
海
浦
怒
濤
の
二
葉
一
組
の
優
美
な
る
寫
眞

繪
葉
書
に
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
捺
し
て
希
望
者
に
實
費

を
以
て
頒
布
せ
り
」
と
『
大
﨑
学
報
』
第
六
輯
に
詳
細

な
紹
介
が
あ
る
。「
本
学
全
景
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
写
真
は
、
今
回
紹
介
し
て
い
る
「
日
蓮

宗
大
学
全
景
」
の
写
真
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る（

（1
（

。
記

念
ス
タ
ン
プ
を
こ
の
時
に
押
捺
し
て
い
る
の
も
興
味
深

い
。
つ
い
で
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
二
月
に

開
催
さ
れ
た
第
六
百
八
十
八
回
聖
祖
降
誕
会
の
際
に
頒

日蓮宗大学全景

日蓮宗大学前面
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布
さ
れ
た
三
枚
一
組
の
絵
は
が
き
で
あ
る（

（1
（

。『
日
宗
新

報
』
に
よ
る
聖
祖
降
誕
会
の
報
告
で
は
、「
当
日
の
光

彩
を
添
へ
る
た
め
に
尚
三
枚
一
組
の
絵
葉
書
も
発
売
さ

れ
た
。
多
少
の
残
部
が
あ
る
か
ら
希
望
者
に
は
一
組
五

銭
の
実
費
で
頒
つ
筈
だ
。（

（1
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回

紹
介
し
て
い
る
絵
は
が
き
は
、
こ
の
間
の
降
誕
会
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
は
、
毎
年
の
降
誕

会
に
頒
布
用
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
く
る
。

　

さ
ら
に
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
に
、
新
設

道
路
の
開
通
と
正
門
の
完
成
記
念
と
し
て
作
製
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
絵
は
が
き
の
存
在
も
確
認
で
き
る（

（1
（

。『
日

宗
新
報
』
に
は
こ
の
時
の
絵
は
が
き
は
、「
新
設
道
路

の
開
通
と
共
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
正
門
を
初
め
大
講
堂

教
場
運
動
場
等
四
枚
一
組
に
て
寫
眞
頗
る
鮮
明
に
出
来

せ
り
定
價
一
組
十
銭
日
蓮
宗
大
學
内
消
費
組
合
發
賣
」

と
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
時
代
性
も
あ
っ
て
か
、
校
舎
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
写
真
付
き
の
絵
は
が
き
で
報
告
・

紹
介
す
る
の
が
、
流
行
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
少
し
脇
道
に
そ
れ
、
谷
山
に
最
初
に
建
設
さ

れ
た
日
蓮
宗
大
学
林
の
校
舎
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た

い
。

　

立
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
日
蓮
宗
大
学
林
が
谷
山
に

校
舎
を
構
え
た
経
緯
は
少
し
複
雑
で
あ
る
。
も
と
も
と

谷
山
の
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十

四
）
年
に
中
檀
林
新
築
用
の
土
地
と
し
て
購
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
初
め
か
ら
日
蓮
宗
大
学
林
の
た
め
に
用

意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
学
区
の
中
檀
林

の
新
築
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
八
九
八
（
明
治
三
十

一
）
年
に
決
定
さ
れ
て
い
た
事
柄
で（

（2
（

、
そ
の
後
、
一

九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
に
中
檀
林
新
築
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
中
檀
林
校
舎
の
建
設
へ
と
動
き
出
し
た
。

建
設
予
定
地
は
当
初
、
複
数
の
候
補
が
あ
っ
た
が
、
最

終
的
に
大
崎
村
の
谷
山
に
決
定
し
た（

（2
（

。
一
九
〇
一

（
明
治
三
十
四
）
年
十
月
十
一
日
に
は
第
一
学
区
中
檀

林
新
築
委
員
会
が
中
檀
林
新
築
予
定
地
（
谷
山
）
を
見

分
し
て
「
第
一
学
区
中
檀
林
新
築
敷
地
」
と
記
し
た
表

札
を
建
て
た
と
言
う（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
動
き
を
記
し
て
い

る
当
時
の
『
日
宗
新
報
』
に
は
、
こ
の
地
に
つ
い
て

「
敷
地
は
荏
原
郡
大
崎
村
元
下
大
崎
字
谷
山
峰
原
耕
地

と
称
す
る
所
に
し
て
同
地
松
原
和
助
外
四
名
の
所
有
に

し
て
畑
山
林
合
反
別
九
反
九
畝
十
歩
外
畦
畔
四
畝
十
三

歩
十
三
筆
（
実
測
坪
数
三
千
百
十
三
坪
）
こ
の
購
入
代

金
八
千
九
百
四
十
圓
な
り
位
地
高
燥
に
し
て
坂
を
上
れ

ば
一
面
高
底
な
き
平
地
な
り
南
東
北
を
開
放
し
目
黒
川

は
鐡
道
線
路
（
新
橋
赤
羽
間
の
）
に
沿
ふ
て
流
れ
水
田

を
隔
て
て
島
津
侯
爵
邸
、
品
川
御
殿
山
と
相
対
峙
し
空

気
流
通
よ
く
飲
料
水
も
差
支
な
き
見
込
學
校
敷
地
と
し

て
は
不
都
合
な
し
」「
各
地
へ
の
距
離　

宗
務
院
大
檀
林

へ
は
半
里
、
池
上
本
門
寺
へ
は
四
十
町
餘
な
り
大
崎
停

車
場
は
山
下
僅
か
に
五
六
町
東
海
道
線
よ
り
来
ら
は
品

川
に
て
乗
替
へ
其
次
は
日
本
鐡
道
線
に
よ
ら
は
赤
羽
に

て
乗
替
へ
四
驛
を
經
て
本
停
車
場
な
り
」
と
詳
細
な
報

告
が
載
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
七
月
二
日
、（
第
一

学
区
）
中
檀
林
新
築
委
員
会
は
会
合
を
開
き
、
寄
宿
舎

の
増
室
を
決
め
、
大
崎
の
現
場
も
確
認
し
て
道
路
の
変

更
を
行
う
な
ど
の
仕
様
を
変
更
し
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、

同
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
建
築
仕
様
書
の
審
議

が
中
檀
林
新
築
委
員
会
に
て
行
わ
れ（

（2
（

、
森
孫
右
衛
門

を
棟
梁
と
す
る
こ
と
が
決
定
し（

（2
（

、
十
一
月
二
十
日
に

は
新
築
起
工
式
を
挙
行
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
う
し
て
着
々

と
進
ん
だ
中
檀
林
の
校
舎
の
新
築
で
あ
っ
た
が
、
一
九

〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
次

臨
時
宗
会
に
て
、
か
ね
て
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
た
中
檀

林
合
併
論
が
現
実
化
し
、
学
則
も
変
え
て
教
育
制
度
を

大
き
く
変
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
宗
会
で
、
小

檀
林
の
全
廃
、
三
中
檀
林
の
合
併
、
一
大
学
林
設
立
の

実
行
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ

こ
に
き
て
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
第
一
学
区
中
檀
林
の

新
築
校
舎
は
、
宗
会
後
の
二
十
日
に
行
わ
れ
た
第
一
学

区
大
会
に
お
い
て
、
こ
れ
を
宗
門
に
献
じ
る
こ
と
に
し

た
。
中
檀
林
新
築
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
脇

田
堯
惇
が
大
学
林
設
置
委
員
の
一
人
と
し
て
就
任
し
、

新
た
に
大
学
林
の
設
置
へ
と
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
、
一
九
〇
三

（
明
治
三
十
六
）
年
八
月
十
九
日
、
谷
山
の
新
校
舎
は
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落
成
し
た（

（3
（

。
こ
う
見
て
く
る
と
、
日
蓮
宗
大
学
林
の

校
舎
は
、
大
学
林
の
設
置
決
定
に
至
る
と
き
に
は
既
に

中
檀
林
の
校
舎
と
し
て
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

　

完
成
し
て
い
た
中
檀
林
の
校
舎
や
敷
地
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
日
蓮
宗
大
学
林
開
林
時
の
『
大
學
林
設
立
成

功
報
告
書（

（3
（

』
に
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
以

下
に
紹
介
し
て
お
く
。

　
「�

元
第
一
学
區
区
中
檀
林
ヨ
リ
領
収
ノ
校
舎
敷
地
等

ニ
關
ス
ル
目
録

　
　

一　

�

校
舎
敷
地
荏
原
郡
大
崎
村
大
字
谷
山
百
五
十

三
番
地
外
十
三
筆

　
　

一　

周
圍
土
堤　

百
十
三
間

　
　

一　

�

講
堂　
　

一
棟　

木
造
瓦
葺
平
家　

六
十
三

坪

　
　

一　

�

教
場　
　

一
棟　

木
造
瓦
葺
總
二
階　

百
四

坪
八
合
四
夕

　
　

一　

�

寄
宿
舎　

二
棟　

木
造
瓦
葺
總
二
階
疊
建
具

附　

百
七
十
坪

　
　

一　

食
堂　
　

一
棟　

平
家　

三
十
四
坪

　
　

一　

便
所
及
浴
室　

平
家　

廿
一
坪
五
合

　
　

一　

廊
下　
　
　

塗
炭
葺　

五
十
四
坪

　
　

一　

植
木　
　

五
百
餘
株

　
　

一　

前
項
ニ
対
ス
ル
圖
図
並
ニ
書
類
一
切

　

以
上
」（

（3
（

　

そ
の
後
、
日
蓮
宗
大
学
林
設
立
実
行
委
員
会
が
一
九

〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
一
月
に
臨
時
委
員
会
を
開

き
、「
科
学
室
及
薬
品
室
等
の
増
築
」
を
決
め
る（

（3
（

。
大

学
林
と
同
時
に
大
学
林
の
中
等
科
を
認
可
学
校
と
し
て

申
請
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
同
年

二
月
十
一
日
発
行
の
『
日
宗
新
報
』
は
、
こ
の
時
期
の

大
崎
の
状
況
を
「
大
崎
新
大
學
林
の
近
狀
」
と
題
し

て
、
講
堂
、
二
階
建
て
の
教
場
、
二
階
建
て
の
寄
宿
舎

二
棟
、
食
堂
、
浴
室
の
存
在
と
開
講
前
に
増
築
す
る
も

の
と
し
て
、
化
学
教
場
及
び
準
備
室
、
準
備
室
、
機
械

室
、
炊
事
場
を
目
下
工
事
中
と
報
告
し
て
い
る（

（3
（

。
こ

う
し
て
、
直
前
に
な
っ
て
増
築
し
た
校
舎
を
併
せ
、
一

九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
四
月
一
日
、
日
蓮
宗
大
学

林
は
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
学
校
と
し
て
こ
こ
谷
山
の

地
に
開
林
、
開
講
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
こ
で
、
日
蓮
宗
大
学
林
開
林
時
の
校
舎
の
様
子
を

先
の
絵
は
が
き
の
写
真
と
『
大
﨑
学
報
』
第
弐
輯
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
教
室
の
写
真
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

一
度
、
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
開
林
時
の
様
子
を

紹
介
す
る
際
、
筆
者
が
し
ば
し
ば
参
考
に
し
て
い
る
の

は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
五
月
に
発
行
の

『
日
宗
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
北
林
雪
仙
氏
に
よ
る

「
大
崎
大
學
林
參
觀
記
」
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
は
開
林
間
も

な
い
頃
に
谷
山
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
触
れ
た
記
事

で
あ
り
、
当
時
の
大
学
林
の
様
子
を
垣
間
見
さ
せ
て
く

れ
る
記
録
で
も
あ
る
。
少
々
長
い
引
用
と
な
る
が
、
当

時
の
校
舎
を
見
学
す
る
つ
も
り
で
、
北
林
氏
の
参
観
記

の
一
部
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

　
「
大
崎
街
道
か
ら
一
寸
左
に
折
れ
た
畦
道
を
過
て
、

胸
を
突
く
や
う
な
坂
を
登
り
き
る
と
、
カ
ラ
タ
チ
の
植

え
ら
れ
た
芝
の
築
地
が
二
丁
程
続
ひ
て
、
仮
門
に
日
蓮

宗
大
学
林
、
門
か
ら
建
物
ま
で
一
丁
玉
川
砂
利
が
布
を

洒
し
た
よ
う
に
布
か
れ
た
道
の
左
右
に
、
短
葉
松
が
行

儀
よ
く
並
で
、
躑
躅
椿
な
ぞ
時
の
花
が
麗
は
し
く
咲
て

ゐ
る
、
公
園
風
に
植
へ
ら
れ
た
樹
木
に
は
一
々
寄
附
者

の
名
が
立
札
に
し
て
あ
る
、
受
附
に
来
意
を
通
ず
る

と
、
二
階
の
賓
室
に
通
さ
れ
る
、
二
十
畳
ば
か
り
の
明
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る
い
室
で
ま
だ
装
飾
と
て
は
な
い
が
、
撥
條
付
き
の
椅

子
に
囲
ま
れ
た
卓
子
に
新
聞
雑
誌
が
二
三
種
オ
レ
ン
ヂ

色
の
カ
ー
テ
ン
を
捲
く
と
、
こ
れ
は
絶
景
、
田
圃
を
隔

て
て
御
殿
山
を
正
面
に
見
、
左
袖
が
崎
の
岡
か
ら
右
は

東
海
寺
森
ま
で
一
望
の
中
、
眼
の
下
を
汽
車
が
通
る
、」

「
教
場
の
模
様
は
高
等
師
範
に
よ
く
似
て
居
る
、
生
徒

用
の
机
は
一
人
一
脚
の
最
新
式
で
あ
る
…
…
（
中
略
）

…
…
図
書
教
室
は
殊
に
麗
し
く
設
備
も
十
分
で
あ
る
、

螺
旋
刑
の
梯
子
を
降
り
て
長
廊
下
を
傳
て
大
講
堂
に
入

る
、
是
は
食
堂
風
の
建
築
で
、
一
面
に
段
通
が
敷
き
つ

め
て
あ
っ
て
、
ベ
ン
チ
が
並
ん
で
ゐ
る
、
正
面
の
佛
壇

に
は
曼
荼
羅
と
祖
像
、
是
は
飯
高
談

（
マ
マ
）林
の
記
念
な
そ
う

な
、
堂
内
は
森
嚴
何
と
な
く
宏
壯
の
感
に
打
た
れ
る
、

其
後
方
が
理
科
教
室
の
一
棟
、
標
本
機
械
室
、
ま
だ
揃

て
は
お
ら
ぬ
が
人
躰
解
剖
模
型
や
石
、
塑
像
な
ぞ
が

壘
々
と
し
て
所
狭
き
ま
で
、
藥
品
室
を
通
り
ぬ
け
て
、

實
檢
室
、
前
方
は
低
く
後
列
は
高
く
傾
斜
を
な
し
た
教

室
で
、
後
列
の
者
に
も
試
驗
が
見
へ
る
や
う
に
謂
わ
ば

西
洋
の
劇
場
風
に
出
來
て
ゐ
る
、
凡
て
其
筋
規
定
の
通

り
設
備
間
然
す
と
こ
ろ
な
し
、
次
が
參
観
者
の
最
も
注

意
を
要
す
る
寄
宿
舎
惣
二
階
建
で
二
棟
、
各
室
の
障
子

は
悉
く
硝
子
を
用
ゐ
隅
か
ら
隅
ま
で
一
目
に
見
へ
る
や

う
に
な
つ
て
ゐ
る
、
疊
表
は
備
後
が
使
て
あ
る
一
室
八

疊
乃
至
十
二
疊
押
入
は
別
に
附
て
ゐ
る
一
室
四
人
乃
至

六
人
位
、
玉
火
蓋
の
瓦
斯
が
高
ひ
天
井
か
ら
下
つ
て
ゐ

る
…
…
（
中
略
）
…
…
示
さ
れ
た
校
舎
圖
か
ら
重
な
る

建
物
を
擧
れ
ば
、
講
堂
七
〇
坪
、
教
場
二
一
三
坪
（
二

階
建
）
寄
宿
舎
三
五
〇
坪
（
二
階
建
）
食
堂
四
〇
坪
、

炊
事
場
二
四
坪
、
化
學
教
場
四
〇
坪
、
浴
室
二
一
坪
、

廊
下
五
四
坪
…
…（

（3
（

」
先
に
挙
げ
た
『
大
学
林
設
立
成

功
報
告
書
』
で
の
中
檀
林
校
舎
の
記
録
と
数
値
が
異
な

る
部
分
が
あ
る
が
、
明
ら
か
に
異
な
る
の
は
、
増
築
し

た
化
学
教
場
（
＝
科
学
教
場
か
）
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

　

次
に
見
て
頂
き
た
い
の
は
、「
日
蓮
宗
大
学
裏
面
運

動
場
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
け
ら
れ
た
絵
は
が
き
で
あ

る
。
二
階
建
て
の
建
物
が
四
棟
写
っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
く
だ
ろ
う
。
大
学
林
設
立
時
の
建
築
物
は
、
先
に

挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
写
真
に
映
っ
て
い

る
校
舎
群
を
判
別
し
て
ゆ
く
と
、
左
奥
の
二
階
建
の
二

棟
は
寄
宿
舎
で
あ
り
、
右
奥
の
二
階
建
の
建
物
は
教
場

で
あ
る
。
正
面
中
央
の
平
屋
建
物
は
科
学
教
場
、
そ
の

左
は
お
そ
ら
く
食
堂
で
あ
る
。
中
央
奥
は
講
堂
で
あ
る

か
ら
、
残
る
二
階
建
の
建
築
物
、
つ
ま
り
、
写
真
の
右
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端
に
見
え
る
建
物
が
残
る
。
こ
の
建
築
物
は
一
体
何
だ

ろ
う
か
。
こ
の
建
物
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

年
に
新
た
に
増
築
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の

手
が
か
り
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
十
月
十

四
日
発
行
の
『
大
﨑
学
報
』
第
五
輯
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
記
事
で
あ
る
。

　
「
本
年
四
月
新
學
年
開
始
と
共
に
新
入
學
入
舎
生
増

加
食
堂
の
狭
隘
を
告
げ
同
月
四
日
工
を
起
こ
し
食
堂
の

一
隅
な
る
會
計
室
を
取
毀
ち
四
間
に
八
間
半
の
食
堂
を

擴
張
せ
り
續
て
七
月
十
一
日
よ
り
食
堂
に
接
せ
る
浴
室

を
後
庭
の
隅
に
離
隔
改
造
し
其
跡
に
會
計
室
及
書
記
室

の
二
階
建
一
棟
建
築
に
着
手
本
月
中
に
は
竣
工
の
筈
な

り
又
本
暑
中
休
課
を
機
と
し
寄
宿
舎
疊
表
替
、
戸
樟
子

の
繕
ひ
、
校
舎
全
部
の
防
腐
劑
塗
等
諸
般
の
修
繕
を
加

へ
た
り（

（3
（

」

　

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
学
生
が
増
え
て
校
舎
が
手

狭
に
な
っ
た
の
で
、
増
築
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
年
）
末
に
は
、
大
学
林
協
議
員

会
で
教
場
の
増
築
や
設
備
、
物
置
新
築
、
運
動
場
の
購

入
、
補
習
科
の
設
置
等
の
要
求
を
検
討
し
て
い
た
よ
う

で
あ
り（

（4
（

、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
五
月
開
催

の
第
三
宗
会
で
は
、
日
蓮
宗
大
学
林
の
学
則
を
改
正
、

名
称
も
日
蓮
宗
大
学
へ
の
変
更
を
決
定
し
、
大
学
林
校

舎
の
増
築
に
関
し
て
は
、
予
算
な
ど
の
点
に
お
い
て
意

見
が
分
か
れ
た
も
の
の
、
結
局
、
校
舎
の
補
修
や
増
築

が
認
め
ら
れ
た
。
日
蓮
宗
大
学
林
は
、
開
林
の
三
年
後

の
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
四
月
に
日
蓮
宗
大
学
と

改
称
し
、
研
究
院
、
本
科
、
予
科
、
中
等
科
、
予
修
科

と
組
織
替
え
を
行
っ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

さ
て
、
そ
う
な
る
と
こ
の
絵
は
が
き
の
写
真
は
、
一

九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
日
蓮

宗
大
学
林
、
あ
る
い
は
日
蓮
宗
大
学
の
姿
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
他
の
現
存
す
る
写
真
を
見
る
と
、
日
蓮
宗

大
学
で
は
、
さ
ら
に
体
育
場
な
ど
の
施
設
ら
し
き
も
の

が
写
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
、
校
舎
の

増
築
や
拡
張
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
ら
の
初
期
の
校
舎
は
、
一
九
一
六
（
大
正

五
）
年
三
月
八
日
の
夜
、
予
科
の
二
階
建
教
場
か
ら
出

火
し
た
火
災
に
よ
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
校
舎
が
焼
失
す
る

と
い
う
大
惨
事
を
被
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。

　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
二
月
現
在
、
立
正
大
学

は
、
新
校
舎
（
十
三
号
館
）
を
建
築
中
で
あ
る
。
竣
工

の
際
に
新
築
記
念
の
絵
は
が
き
が
発
行
さ
れ
る
か
は
不

明
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
現
在
、
立
正
大
学
に

は
日
蓮
宗
大
学
林
時
代
か
ら
現
存
し
て
い
る
建
造
物
は

存
在
し
な
い
。
た
だ
、
日
蓮
宗
大
学
時
代
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
十
三
）
年
五
月
十
五
日
に
創
立
記
念
陸
上
運

動
会
、
正
門
新
道
開
通
式
、
正
門
捧
献
式
、
図
書
館
敷

地
地
鎮
祭
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
た
際
、
浅
草
本
覚
寺

住
職
智
鳳
院
日
透
（
沖
日
透
）
の
喜
捨
に
よ
っ
て
作

製
、
設
置
さ
れ
た
石
燈
籠
が
、
こ
の
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
、
谷
山
ケ
丘
で
本
学
を
見
つ
め
続
け
て
い
る
の
み

で
あ
る（

（4
（

。

（
謝
辞�

）
本
稿
の
執
筆
に
関
し
て
、
史
料
収
集
や
解
釈
の

点
で
専
門
員
の
佐
藤
研
一
氏
の
御
世
話
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

註（
1
）	

石
山
秀
和
「
立
正
大
学
の
新
校
舎
の
竣
工
―
絵
は
が

き
二
枚
か
ら
の
紹
介
―
」『
立
正
大
学
史
紀
要
』
第
四

号　

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
三
月
二
五
日　

一
〇
七
～
一
〇
八
頁
。

（
2
）	

石
山
秀
和
「
立
正
大
学
の
新
校
舎
の
竣
工
―
絵
は
が

き
二
枚
か
ら
の
紹
介
―
」
一
〇
八
頁
。

（
3
）	「
五
月
十
七
日
に
立
正
大
学
と
改
称
認
可
さ
れ
、
十

九
日
午
後
一
時
に
講
堂
で
昇
格
認
可
報
告
式
は
行
わ

れ
た
」『
月
刊
宗
報
』
第
九
十
号 

日
蓮
宗
宗
務
院　

一

九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
六
月
十
日
発
行　

二
二
頁
。

（
4
）	「
大
学
昇
格
・
創
立
二
十
年
・
新
築
落
祝
賀
会
」
は
、

十
五
日
は
祝
賀
会
、
十
六
日
は
講
演
会
、
十
七
日
は

運
動
各
部
大
会
、
十
八
日
が
全
国
大
中
学
雄
弁
大
会

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
宗
宗
務
院
『
月
刊
宗
報
』

第
九
十
一
号　

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
七
月
十

日
発
行　

三
六
～
三
八
頁
。「
母
校
た
よ
り
」『
大
崎
學

報
』
第
六
六
號　

立
正
大
学
同
窓
会　

一
九
二
五

（
大
正
十
四
）
年
三
月　

一
九
〇
頁
。

（
5
）	『
月
刊
宗
報
』
第
九
十
一
号　

日
蓮
宗
宗
務
院 

一
九

二
四
（
大
正
十
三
）
年
七
月
十
日
発
行　

三
六
～
三
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八
頁
、「
母
校
た
よ
り
」『
大
崎
學
報
』
第
六
六
號　

立

正
大
学
同
窓
会　

一
九
二
四
（
大
正
十
四
）
年
三
月　

一
九
〇
頁
。

（
6
）	『
月
刊
宗
報
』
第
八
十
五
号　

日
蓮
宗
宗
務
院　

一

九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
一
月
十
日
発
行　

二
〇
頁
。

（
7
）	『
月
刊
宗
報
』
第
八
十
六
号　

日
蓮
宗
宗
務
院　

一

九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
二
月
十
日
発
行　

五
頁
。

（
8
）	『
月
刊
宗
報
』
第
八
十
七
号　

日
蓮
宗
宗
務
院　

一

九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
三
月
十
日
発
行　

一
六
頁
。

	

　

当
号
に
は
、
校
舎
新
築
状
況
と
題
し
た
部
分
に
、

「
一
月
二
十
一
日
上
棟
式
を
挙
行
せ
る
増
築
校
舎
は
其

後
内
部
工
事
を
進
捗
し
て
壁
塗
及
床
張
を
終
り
目
下

窓
取
附
中
に
て
四
月
新
学
年
よ
り
は
大
学
校
舎
と
し

て
使
用
し
得
る
見
込
確
実
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
際
、
新
校
舎
の
設
計
設
備
に
は
特
に
満
足

な
る
旨
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
二
四

（
大
正
十
三
）
年
六
月
十
日
発
行
の
『
日
宗
月
報
』
で

は
「
従
来
の
木
造
校
舎
に
て
は
狭
隘
を
感
じ
、
昨
年

以
来
建
築
中
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
新
校
舎
も
内
部

稍
工
事
竣
功
せ
る
を
以
て
四
月
十
四
日
よ
り
大
学
部

は
新
校
舎
に
て
授
業
を
開
始
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
四
月
ま
で
に
周
囲
を
含
む
全
体
の
完

成
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
蓮

宗
宗
務
院
『
月
刊
宗
報
』
第
九
十
号　

一
九
二
四

（
大
正
十
三
）
年
六
月
十
日
発
行　

二
十
二
頁
。

	

　

さ
ら
に
、
当
時
、
学
生
で
あ
っ
た
相
原
氏
が
、
昇

格
記
念
冊
子
と
し
て
発
刊
し
た
『
希
望
と
回
顧
』
の

表
紙
裏
に
当
時
の
様
子
を
記
し
て
お
り
（
立
正
大
学

史
料
編
纂
室
に
て
コ
ピ
ー
を
所
蔵
）、
そ
こ
に
は
、

「
我
々
が
学
部
生
と
な
り
昇
格
が
実
現
さ
れ
た
。
校
舎

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
良
い
が
窓
が
ま
だ
で
き
て
ゐ
な

く
、
簾
を
下
ろ
し
て
雨
を
よ
け
乍
ら
講
義
を
聴
い
た

も
の
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
早

川
誠
氏
が
『
立
正
大
學
學
園
新
聞
』vol.120　

三
頁　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
月
一
日
発
行
、
で
紹

介
し
て
い
る
。

	

　

蛇
足
で
あ
る
が
、
も
し
六
月
十
五
日
の
落
成
祝
賀

会
で
新
校
舎
の
写
真
入
り
絵
は
が
き
を
配
布
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
絵
は
が
き
作
製
上
の
都
合
か
ら
、
撮

影
日
を
校
舎
や
周
囲
の
整
地
が
完
全
に
整
う
ま
で
延

ば
す
こ
と
が
出
来
ず
、
新
校
舎
が
あ
る
程
度
完
成
し

た
所
で
撮
影
を
行
い
、
絵
は
が
き
作
製
に
取
り
か
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
推
察
し
て
い
る
の
だ
が
、
実

際
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
9
）	「
母
校
た
よ
り
」『
大
崎
學
報
』
第
六
六
號　

立
正
大

学
同
窓
会 

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
三
月
十
日　

一
八
九
頁
。

（
10
）	

立
正
大
学
史
料
編
纂
室
で
は
、
今
年
度
、「
大
学
校

舎
」
と
「
中
学
校
舎
」
そ
し
て
「
来
賓
室
」
の
写
真

を
利
用
し
、
紙
の
外
袋
に
は
「
立
正
大
学
絵
は
が
き
」

と
印
刷
さ
れ
た
三
枚
組
の
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
を
入
手

し
た
。
こ
の
セ
ッ
ト
に
は
、
立
正
大
学
基
金
一
百
万
人

会
総
裁　

管
長　

大
僧
正　

磯
野
日
筵
の
名
に
よ
る
、

昇
格
認
可
に
あ
た
り
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
状
が
封
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
枚
の
絵
は
が竣工後、大学の銘板も入れられ、各部分とも整った時点での新校舎
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き
セ
ッ
ト
の
内
訳
が
、
後
代
の
も
の
と
入
れ
替
わ
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
当
時
の
物
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
、
こ
の
絵
は
が
き
に
用
い
ら
れ
て
い
る
写
真
は
、

新
校
舎
が
落
成
し
、
周
囲
の
工
事
ま
で
完
了
し
た
後
に

撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
て
お
き
た
い
。

（
11
）	

こ
の
校
舎
の
写
真
は
、
立
正
大
学
に
現
存
す
る
数
少

な
い
初
期
の
写
真
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
大
学
を
紹

介
す
る
際
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
四
月
十
一
日
発
行
の

『
日
宗
新
報
』
革
新
三
百
七
輯　

創
立
八
百
八
十
三
號

に
は
「
日
蓮
宗
大
学
林
開
林
式
記
念
写
真
」「
校
舎
の

正
面
の
写
真
」「
日
蓮
宗
大
学
林
設
立
委
員
会
の
写
真
」

の
三
点
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
写
真
と
も
違

う
も
の
で
あ
る
。
開
林
時
の
写
真
と
し
て
確
実
な
の

は
、
こ
の
『
日
宗
新
報
』
の
方
で
あ
る
。
た
だ
、『
大

學
林
設
立
成
功
報
告
書
』
に
は
、
大
学
林
の
開
林
式

の
費
用
の
一
部
と
し
て
大
学
林
写
真
二
千
枚
の
記
載

が
あ
る
の
で
、『
日
宗
新
報
』
に
載
っ
て
い
る
大
学
林

の
写
真
、
あ
る
い
は
、
本
稿
で
紹
介
し
て
い
る
写
真

が
開
林
式
に
配
布
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
12
）	『
大
﨑
学
報
』
第
一
号　

日
蓮
宗
大
学
林
同
窓
会　

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
十
二
月
発
行
。

（
13
）	『
大
﨑
学
報
』
第
六
号　

日
蓮
宗
大
学
同
窓
会　

一

九
〇
四
（
明
治
四
十
）
年
六
月
三
十
日
発
行　

百
〇

九
～
百
十
一
頁
。

（
14
）	『
大
﨑
学
報
』
第
六
号　

日
蓮
宗
大
学
同
窓
会　

一

九
〇
四
（
明
治
四
十
）
年
六
月
三
十
日
発
行　

百
十

一
頁
。

（
15
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
四
八
三
輯　

創
立
一
〇
五
九
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
三
月

一
日
発
行　

二
十
三
頁
。

（
16
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
四
八
三
輯　

創
立
一
〇
五
九
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
三
月

一
日
発
行　

二
十
三
頁
。

（
17
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
五
三
三
輯　

創
立
一
一
〇
九
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
七
月

二
十
一
日
発
行　

十
八
頁
。

（
18
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
五
三
三
輯　

創
立
一
一
〇
九
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
七
月

二
十
一
日
発
行　

十
八
頁
。

（
19
）	

絵
は
が
き
の
始
ま
り
は
、
郵
便
制
度
上
、
私
製
の
紙

片
（
私
製
は
が
き
）
を
用
い
て
は
が
き
が
送
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
の
郵
便

法
規
則
の
改
正
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
起
こ
っ
た
絵
は
が
き

ブ
ー
ム
の
嚆
矢
は
、
逓
信
省
が
発
行
し
た
官
製
絵
は

が
き
で
あ
っ
た
。「
絵
葉
書
の
誕
生
」『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

レ
タ
ー
』
N
o
，19
学
習
院
大
学
史
料
館　

二
〇
一
二

（
平
成
二
十
四
）
年
四
月
五
日
発
行　

三
頁
。

（
20
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
九
八
輯　

六
七
四
號　

日
宗
新

報
社　

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
七
月
八
日
発

行　

二
十
二
～
二
十
三
頁　

新
築
費
は
、
学
区
内
寺

院
よ
り
支
出
と
し
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年

五
月
ま
で
の
五
年
間
を
期
限
と
す
る
旨
、
決
定
さ
れ

て
い
る
。

（
21
）	

第
一
学
区
中
檀
林
の
建
設
経
緯
、
特
に
池
上
本
門
寺

に
あ
っ
た
第
一
学
区
中
檀
林
の
火
災
の
後
、
当
中
檀

林
新
築
へ
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、『
立
正
大
学
の
百
四

十
年
』
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を

参
照
願
い
た
い
。『
立
正
大
学
の
百
四
十
年
』
学
校
法

人
立
正
大
学
学
園　

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年　

五
十
六
～
五
十
七
頁
。

（
22
）	「
…
…
委
員
會
を
芝
區
二
本
榎
町
川
合
氏
宅
に
て
開

く
べ
く
電
報
を
發
し
た
り
し
に
脇
田
、
津
田
、
前
田
、

本
橋
、
伊
奈
、
酒
井
、
黒
澤
等
の
諸
師
相
会
し
更
に

實
地
を
見
分
し
「
第
一
學
區
中
檀
林
新
築
敷
地
」
と

大
書
き
せ
る
標
木
を
建
て
た
り
」『
日
宗
新
報
』
革
新

二
一
六
輯　

創
立
七
九
二
號　

日
宗
新
報
社　

一
九

〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
十
月
十
八
日
発
行　

二
十

一
頁
。

（
23
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
二
一
六
輯　

創
立
七
九
二
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
十
月

十
八
日
発
行　

二
十
一
頁
。

（
24
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
二
四
二
輯　

創
立
八
一
八
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
七
月

七
日
発
行　

十
五
頁
。

（
25
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
二
四
九
輯　

創
立
八
二
五
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
九
月

十
五
日
発
行　

二
十
一
～
二
十
三
頁
。

（
26
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
二
五
一
輯　

創
立
八
二
七
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
十
月

六
日
発
行　

二
十
六
頁
、『
日
宗
新
報
』
革
新
二
五
三

輯　

創
立
八
二
九
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
二

（
明
治
三
十
五
）
年
十
月
二
十
七
日
発
行　

二
十
二
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頁
。

（
27
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
二
五
六
輯　

創
立
八
三
二
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
十
一

月
十
七
日
発
行　

十
七
頁
、『
日
宗
新
報
』
革
新
二
五

七
輯　

創
立
八
三
三
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
二

（
明
治
三
十
五
）
年
十
一
月
二
十
四
日
発
行　

一
八

頁
。

（
28
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
二
七
七
輯　

創
立
八
五
三
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
六
月

十
六
日
発
行　

二
～
二
五
頁
。
な
お
、
甲
部
の
質
疑

の
中
で
、
大
学
林
の
名
称
の
所
以
を
問
わ
れ
、
原
案

起
草
時
、
日
宗
大
学
、
大
檀
林
、
大
学
林
の
三
案
が

あ
っ
た
が
、
起
草
委
員
の
多
数
決
に
よ
り
大
学
林
に

決
め
た
旨
の
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
四
頁
。

（
29
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
二
七
九
輯　

創
立
八
五
五
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
七
月

七
日
発
行　

十
七
～
二
五
頁
。

（
30
）	「
第
一
學
區
中
檀
林
と
し
て
新
築
せ
る
荏
原
郡
大
崎

村
の
校
舎
は
學
區
大
會
に
於
い
て
満
場
一
致
拍
手
勸

呼
の
裡
に
宗
門
に
貢
献
し
、
…
…
中
略
…
…
壮
麗
な
る

六
百
餘
坪
の
校
舎
は
去
十
九
日
を
以
て
全
部
落
成
せ

り
」『
日
宗
新
報
』
革
新
二
八
四
輯　

八
六
〇
號　

日

宗
新
報
社　

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
八
月
二

十
五
日
発
行　

一
八
頁
。

	

　

中
檀
林
か
ら
大
学
林
へ
の
遷
移
を
端
的
に
記
し
て

い
る
史
料
は
、
第
一
学
区
寺
院
総
代
・
中
檀
林
長
で

あ
っ
た
久
保
田
日
亀
が
脇
田
堯
惇
に
宛
て
た
感
謝
状

で
あ
ろ
う
（
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
四
月
一

日
付
）。『
立
正
大
学
の
一
二
〇
年
』
の
十
五
頁
に
は
、

感
謝
状
そ
の
も
の
が
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
立
正

大
学
の
一
二
〇
年
』
学
校
法
人
立
正
大
学
学
園　

一

九
九
二
（
平
成
四
）
年
。

（
31
）	『
大
学
林
設
立
成
功
報
告
書
』
大
学
林
設
立
実
行
委

員
会　

委
員
長　

脇
田
堯
惇　

明
治
三
十
七
年
四
月

四
日
、
管
長
、
大
僧
正
で
あ
る
久
保
田
日
亀
宛
て
の

冊
子
。
な
お
、『
立
正
大
学
史
紀
要
』
創
刊
号
（
二
〇

一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
三
月
二
十
五
日
発
行
）、
五

九
～
六
七
頁
に
翻
刻
史
料
と
し
て
そ
の
全
部
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

（
32
）	『
大
学
林
設
立
成
功
報
告
書
』
十
～
十
一
頁
。

（
33
）	「
尚
ほ
中
等
科
を
し
て
文
部
省
の
認
定
を
得
て
認
可

学
校
と
成
さ
ん
た
め
昨
三
十
六
年
十
二
月
委
員
會
決

議
條
件
第
七
の
決
議
を
變
更
し
て
化
學
教
場
及
薬
品

室
二
棟
を
増
築
す
る
事
に
改
め
目
下
工
事
中
」『
日
宗

新
報
』
革
新
二
九
九
輯　

創
立
八
七
五
號　

日
宗
新

報
社　

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
一
月
二
十
一

日
発
行　

二
十
六
頁
。

（
34
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
三
〇
一
輯　

創
立
八
七
七
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
二
月

十
一
日
発
行　

三
十
～
三
十
一
頁
。

（
35
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
三
〇
七
輯　

創
立
八
八
三
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
四
月

十
一
日
発
行　

二
十
六
～
二
十
九
頁
。

	

文
部
省
告
示
第
八
十
一
號
「
東
京
府
東
京
市
芝
区
私

立
日
蓮
宗
大
檀
林
同
府
荏
原
郡
池
上
村
私
立
日
蓮
宗

第
一
學
區
中
檀
林
山
梨
県
甲
府
市
私
立
日
蓮
宗
第
二

學
區
中
檀
林
及
京
都
府
上
京
區
私
立
日
蓮
宗
第
三
學

區
中
檀
林
ヲ
合
併
シ
テ
東
京
府
荏
原
郡
大
崎
村
ニ
私

立
日
蓮
宗
大
学
林
ヲ
設
置
シ
且
京
都
府
京
都
市
上
京

區
ニ
高
等
科
第
一
部
ノ
教
場
ヲ
置
キ
明
治
三
十
七
年

四
月
一
日
ヨ
リ
専
門
学
校
令
ニ
依
ル
ノ
件
認
可
セ
リ　

明
治
三
十
七
年
四
月
二
日　

文
部
大
臣　

久
保
田
譲
」

『
官
報
』
第
六
千
二
百
二
十
三
號　

明
治
三
十
七
年
四

月
二
日
。

（
36
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
三
一
〇
輯　

創
立
八
八
六
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
五
月

十
一
日
発
行　

十
三
～
十
五
頁
。
拙
稿
「
谷
山
ケ
丘

の
学
び
舎
か
ら
」『
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
の
栞
』
第

二
号　

立
正
大
学
史
料
編
纂
室　

二
〇
一
六
（
平
成

二
十
八
）
年
一
月
五
日
発
行
。

（
37
）	『
日
宗
新
報
』
革
新
三
一
〇
輯　

創
立
八
八
六
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
五
月

十
一
日
発
行　

十
三
～
十
五
頁
。

（
38
）	

こ
の
報
告
書
に
は
、
大
学
林
図
面
製
作
費
と
し
て
金

十
三
円
と
の
記
録
も
あ
る
の
で
、
大
学
林
開
林
時
の

図
面
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
現
時

点
で
立
正
大
学
に
当
図
面
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
建

物
の
配
置
な
ど
の
基
本
的
な
調
査
す
ら
困
難
を
極
め

る
。

（
39
）	『
大
﨑
学
報
』
第
五
輯　

日
蓮
宗
大
学
同
窓
会　

一

九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
十
月
十
四
日
発
行　

七

十
七
頁
。
五
月
の
『
日
宗
新
報
』
に
は
、
新
入
生
が

多
く
、
寄
宿
舎
は
満
員
、
食
堂
も
狭
隘
に
な
っ
た
の

で
、
会
計
室
を
取
り
払
っ
て
食
堂
を
拡
張
し
た
旨
が
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報
告
さ
れ
て
い
る
。『
日
宗
新
報
』
革
新
三
八
一
輯　

創
立
九
五
七
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
六
（
明
治

三
十
九
）
年
五
月
三
日
発
行　

十
八
〜
十
九
頁
。

（
40
）『
日
宗
新
報
』
革
新
三
八
〇
輯　

創
立
九
五
六
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
四
月

二
十
三
日
発
行　

二
十
二
頁
。
第
三
宗
会
の
議
題
、

原
案
は
、『
日
宗
新
報
』
革
新
三
八
三
輯　

創
立
九
五

九
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

年
五
月
二
十
一
日
発
行
、
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）『
日
宗
新
報
』
革
新
三
八
四
輯　

創
立
九
六
〇
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
六
月

一
日
発
行　

八
〜
十
七
頁
、『
日
宗
新
報
』
革
新
三
八

五
輯　

創
立
九
六
一
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
〇
六

（
明
治
三
十
九
）
年
六
月
十
一
日
発
行　

三
〜
九
頁
。

（
42
）「
高
臺
の
事
と
て
水
利
不
便
な
る
爲
め
手
を
下
す
に

由
な
く
遂
に
二
階
建
教
場
一
棟
、
寄
宿
舎
二
棟
、
講

堂
、
図
書
室
、
化
學
室
、
生
徒
控
所
、
受
附
、
事
務

室
及
び
食
堂
の
十
棟
を
烏
有
に
帰
し
…
…
」「
日
蓮
宗

大
學
全
焼
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
六
（
大
正
十
五
）

年
三
月
九
日　

朝
刊　

五
頁
。『
日
宗
新
報
』
で
は
、

よ
り
正
確
と
思
わ
れ
る
実
情
を
報
告
し
て
い
る
。
以

下
参
照
の
こ
と
。「
出
火
は
、
三
月
八
日
午
後
八
時
前

後
場
所
は
教
室
の
南
寄
二
階
の
中
等
科
二
年
と
中
等

科
四
年
と
の
教
室
の
間
な
り
、
出
火
の
原
因
は
今
日

尚
不
明
な
り
、
…
…
（
中
略
）
…
…
新
教
室
、
會
計
事

務
所
柔
道
部
水
事
場
を
除
き
全
部
焼
失
せ
り
。」『
日
宗

新
報
』
革
新
八
〇
一
輯　

創
立
一
三
七
七
號　

日
宗

新
報
社　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
八
日
発
行　

三
頁
。

（
43
）『
日
宗
新
報
』
革
新
五
三
一
輯　

創
立
一
一
〇
七
號　

日
宗
新
報
社　

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
七
月

一
日
発
行　

二
十
三
頁
、「
史
料
編
纂
室
だ
よ
り　

第

八
回　

本
学
の
歴
史
を
見
つ
め
続
け
る
石
灯
籠
」『
立

正
大
學
學
園
新
聞
』vol.133　

二
〇
一
六
（
平
成
二
十

八
）
年
四
月
一
日
発
行
。

2019（令和元）年10月撮影の灯籠
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平
成
三
十
年
度 

史
料
編
纂
室
業
務
記
録
（
抄
）

月
　
日

業
務
・
行
事

内
　
容

　
4
月

4
月
1
日
㈰

入
学
式
展
示
（
第
4
回
目
）
【
テ
ー
マ
】
品
川
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
校
舎
変
遷
パ
ネ
ル
の
展
示
と
各
種
資

料
の
配
布

於
：
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
1
階
正
面
入
口
左
脇

来
展
者
合
計
約
160
名

4
月
1
日
㈰

展
示
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
写
真

で
見
る
立
正
大
学
の
歴
史
』

配
布
開
始

【
内　

容
】
展
示
を
補
助
す
る
内
容
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

4
月
19
日
㈭

第
１
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

新
年
度
の
体
制
や
業
務
分
担
に
つ
い
て

等

4
月
20
日
㈮

「
編
纂
室
だ
よ
り
」
第
16
回

（『
立
正
大
学
学
園
新
聞
』連
載
）
【
タ
イ
ト
ル
】「
大
学
広
報
誌
の
変
遷
⑦

～
『
立
正
大
学
学
生
新
聞
』
へ
の
改
称

～
」（
第
141
号
）

4
月
25
日
㈬

第
1
回　

専
門
委
員
会

立
正
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会

（
規
程
等
）
に
つ
い
て
等

　
5
月

5
月
17
日
㈭

第
2
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

運
営
委
員
会
、
講
習
会
、
体
験
講
座
に

つ
い
て
等

5
月
30
日
㈬

第
1
回　

大
学
史
料
編
纂
室

運
営
委
員
会

平
成
30
年
度
事
業
計
画
、
平
成
29
年
度

事
業
報
告

於
：
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
館
1
階
第

4
会
議
室
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ゲ
ー
ト

プ
ラ
ザ
3
階
第
1
会
議
室【
遠
隔
利
用
】

月
　
日

業
務
・
行
事

内
　
容

５
月
30
日
㈬

第
2
回　

専
門
委
員
会

『
立
正
大
学
百
五
十
年
史
』
の
執
筆
分

担
に
つ
い
て
等

５
月
31
日
㈭

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東

日
本
部
会
二
〇
一
八
年
度
総

会
出
席

【
内　

容
】
総
会
、
東
日
本
部
会
創
立

30
周
年
記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

情
報
交
換
会

於
：
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
6
月

6
月
14
日
㈭

第
3
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

体
験
講
座
、
講
習
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
展
示
に
つ
い
て
等

　
7
月
～
8
月

7
月
1
日
㈰

「
編
纂
室
だ
よ
り
」
第
17
回

（『
立
正
大
学
学
園
新
聞
』連
載
）
【
タ
イ
ト
ル
】「
大
学
広
報
誌
の
変
遷

（
最
終
回
）
～
『
立
正
大
学
学
生
新
聞
』

復
刊
ま
で
の
道
の
り
～
」（
第
142
号
）

7
月
6
日
㈮

第
5
回　

大
学
史
料
編
纂
室

主
催
講
習
会
開
催

【
テ
ー
マ
】「
国
士
舘
百
年
史
編
纂
を
巡

っ
て
」

【
講　

師
】
熊
本
好
宏
氏
（
国
士
舘
史

資
料
室
専
門
員
）

於
：
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号

館
4
階
第
7
会
議
室
（
Ｂ
）

合
計
19
名
（
他
大
学
・
企
業
の
年
史
編

纂
関
係
者
含
む
）
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月
　
日

業
務
・
行
事

内
　
容

7
月
6
日
㈮

大
学
史
料
編
纂
室
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
体
験
講
座
（
第
3
回
）
【
内
容
】
第
1
部　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
つ
い
て
、
立
正
大
学

の
歴
史
に
つ
い
て
、
第
2
部　

見
学

（
収
蔵
庫
・
保
管
庫
）・
史
料
出
納
、
第

3
部　

編
纂
室
主
催
講
習
会
の
聴
講

於
：
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

RiLLCom

ほ
か

【
参
加
者
】
合
計
3
名

7
月
12
日
㈭

第
4
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
学
園
新
聞

執
筆
に
つ
い
て
等

7
月
12
日
㈭
～

8
月
21
日
㈫

学
長
政
策
費
申
請
事
業
「
史

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

劣
化
貴
重
史
料
9
9
9
8
コ
マ
の
写
真

撮
影

7
月
22
日
㈰

8
月
5
日
㈰

8
月
11
日
㈯

8
月
12
日
㈰

8
月
18
日
㈯

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

写
真
展
開
催

【
テ
ー
マ
】「
写
真
で
見
る
立
正
大
学
の

歴
史
」「
本
学
関
係
者
の
色
紙
展
示
」

来
展
者
数
：
7
／
22
（
品
川
）
61
名
、

8
／
5
（
熊
谷
）
160
名
、
8
／
11
（
品

川
）
108
名
、
8
／
12
（
品
川
）
182
名
、

8
／
18
（
熊
谷
）
87
名

7
月
25
日
㈬

立
正
大
学
百
五
十
年
史
編
纂

委
員
会
規
程
施
行

8
月
5
日
㈰

第
1
回　

史
料
調
査
出
張

本
学
熊
谷
図
書
館

8
月
8
日
㈬

第
3
回　

専
門
委
員
会

立
正
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
規

程
・
執
筆
に
つ
い
て
等

8
月
23
日
㈭

第
5
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

企
画
展
、
学
園
新
聞
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
等

月
　
日

業
務
・
行
事

内
　
容

　
9
月

9
月
13
日
㈭

第
6
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
企
画
展
、

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
執
筆
に
つ
い
て
等

　
10
月

10
月
1
日
㈪

「
編
纂
室
だ
よ
り
」
第
18
回

（『
立
正
大
学
学
園
新
聞
』連
載
）
【
タ
イ
ト
ル
】「
石
橋
湛
山
学
長
の
年
賀

状
」（
第
143
号
）

10
月
18
日
㈭

第
7
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
展
示
に
つ
い
て
等

10
月
26
日
㈮

第
5
回　

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
実
施

【
聞
き
取
り
対
象
者
】
山
下
正
治
氏

（
本
学
名
誉
教
授
）

於
：
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
役
員

応
接
室

　
11
月

11
月
3
日
㈯

「
平
成
30
年
度
「
校
友
の
集

い
」
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

in
橘
花
祭
」

「
色
紙
に
見
る
立
正
大
学
の
歴
史
」（
パ
ネ

ル
展
示
）
な
ら
び
に
各
種
資
料
の
配
布

於
：
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
9
号

館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

来
展
者
：
卒
業
生
、（
元
）教
職
員
が
230

名
以
上
来
展

11
月
15
日
㈭

第
8
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

企
画
展
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
、
紀
要
に

つ
い
て
等
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月
　
日

業
務
・
行
事

内
　
容

　
12
月

12
月
5
日
㈬

第
2
回　

大
学
史
料
編
纂
室

運
営
委
員
会

平
成
31
年
度　

事
業
計
画
（
案
）、
予

算
（
案
）
に
つ
い
て

於
：
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
11
号
館
8
階
第

6
会
議
室
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ゲ
ー
ト

プ
ラ
ザ
3
階
第
1
会
議
室【
遠
隔
利
用
】

12
月
13
日
㈭

第
9
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

対
応
の
基
準
に
つ
い
て
等

　
1
月

1
月
10
日
㈭

「
編
纂
室
だ
よ
り
」
第
19
回

（『
立
正
大
学
学
園
新
聞
』連
載
）
【
タ
イ
ト
ル
】「
立
正
大
学
創
立
記
念
日

の
由
縁
」

1
月
21
日
㈪
～

2
月
28
日
㈭

大
学
史
料
編
纂
室
企
画
展

「
ス
ポ
ー
ツ
に
見
る
立
正
大

学
の
歴
史
」
を
開
催

【
テ
ー
マ
】「
ス
ポ
ー
ツ
に
見
る
立
正
大

学
の
歴
史
」

於
：
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
9
号
館
1
階
大

学
史
料
編
纂
室
常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス

　
2
月

2
月
28
日
㈭

第
10
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

運
営
委
員
会
に
つ
い
て
、
入
学
式
展
示

に
つ
い
て
等

　
3
月

3
月
1
日
㈮
～

4
月
12
日
㈮

大
学
史
料
編
纂
室
企
画
展

「
ス
ポ
ー
ツ
に
見
る
立
正
大

学
の
歴
史
」
を
延
長
開
催

【
テ
ー
マ
】「
ス
ポ
ー
ツ
に
見
る
立
正
大

学
の
歴
史
」

於
：
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
9
号
館
1
階
大

学
史
料
編
纂
室
常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス

月
　
日

業
務
・
行
事

内
　
容

3
月
8
日
㈮

第
3
回　

大
学
史
料
編
纂
室

運
営
委
員
会

平
成
30
年
度 

事
業
報
告
（
案
）
に
つ

い
て
等

於
：
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
館
1
階
第

4
会
議
室

3
月
14
日
㈭

第
11
回　

大
学
史
料
編
纂
室

会
議

新
年
度
の
業
務
分
担
に
つ
い
て
等

3
月
25
日
㈪

『
立
正
大
学
史
紀
要
』
第
4

号
発
行
、『
立
正
大
学
史
料

編
纂
室
の
栞
』（
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
）
発
行

3
月
26
日
㈫

平
成
30
年
度　

第
2
回　

史

料
調
査
出
張

於
：
一
般
社
団
法
人
日
本
建
築
学
会
図

書
館

３
月
26
日
㈫

他
大
学
見
学

於
：
武
蔵
学
園
記
念
室

３
月
27
日
㈬

平
成
30
年
度　

第
3
回　

史

料
調
査
出
張

於
：
金
谷
山
大
明
寺
資
料
室

３
月
29
日
㈮

史
料
編
纂
室
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

シ
ス
テ
ム
導
入
・
構
築
作
業

完
了

３
月
29
日
㈮

他
大
学
見
学

於
：
立
教
学
院
展
示
館
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令
和
元
年
度
　
立
正
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
一
覧

委  
員  
長　
　

吉
川　
　

洋
（
学
長
）

副
委
員
長　
　

野
沢　

佳
美
（
大
学
史
料
編
纂
室
長
）

委　
　

員　
　

望
月　

兼
雄
（
理
事
長
）

委　
　

員　
　

宮
川　

幸
三
（
大
学
史
料
編
纂
室
担
当
副
学
長
）

委　
　

員　
　

大
場　

一
人
（
付
属
中
学
・
高
等
学
校
長
）

委　
　

員　
　

寺
尾　

英
智
（
学
長
指
名
委
員
）

委　
　

員　
　

鈴
木　

厚
志
（
学
長
指
名
委
員
）

委　
　

員　
　

早
川　
　

誠
（
学
識
を
有
す
る
教
職
員
）

委　
　

員　
　

平　

伊
佐
雄
（
学
識
を
有
す
る
教
職
員
）

委　
　

員　
　

川
上　
　

優
（
大
学
事
務
局
長
）

委　
　

員　
　

伊
東　
　

肇
（
大
学
副
局
長
）

委　
　

員　
　

栗
田
美
千
也
（
学
長
室
部
長
）

委　
　

員　
　

河
井　

宏
幸
（
大
学
史
料
編
纂
課
長
）

令
和
元
年
度 

立
正
大
学
百
五
十
年
史
編
集
委
員
会
委
員
一
覧

野
沢　

佳
美
（
大
学
史
料
編
纂
室
長
・
文
学
部
教
授
）

寺
尾　

英
智
（
仏
教
学
部
教
授
）

本
間　

俊
文
（
仏
教
学
部
専
任
講
師
）

石
山　

秀
和
（
文
学
部
准
教
授
）

平　

伊
佐
雄
（
経
済
学
部
准
教
授
）

早
川　
　

誠
（
法
学
部
教
授
）

清
水　

海
隆
（
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

鈴
木　

厚
志
（
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）

河
井　

宏
幸
（
大
学
史
料
編
纂
課
長
）

本
岡　

拓
哉
（
大
学
史
料
編
纂
課
員
）

令
和
元
年
度
　
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
運
営
委
員
一
覧

編
纂
室
長　
　

野
沢　

佳
美
（
文
学
部
教
授
）

委　
　

員　
　

安
中　

尚
史
（
仏
教
学
部
教
授
）

委　
　

員　
　

石
山　

秀
和
（
文
学
部
准
教
授
）

委　
　

員　
　

平　

伊
佐
雄
（
経
済
学
部
准
教
授
）

委　
　

員　
　

佐
藤　

一
義
（
経
営
学
部
教
授
）

委　
　

員　
　

早
川　
　

誠
（
法
学
部
教
授
）

委　
　

員　
　

溝
口　
　

元
（
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

委　
　

員　
　

吉
岡　
　

茂
（
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）

委　
　

員　
　

井
田　

政
則
（
心
理
学
部
教
授
）

委　
　

員　
　

河
井　

宏
幸
（
大
学
史
料
編
纂
課
長
）

令
和
元
年
度 

立
正
大
学
史
料
編
纂
室
専
門
委
員
一
覧

委
員
（
総
務
・
広
報
）	

早
川　
　

誠
（
法
学
部
教
授
）【
責
任
者
】

委
員
（
総
務
・
広
報
）	

平　

伊
佐
雄
（
経
済
学
部
准
教
授
）

委
員
（
史
料
調
査
・
収
集
・
整
理
・
保
存
）	

安
中　

尚
史
（
仏
教
学
部
教
授
）【
責
任
者
】

委
員
（
史
料
調
査
・
収
集
・
整
理
・
保
存
）	

寺
尾　

英
智
（
仏
教
学
部
教
授
）

委
員
（
史
料
調
査
・
収
集
・
整
理
・
保
存
）	

本
間　

俊
文
（
仏
教
学
部
専
任
講
師
）

委
員
（
研
究
・
編
纂
企
画
）	

石
山　

秀
和
（
文
学
部
准
教
授
）【
責
任
者
】

委
員
（
研
究
・
編
纂
企
画
）	

清
水　

海
隆
（
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

委
員
（
研
究
・
編
纂
企
画
）	

鈴
木　

厚
志
（
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）
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令
和
元
年
度
　
立
正
大
学
史
紀
要
編
集
委
員
一
覧

平　

伊
佐
雄
（
経
済
学
部
准
教
授
）【
責
任
者
】

安
中　

尚
史
（
仏
教
学
部
教
授
）

令
和
元
年
度
　
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
ス
タ
ッ
フ
一
覧

野
沢　

佳
美
（
室
長
・
文
学
部
教
授
）

河
井　

宏
幸
（
大
学
史
料
編
纂
課
長
）

本
岡　

拓
哉
（
大
学
史
料
編
纂
課
員
）

島
津
千
登
世
（
専
門
員
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）

佐
藤　

研
一
（
専
門
員
）

松
尾　

優
子
（
専
門
員
）

�

【
す
べ
て
令
和
2
年
3
月
現
在
】

令和元年度　立正大学史料編纂室　委員・スタッフ一覧
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立
正
大
学
史
料
編
纂
室
紀
要
発
行
要
領

�

平
成
27
年
1
月
26
日

�

規
程
公
示
第
２
６
︲
６
１
号

（
目
的
）

第
1
条　
こ
の
要
領
は
、
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
（
以
下
「
編
纂
室
」
と
い
う
。）
が
、

立
正
大
学
史
料
編
纂
室
規
程
第
2
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
目
的
を
ふ
ま
え
、
本
学

（
付
属
中
学
校
・
高
等
学
校
等
を
含
む
。）
の
歴
史
お
よ
び
関
係
者
の
事
績
に
関
す
る

資
料
（
以
下
「
史
料
」
と
い
う
。）
お
よ
び
そ
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
公
表
す
る

た
め
に
公
刊
す
る
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
紀
要
（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
を
発

行
す
る
際
の
手
続
き
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
発
行
）

第
2
条　
紀
要
は
、
原
則
と
し
て
、
年
1
号
以
上
、
発
行
す
る
。

（
掲
載
原
稿
）

第
3
条　
紀
要
に
掲
載
す
る
原
稿
（
以
下
「
原
稿
」
と
い
う
。）
は
、
以
下
の
各
号
の

も
の
と
す
る
。

　

⑴　

史
料
の
翻
刻

　

⑵　

史
料
に
関
す
る
調
査
報
告

　

⑶　

本
学
の
歴
史
お
よ
び
史
料
に
関
す
る
研
究
論
文

　

⑷　

本
学
の
歴
史
お
よ
び
史
料
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト

　

⑸�　

本
学
の
歴
史
お
よ
び
史
料
に
関
す
る
研
修
会
・
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
記
録

　

⑹　

本
学
の
歴
史
お
よ
び
史
料
に
関
す
る
文
献
の
書
評

　

⑺　

そ
の
他
、
本
学
の
歴
史
お
よ
び
史
料
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
か
か
わ
る
事
項

（
掲
載
原
稿
の
執
筆
者
）

第
4
条　
紀
要
に
掲
載
す
る
原
稿
の
執
筆
者
（
以
下
「
執
筆
者
」
と
い
う
。）
は
、
以

下
の
各
号
の
者
と
す
る
。

　

⑴　

立
正
大
学
史
料
編
纂
室
規
程
第
8
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
運
営
委
員

　

⑵�　

立
正
大
学
史
料
編
纂
室
規
程
第
12
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
専
門
委
員
（
以
下

「
専
門
委
員
」
と
い
う
。）

　

⑶　

立
正
大
学
史
料
編
纂
室
規
程
第
4
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
職
員

　

⑷�　

編
纂
室
の
業
務
の
遂
行
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
、
本
学
の
教
職
員
お
よ
び
学
外

の
関
係
者

（
掲
載
原
稿
の
仕
様
）

第
5
条　
紀
要
の
掲
載
す
る
原
稿
の
仕
様
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴　

原
稿
を
記
述
す
る
言
語
は
日
本
語
と
す
る
。

　

⑵　

未
発
表
の
原
稿
と
す
る
。

　

⑶�　

原
稿
の
分
量
は
、
二
四
、〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
編
纂
室
が
必
要

と
認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
以
上
の
分
量
の
原
稿
も
掲
載
す
る
。

　

⑷�　

表
・
参
考
文
献
・
付
録
な
ど
は
、
掲
載
誌
面
上
で
占
有
す
る
分
量
を
字
数
に
換

算
し
、
前
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
字
数
に
含
め
る
。

　

⑸�　

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
ソ
フ
ト
を
用
い
て
記
述
す

る
。
そ
の
書
式
は
、
縦
書
き
・
横
書
き
と
も
、
１
行
を
40
字
、
1
頁
を
30
行
に
設

定
す
る
。

　

⑹�　

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
と
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
記
述
す
る
。

た
だ
し
、
常
用
漢
字
が
な
い
文
言
お
よ
び
史
料
の
記
述
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

⑺�　

原
稿
に
は
、
題
名
（
副
題
を
含
む
。）、
所
属
機
関
・
部
局
名
、
執
筆
者
名
、
本

文
・
図
表
・
注
釈
・
参
考
文
献
な
ど
を
記
述
す
る
。

　

⑻�　

執
筆
者
は
、
他
の
著
作
物
か
ら
の
引
用
（
図
・
表
を
含
む
。）
に
は
出
所
を
明

記
し
、
編
纂
室
へ
原
稿
を
提
出
す
る
以
前
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
当
該
著
作
権
者

の
了
解
を
得
る
。

（
提
出
原
稿
の
添
付
物
）

第
6
条　
執
筆
者
は
、
原
稿
を
編
纂
室
へ
提
出
す
る
際
、
以
下
の
各
号
の
も
の
を
付
す
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る
。

　

⑴　

執
筆
者
の
住
所
、
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
な
ど
連
絡
先

　

⑵　

第
4
条
第
4
号
の
う
ち
の
、
学
外
の
関
係
者
は
、
執
筆
者
の
所
属
お
よ
び
略
歴

　

⑶　

二
〇
〇
字
以
内
で
記
述
し
た
原
稿
の
要
旨
（
以
下
、「
要
旨
」
と
い
う
。）

　

⑷　

原
稿
お
よ
び
要
旨
の
電
磁
的
記
録

2　
執
筆
者
は
、
前
項
第
1
号
か
ら
第
3
号
を
所
定
の
様
式
に
記
入
す
る
。

（
原
稿
の
提
出
方
法
）

第
7
条　
原
稿
は
、
執
筆
者
が
持
参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
添
付
な
ど
に
よ
り
、
編
纂

室
へ
提
出
す
る
。

2　
執
筆
者
に
は
掲
載
号
を
3
部
贈
呈
す
る
。

（
原
稿
の
編
集
）

第
8
条　
原
稿
の
編
集
は
、
立
正
大
学
史
料
編
纂
室
規
程
第
4
条
第
1
号
に
規
定
さ
れ

て
い
る
編
纂
室
長
が
指
名
し
た
専
門
委
員
（
以
下
「
編
集
委
員
」
と
い
う
。）
若
干

名
に
諮
り
、
編
纂
室
が
行
う
。

2　
編
纂
室
は
、
原
稿
を
掲
載
す
る
際
、
文
字
を
統
一
し
、
図
表
の
体
裁
な
ど
を
整
え

る
。

（
原
稿
の
審
査
）

第
9
条　
編
集
委
員
は
、
原
稿
を
閲
読
し
、
掲
載
の
可
否
を
決
定
す
る
。

2　
編
集
委
員
は
、
編
纂
室
よ
り
回
付
さ
れ
た
原
稿
を
2
週
間
以
内
に
閲
読
し
、
当
該

原
稿
の
掲
載
の
可
否
、
修
正
の
有
無
、
修
正
を
求
め
る
内
容
な
ど
審
査
結
果
を
編
纂

室
へ
報
告
す
る
。

3　
編
纂
室
は
、
原
稿
提
出
後
6
週
間
以
内
に
、
前
号
の
審
査
結
果
を
執
筆
者
へ
書
面

で
通
知
す
る
。

4　
原
稿
の
修
正
を
求
め
ら
れ
た
執
筆
者
は
、
2
週
間
以
内
に
原
稿
を
修
正
し
て
、
編

纂
室
へ
再
提
出
す
る
。

（
原
稿
の
校
正
）

第
10
条　
執
筆
者
に
よ
る
原
稿
の
校
正
は
、
原
則
と
し
て
再
校
ま
で
と
す
る
。

2　
執
筆
者
が
校
正
の
際
に
大
幅
な
加
筆
や
修
正
を
行
う
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
認
め

な
い
。

（
原
稿
の
著
作
権
）

第
11
条　
原
稿
の
著
作
権
お
よ
び
電
子
化
の
権
利
は
、
編
纂
室
に
帰
属
す
る
も
の
と
す

る
。

2　
紀
要
に
掲
載
し
た
原
稿
は
、
立
正
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
登
載
す
る
。

3　
原
稿
の
複
製
お
よ
び
転
載
に
は
、
編
纂
室
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
編
纂
室
が
他

所
へ
の
複
製
お
よ
び
転
載
を
許
可
し
た
場
合
、
そ
の
許
可
を
得
た
者
は
、
そ
の
旨
を

複
製
物
お
よ
び
転
載
物
に
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
執
筆
者
へ
の
謝
礼
）

第
12
条　
原
稿
の
謝
礼
は
、
原
則
と
し
て
支
払
わ
な
い
。
た
だ
し
、
編
纂
室
が
と
く
に

必
要
と
認
め
た
場
合
、
所
定
の
謝
礼
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
そ
の
他
の
事
項
）

第
13
条　
こ
の
要
領
に
規
定
さ
れ
て
い
る
以
外
の
、
紀
要
の
発
行
に
関
す
る
事
項
は
、

編
纂
室
が
専
門
委
員
に
諮
り
、
適
宜
措
置
す
る
。

（
改
廃
）

第
14
条　
こ
の
要
領
の
改
廃
は
、
編
纂
室
が
、
専
門
委
員
に
諮
り
、
立
正
大
学
史
料
編

纂
室
規
程
第
7
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
こ
れ
を
行
う
。

附
　
則

こ
の
要
領
は
、
平
成
26
年
12
月
9
日
か
ら
施
行
す
る
。

立正大学史料編纂室紀要発行要領
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や海外調査のお話をうかがってまとめました。余録では、立正大学発行の絵葉書に関する考
察が展開されています。いずれも貴重な内容となっておりますので、ぜひじっくりとお読み
いただければと思います。
　前号までは校舎の写真を中心に本学の歴史をお伝えしてきた表紙ですが、今号は趣向を変
えて、過ぐる日の学生生活が伝わる一枚を選んでみました。1906（明治 39）年に日蓮宗大
学林講堂の前庭園にて撮影された学生たちの記念写真です。本編纂室では、この写真の複写
を保管しており、ここに写っている学生さんたちの名前も判明しております。写真奥の講堂
は 1916（大正 5）年に焼失してしまいましたが、のちの 1918（大正 7）年には著名な建築家、
辰野金吾氏設計による木造の講堂（日蓮宗大学講堂）が建設されることとなります。

（編集担当を代表して：松尾）　　　
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